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平成 年度事業報告

自：平成 年 月 日 至：平成 年 月 日

事業概要

豊中市社会福祉協議会（市社協）は、地域福祉を推進する中核的な機能をもつ組織として、

豊中市や関係機関と連携しながら住民参加による地域福祉活動を展開しています。

平成 年度は、 月 日に発生した大阪北部地震をはじめ、 月の豪雨、 月の猛暑、そ

して 月にはこれまでの想像をはるかに超えた大型台風が上陸するなどの自然災害に見まわ

れ、豊中市内におきましても甚大な被害がもたらされました。

このような中、市社協では二度にわたり災害ボランティアセンターを立ち上げ、校区福祉

委員や民生・児童委員等と連携した地域の実情把握とニーズの集約に努めるとともに、ボラ

ンティアの受付ならびに支援のコーディネートを行ってまいりました。

一連の災害を通じ、外国にルーツを持つ方々への支援や中高年のひきこもり等、新たな課

題への対応が迫られる中、災害支援をきっかけにボランティア登録をされる方や、農業を通

じた仲間づくりと地域活動を行っている豊中あぐりのメンバー、さらには東日本大震災復興

支援ボランティアバスに参加した高校生が互いに呼びかけ、率先して被災した家屋の援助に

入るなど、あらたな担い手づくりを広げることにつながりました。一方、被災地物産展や復

興支援イベントの開催、豪雨による大規模な水害を受けた岡山県倉敷市へ職員派遣を行う等、

継続的な被災地支援の取り組みを行ってまいりました。

少子高齢社会の急速な進行に伴い、国においても保険制度等における高齢者年齢の定義が

議論されている中、敬老の集い事業の実施にあたり、平成 年度に同事業の検討委員会を

立ち上げ、対象年齢の引き上げ等について議論を重ね、対象年齢は現行どおりとしつつも、

事業は将来的に介護予防事業との二本立てで実施する等の方向性が定められました。

介護事業の運営については、有識者の参画を得て、平成 年度に同事業のあり方検討委

員会を立ち上げ議論を重ねてまいりましたが、豊中市から施設の貸付を受け運営しておりま

した介護予防センターが平成 年度末に期間満了するにあたり、同センターにて実施して

いた通所介護事業については継続が困難との結論に至り、廃止することといたしました。

平成 年度も、市社協では多機関の連携により、市民ならびに専門職種を対象とした様々

な研修やイベントを企画・実施してまいりましたが、とりわけ 月 日開催の、第 回全

国校区・小地域福祉活動サミットでは、地域共生社会の実現に向けた様々な取り組みについ

て、第 回を豊中で実施した原点に立ち戻り住民交流型で実施するとともに、行政機関をは

じめ校区福祉委員会や民生・児童委員会、社会福祉施設連絡会等との連携により、スタッフ

を含め全国から 人の参加を得て実施することができました。
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．各種会議の開催状況について

（ ）会議の開催状況

①開催回数

名称（組織構成） 会議の開催回数 掲載ページ

理事会 回 ページ

評議員会 回 ページ

総務部会 回 ページ

広報部会 回 ページ

生活福祉資金貸付調査委員会 回 ページ

地域福祉活動計画推進委員会 回 ページ

介護事業のあり方検討委員会 回 ページ

ライオンズクラブ福祉基金運営委員会 回 ページ

障害者児福祉基金運営委員会 回 ページ

校区福祉委員会会長会 回 ページ

豊中市小地域福祉ネットワーク推進委員会 回 ページ

第一層地域ささえあい推進協議体 回 ページ

生活困窮者・社会的孤立者の

早期発見・支援のための検討会議
回 ページ

地域ボランティア活動推進委員会 回 ページ

とよなか地域ささえ愛ポイント事業推進委員会 回 ページ

地域福祉権利擁護センター運営委員会 回 ページ

財産保全管理運営委員会 回 ページ

若林エンゼル基金運営委員会 回 ページ

豊中びーのびーのプロジェクト運営委員会 回 ページ

子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業

検討委員会
回 ページ

合 計 回
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②会議別開催内容

）理事会

年月日 出席者数 主な議題

理事 名

監事 名

平成 年度事業報告について

平成 年度決算について

平成 年度社会福祉事業会計第 次補正予算 案 について

評議員選任候補者の推薦ならびに評議員選任・解任委員会の開催に

ついて

理事 名

監事 名

平成 年度介護事業方針（案）について

就業規則等の改正について

登録ホームヘルパー給与規則の改正について

評議員選任候補者の推薦ならびに評議員選任・解任委員会の開催に

ついて

理事 名

監事 名

平成 年度賛助会員の募集について

平成 年度社会福祉事業会計第 次補正予算（案）について

非常勤職員等就業規則の改正について

福祉基金等の規則改正について

理事 名

監事 名

諸規則の改正について

評議員選任候補者の推薦ならびに評議員選任・解任委員会の開催に

ついて

理事 名

監事 名

平成 年度社会福祉事業会計第 次補正予算（案）について

平成 年度事業計画（案）について

平成 年度予算（案）について

定款変更について

諸規則の改正について

）評議員会

年月日 出席者数 主な議題

名

平成 年度事業報告について

平成 年度決算について

平成 年度社会福祉事業会計第 次補正予算（案）について

理事の選任について

名
平成 年度介護事業方針について

敬老の集いについて

名 平成 年度社会福祉事業会計第 次補正予算（案）について

名

平成 年度社会福祉事業会計第 次補正予算（案）について

平成 年度事業計画（案）について

平成 年度予算（案）について

定款変更について

）総務部会

年月日 出席者数 主な議題

名
正副部会長の選出について

平成 年度賛助会員会費制の取り組みについて
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．各種会議の開催状況について

（ ）会議の開催状況

①開催回数

名称（組織構成） 会議の開催回数 掲載ページ

理事会 回 ページ

評議員会 回 ページ

総務部会 回 ページ
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地域福祉活動計画推進委員会 回 ページ
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校区福祉委員会会長会 回 ページ

豊中市小地域福祉ネットワーク推進委員会 回 ページ

第一層地域ささえあい推進協議体 回 ページ

生活困窮者・社会的孤立者の

早期発見・支援のための検討会議
回 ページ

地域ボランティア活動推進委員会 回 ページ

とよなか地域ささえ愛ポイント事業推進委員会 回 ページ

地域福祉権利擁護センター運営委員会 回 ページ

財産保全管理運営委員会 回 ページ

若林エンゼル基金運営委員会 回 ページ

豊中びーのびーのプロジェクト運営委員会 回 ページ

子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業
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）広報部会

年月日 出席者数 主な議題

名
「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正①

みんなの福祉、ホームページ広告の掲載要綱について

名 「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正②

名
「豊中市社協みんなの福祉」第 号の講評

「豊中市社協みんなの福祉」第 号の企画

名
「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正①

広報研修について

名
．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正②

広報研修について

名

「豊中市社協みんなの福祉」第 号の講評

．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の企画

広報研修について

名
．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正①

広報研修について

名
．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正②

広報研修について

名

．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の講評

．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の企画

平成 年度広報部会について

）生活福祉資金貸付調査委員会

年月日 出席者数 主な議題

名
委員長・副委員長の選出

平成 年度事業報告、平成 年度の貸付状況について

）地域福祉活動計画推進委員会

年月日 出席者数 主な議題

名
第 期地域福祉活動計画の取り組み状況について

第 期地域福祉活動計画の策定について

名 各団体からの意見発表

名 各団体からの意見発表

名
各団体からの意見まとめ

第 期地域福祉活動計画の内容案について

）介護事業のあり方検討委員会

年月日 出席者数 主な議題

名 介護事業のあり方検討委員会報告書（案）について
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）ライオンズクラブ福祉基金運営委員会

年月日 出席者数 主な議題

名

正・副委員長の選出について

平成 年度ライオンズクラブ福祉基金の決算見込みについて

平成 年度福祉の店「なかま」の事業報告（案）・決算（見込）に

ついて

平成 年度福祉の店「なかま」の現状について

）障害者児福祉基金運営委員会

年月日 出席者数 主な議題

名
前回のふりかえり

基金活用の方途について

名

前回のふりかえり

基金活用の方途について

今後の取り組みについて

（ ）役員研修の開催状況

名 称 年月日 内 容

第 回豊中市民生委

員・児童委員大会

第二部 方面委員制度創設 周年 記念講演会

「あたたかい 社会をつくる」

講師：諏訪中央病医院 名誉院長 鎌田 實さん

第 回全国校区・小

地域福祉活動サミッ

ト 豊中

基調シンポジウム

「校区サミットから 年…豊中型地域共生社会への挑戦」

ゲストスピーカー：

厚生労働省大臣官房総務課企画官 本後 健さん

エグゼクティブプロデューサー 棚谷 克巳さん

コーディネーター：市社協福祉推進室長 勝部 麗子

分科会（※各会場に分かれて 分科会を実施）他

平成 年度

豊中市社協福祉大会
別掲

（ ）その他の会議の開催状況

会議の名称 開 催 日

三役会

監査

評議員選任・解任委員会
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）広報部会

年月日 出席者数 主な議題

名
「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正①

みんなの福祉、ホームページ広告の掲載要綱について

名 「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正②

名
「豊中市社協みんなの福祉」第 号の講評

「豊中市社協みんなの福祉」第 号の企画

名
「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正①

広報研修について

名
．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正②

広報研修について

名

「豊中市社協みんなの福祉」第 号の講評

．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の企画

広報研修について

名
．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正①

広報研修について

名
．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の校正②

広報研修について

名

．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の講評

．「豊中市社協みんなの福祉」第 号の企画

平成 年度広報部会について

）生活福祉資金貸付調査委員会

年月日 出席者数 主な議題

名
委員長・副委員長の選出

平成 年度事業報告、平成 年度の貸付状況について

）地域福祉活動計画推進委員会

年月日 出席者数 主な議題

名
第 期地域福祉活動計画の取り組み状況について

第 期地域福祉活動計画の策定について

名 各団体からの意見発表

名 各団体からの意見発表

名
各団体からの意見まとめ

第 期地域福祉活動計画の内容案について

）介護事業のあり方検討委員会

年月日 出席者数 主な議題

名 介護事業のあり方検討委員会報告書（案）について
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（ ）主な会議の出席状況

会議の名称 開 催 日（場 所）

大阪府市町村社協連合会

代表者・事務局長会合同会議

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

大阪府市町村社協連合会

事務局長会議

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

北摂地区社協連絡会
（吹田市立総合福祉会館）

（豊中市すこやかプラザ）

北摂地区社協連絡会

会長・事務局長研修会
（社会福祉法人まいづる福祉会）

（ ）平成 年度福祉大会

開催日 会場 参加人数 内容

豊中市立

文化芸術センター

小ホール

名

第 部【式典】

感謝状贈呈式

第 部【記念講演】

「地域共生社会の実現に向けて

～これまでとこれから」

講師：厚生労働省社会・援護局 地域福祉課

地域福祉専門官 玉置 隼人さん

※第 回豊中ボランティアフェスティバルと同時開催
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．広報啓発活動について

（ ）広報発行物およびホームページ

種別 発行回数
一回あたりの発行

部数
備考（対象）

豊中市社協『みんなの福祉』

第 号～第 号
年 回

部

市内全世帯及び全事業所

関係機関、団体など

部

部

計 部

社会福祉協議会のあらまし 年 回 計 部
市民（賛助会員会費制の啓発資材）、

視察など

平成 年度事業報告 年 回 部 市社協関係者、関係団体

「福祉の日」啓発ティッシュ 年 回 個 一般市民

市社協ホームページ
お知らせ欄更新 回、

からの問合せ 件

その他全体校正

市社協の事業やイベント情報など

を市民に提供

市社協フェイスブック 回

福祉サービス課ブログ 回更新
介護事業の実施状況やイベント・利

用者さんの表情などを紹介

（ ）広報研修会

年月日 場 所 内 容 講 師 参加人数 

豊中市立福祉会館

階集会室
講演：「伝わる広報紙の作り方」 

株式会社ペンコム 
代表取締役 
増田 幸美さん 

名 
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（ ）主な会議の出席状況

会議の名称 開 催 日（場 所）

大阪府市町村社協連合会

代表者・事務局長会合同会議

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

大阪府市町村社協連合会

事務局長会議

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

（大阪社会福祉指導センター）

北摂地区社協連絡会
（吹田市立総合福祉会館）

（豊中市すこやかプラザ）

北摂地区社協連絡会

会長・事務局長研修会
（社会福祉法人まいづる福祉会）

（ ）平成 年度福祉大会

開催日 会場 参加人数 内容

豊中市立

文化芸術センター

小ホール

名

第 部【式典】

感謝状贈呈式

第 部【記念講演】

「地域共生社会の実現に向けて

～これまでとこれから」

講師：厚生労働省社会・援護局 地域福祉課

地域福祉専門官 玉置 隼人さん

※第 回豊中ボランティアフェスティバルと同時開催
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．補助金等の収入について

（ ）公費助成関係

補助金・助成金等 受託金

大阪府社会福祉協議会（国・府） 円 円

豊中市 円 円

合計 円 円

（ ）共同募金関係

平成 年度配分額 円 （参考）平成 年度配分額 円

＊内訳 地域配分金

その他特別配分金

災害支援資金

赤い羽根福祉基金

円

円

円

円

＊内訳 地域配分金

その他特別配分金

赤い羽根福祉基金

円

円

円

（ ）寄付金の状況

基金等の名称 寄付件数 寄付金額 財産保有額

善意銀行 件 円 円

福祉基金 件 円 円

障害者児福祉基金 件 円 円

ライオンズクラブ福祉基金 －件 －円 円

社協事業全般 件 円 －

合計 件 円

※豊中ローズ基金につきましては、東日本大震災により被災された方々に対する寄付を有効的に活用する

ため豊中市が設置し、市社協にて管理していましたが、平成 年度繰越金の全額を執行したことから

終了となりました。

（ ）賛助会員の加入状況

①集計

内 容 平成 年度 平成 年度

賛助会員 世帯 口 円 世帯 口 円

特別賛助会員

（個人）
世帯 口 円 世帯 口 円

特別賛助会員

事業所･団体
件 口 円 件 口 円

合計 件 口 円 件 口 円
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．補助金等の収入について
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．地域福祉活動の支援について

（ ）校区福祉委員会活動

①校区福祉委員会活動推進事業

校区福祉委員会相互の情報交換及び連携を強化するとともに、小地域福祉ネットワーク活動推進事業を

設定し地域での福祉活動の向上を図るなど、校区福祉委員会活動の充実強化に努めた。

）小地域福祉ネットワーク活動推進事業

校区福祉委員会ごとに要援護者の把握や支援のため、個別援助活動、グループ援助活動を展開した。

（ア）個別援助活動

・事業内容 要援護者の把握、見守り、声かけ訪問活動、軽易な家事援助活動、配食活動を実施し、個

別ニーズへの対応と地域住民の協力の推進を図る。

・指定校区 全校区（ 校区）で実施。

（イ）グループ援助活動

・事業内容 校区福祉委員会が在宅の高齢者や障害者に対し、ミニデイサービス・ふれあいサロン・地

域リハビリ・子どもとふれあい交流・子育て支援・ふれあい食事サービス活動の各事業か

ら１種類以上実施し、住民相互の交流と学校との連携を図りながら、地域福祉活動の充実

を図る。

・指定校区 全校区（ 校区）で実施。（各校区の実施状況については別掲）
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《平成 年度 ふれあいサロン事業の実施状況》

№ 校区名 名 称 定例日（実施回数） 場 所 参加費

大 池 ふれあいティサロン 第 木曜日（ 回） 大池ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 円

刀根山

ふれあいウォーキング 年 回 古墳群と原田城 実 費

社会見学バスツアー 年 回 伊根、笠松公園 円

ふれあいサロン 第 ･ 月曜日 回 刀蛍会館 円

あっと・ほーむ「蛍」 毎週水曜日 回 松田マテリアル 円

桜井谷 ふれあいサロン「さくらんぼ」 第 ･ 火曜日（ 回） 桜井谷会館 円

蛍 池 ふれあいサロン 第 木曜日（ 回） 蛍池公民館 円

箕 輪 ふれあいサロン 第 土曜日（ 回） 箕輪小学校 無 料

野 畑 向丘サロン 第 ～ 月曜日（ 回） 向丘住宅集会所 円

上 野 ふれあいサロン上野 第 土曜日（ 回） 上野堀田会館 円

少路・

北緑丘

ブルーメ 第 月曜日（ 回） 緑丘会館 円

サタデイフォー 第 土曜日（ 回） 北緑丘小学校 円

東豊中

おしゃべりサロン花水木 第 ･ 月曜日（ 回） 東豊中地域福祉活動支援センター 円

おしゃべりサロンコミュニティ 第 金曜日（ 回） 東豊中地域福祉活動支援センター 円

サロン・友垣 第 木曜日（ 回） 東豊中地域福祉活動支援センター 円

東豊台 おしゃべりサロン 第 木曜日（ 回） シャレール東豊中集会所 円

上新田 ふれあいサロン 第 金曜日（ 回） 竹林会館 円

東 丘 ふれ愛サロン 第 火曜日（ 回） 新千里東町会館 円

西 丘 ふれあいサロン 第 火曜日（ 回） 西 丘 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 無 料

南丘
南丘いきいき講座 年 回 新千里南町会館 円

いきいきサロン（歌声ひろば） 第 火曜日（ 回） 新千里南町会館 円

北 丘 いきいきサロン 第 火曜日（ 回） 新千里北町府営集会所 円

東泉丘

ふれあいサロン 豊千南 第 木曜日（ 回） 豊千南集会所 円

ふれあいサロン ジオ緑地公園 第 火曜日（ 回） ジオ緑地ｺﾐｭﾆﾃｨｸﾗﾌﾞ 円

カフェサロン「ことぶき」 第 月曜日（ 回） 永寿園とよなか 円

桜 塚

ふれあいサロンさくら草 毎週月曜日（ 回） 北桜塚会館 無 料

おしゃべりサロンなかよし 毎週月～金曜日（ 回） なかよし 無 料

くらしかん「夕食会」 第 ･ 水曜日 回 くらしかん 無 料

なかよし「夕食会」 第 ･ 水曜日 回 なかよし 円

南桜塚

ふれあいサロン 第 水曜日（ 回） 南桜塚会館 無 料

ふれあいサロン 第 木曜日（ 回） 南桜塚会館 無 料

ふれあいサロン 第 日曜日（ 回） 南桜塚会館 無 料

克 明
いきいきふれあいサロン 第 水曜日（ 回） 石塚会館 無 料

いきいきふれあいサロン 第 水曜日（ 回） くらら豊中 無 料

熊野田 くまのわくわくサロン 第 土曜日（ 回） 熊野田会館 無 料

泉 丘

ふれあいいきいきサロン 第 木曜日（ 回） スカイハイツ集会所 無 料

ふれあいいきいきサロン 第 木曜日（ 回） 西泉丘会館 無 料

ふれあいいきいきサロン 第 金曜日（ 回） ハイロイヤル集会室 無 料

ふれあいいきいきサロン 第 金曜日（ 回） アルビス中央集会所 無 料

スカイサロン 第 水曜日（ 回） スカイハイツ集会所 無 料

円カフェ 第 金曜日（ 回） ハイロイヤル集会室 円

サロン 第 土曜日 回 ハイツ集会室 無 料

ガーデン手作り喫茶 第 日曜日（ 回） ガーデンフラッツ集会所 円

緑 地

お楽しみサロン 年 回 長興寺会館 無 料

ふれあいサロン 毎月 日（ 回） 長興寺会館 無 料

ふれあいサロン 第 水曜日（ 回） 会館 無 料
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北 条

ふれあいサロン 花見 年１回 服部緑地公園 無 料

ふれあいサロン 第 水曜日（ 回） 淳風きたじょう 円

ふれあいサロン 第 水曜日（ 回） 若北会館 円

ふれあい散策 年 回 服部緑地植物園 円

小曽根 火曜ふれあいサロン 第 ･ 火曜日（ 回） 南郷の家 無 料

寺 内

水曜クラブ 第 ∼ 水曜日（ 回） 寺内会館 無 料

麻雀クラブ 第 ･ 木曜日（ 回） 寺内会館 無 料

囲碁部 毎週月曜日（ 回） 寺内会館 無 料

豊 南
喫茶ピーチク 第 月曜日（ 回） 老人憩いの家 円

おしゃべりサロン 第 木曜日（ 回） 豊南会館 無 料

高 川 ふれあいサロン 第 金曜日（ 回） 高川会館 無 料

原 田

サロン遊友 第 金曜日（ 回） 遊友 円

麻雀教室 第 ･ 火曜日（ 回） 遊友 円

カラオケ 第 木曜日（ 回） 遊友 円

男性麻雀クラブ 第 ・ 火曜日 回 遊友 円

カフェ遊 第 土曜日（ 回） 遊友 円

カフェ遊大塚 第 月曜日（ 回） 大塚会館 円

福祉コーラス禮 第 ･ 水曜日 回 曽根西センター 円

遊雄塾 第 土曜日（ 回） 遊友 実 費

大正琴・遊 第 金曜日（ 回） 遊友 円

中豊島

いきいきサロン 第 日曜日（ 回） 中豊島ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 無 料

お茶する・かい（喫茶なかて） 第 火曜日（ 回） 服部介護予防センター 円

ホッとサロン（手芸） 第 火曜日（ 回） 服部介護予防センター 無 料

豊島北
サロン・誕生会 第 ･ 月曜日（ 回） 豊島北老人憩の家 無 料

健康教室（相談） 第 金曜日（ 回） 豊島北老人憩の家 無 料

豊島西

上津島いきいきサロン 第 ･ 土曜日（ 回） 上津島センター 無 料

利倉いきいきサロン 第 ･ 水曜日（ 回） 利倉会館 無 料

利倉西いきいきサロン 第 火曜日（ 回） アイテラス利倉西 無 料

利倉西いきいきサロン 第 水曜日（ 回） アイテラス利倉西 無 料

豊 島 ローズサロン 第 ･ 火曜日（ 回） 服部寿センター･南センター 円

庄 内 ふれあいサロン 年 回
庄内ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

牛立会館
無 料

島 田
なかよしサロン 第 土曜日（ 回） 島田センター 円

コーヒーサロン 毎週木曜日（ 回） 島田センター 円

野 田
野田いきいきサロン 年 回 大阪音楽大学 無 料

ふれあいサロン 第 火曜日（ 回） 野田集会室 無 料

庄内西

ふれあいサロン 第 月曜日（ 回） 庄本老人憩の家 無 料

なんでも相談カフェ 毎週金曜日（ 回）
庄本介護予防センター

庄本センター
無 料

庄内南

いきいきサロン 毎週月・木曜日（ 回） 庄内南ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 円

ふれあいカフェ 第 金曜日（ 回） 庄内南ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 円

うたごえサロン 不定期（ 回） 庄内南ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 円

みどりの会定例会 偶数月 日（ 回） 島江大黒会館 無 料

千 成 いきいきサロン 年 回 三和会館 無 料

合 計 校区 か所
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《平成 年度 給食サービス事業（会食型）の実施状況》

校区名 開始時期 定例日 場 所 年回数 対 象 利用者負担

大 池 第 木 大池ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 回 ひとり暮らし高齢者 円

刀根山 月 刀蛍会館 回 独居の会会員 円

桜井谷 第 ・ 火 桜井谷会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

蛍 池 第 火 蛍池老人憩の家 回 独居の会会員 円

箕 輪 不定期 箕輪小学校 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 円

野 畑 第 火 向丘住宅集会所 回 独居の会会員 円

上 野
第 土 上野堀田会館 回 独居の会会員 年会費に含む

月･ 月 木曽路・かごの屋 回 独居の会会員 実 費

少路・北緑丘 第 月 緑丘会館 回 独居の会会員 円

東豊中
第 水 東豊中地域福祉活動支援センター 回 ひとり暮らし高齢者 円

・ 月 東豊中地域福祉活動支援センター 回 高齢者 無 料

東豊台
･ 月 シャレール集会所 回 高齢者等 円

第 木 シャレール集会所 回 高齢者等 円

上新田 第 金 竹林会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

東 丘 ･ 月 新千里東町会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

西 丘
第 土 西丘コミュニティセンター 回

高齢者 円
第 月 西丘コミュニティセンター 回

北 丘 第 金 新千里北町府営集会所 回 独居の会会員 円

東泉丘 第 土 新千里南町桃山会館 回 独居の会会員 円

桜 塚
第 火 くらしかん 情報広場 回 独居の会会員 円

月 三田 永沢寺 回 独居の会会員 円

南桜塚
第 日 南桜塚会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

第 日 東桜会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

克 明
第 月 人権まちづくりセンター老人憩の家 回 ひとり暮らし高齢者 円

･ 月 おひさま岡町保育園 回 ひとり暮らし高齢者 円

熊野田 第 水 熊野田会館 回 独居の会会員 無 料

泉 丘
第 火 泉丘ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 回 ひとり暮らし高齢者 円

月 アルビス中央集会所 回 高齢者 円

緑 地 不定期 長興寺会館 回 独居の会会員 円

北 条 第 水 淳風きたじょう 回 ひとり暮らし高齢者 円

小曽根 第 日 南郷の家 回 独居の会会員 円

寺 内 第 水 ﾛｰｽﾞｺﾐｭﾆﾃｨ緑地 回 ひとり暮らし高齢者 円

豊 南 第 日 豊南小学校ﾗﾝﾁﾙｰﾑ 回 独居の会会員 円

高 川 第 日 高川老人憩の家 回 独居の会会員 円

原 田 第 水 曽根西センター 回 ひとり暮らし高齢者 円
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《平成 年度 子育てサロン事業の実施状況》

№ 校区名 名 称 対象 定例日（実施回数） 場 所 参加費

大 池 なかよしサロンどんぐり ～ 歳児 第 火曜日（ 回） 大池ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 円

刀根山 なかよしクラブひよこちゃん ～ 歳児 年 回 とねやまこども園･アトリオ保育所 円

桜井谷
こひつじ ～ 歳児 第 金曜日（ 回） 宮山会館 無 料

こひつじ少路 ～ 歳児 第 金曜日（ 回） 少路会館 無 料

蛍 池 子育てサロンすくすく ～ 歳児 第 木曜日（ 回） 蛍池公民館 無 料

箕 輪 子育てサロンうさぎちゃん ～ 歳児 第 水曜日（ 回） 箕輪小学校 無 料

野 畑 こんぺいとう 未就園児
第 水曜日（ 回） 向丘住宅集会所

円
第 水曜日（ 回） 野畑図書館･のばたけ保育園

上 野 ほっとる－むひよこちゃん上野 ～ 歳児 第 ･ 木曜日（ 回） 堀田会館 円

少路・北緑丘 ほっとる－むひよこちゃん少路 ～ 歳児 第 水曜日（ 回） あけぼのぽんぽこ保育園 無 料

東豊中 子育てぴよぴよ ～ 歳児 第 火曜日（ 回） 東豊中地域福祉活動支援センター 円

東豊台 子育てサロンどんぐり山 ～ 歳児 第 水曜日（ 回） シャレール集会所 円

上新田 竹の子ちゃん ～ 歳未満児 第 金曜日（ 回） 竹林会館 円

東 丘 つくしんぼ ～ 歳児 第 火曜日（ 回） 新千里東町会館 円

西 丘 子育てサロン キューピーちゃん ～ 歳児 第 水曜日（ 回） 西丘コミュニティセンター 無 料

南 丘 みなみちゃん ～ 歳児 第 火曜日（ 回） 新千里南町会館 無 料

北 丘 子育てサロン「ぽっぽ」 ～ 歳児 第 木曜日（ 回） 新千里北町会館 円

東泉丘 子育てサロン「ももちゃん」 ～ 歳児 第 火曜日（ 回） 永寿園とよなか 無 料

桜 塚 さくらぐみ 乳幼児 第 月曜日（ 回） 北桜塚会館 無 料

南桜塚 子育てサークルすくすく ～ 歳未満児 第 水曜日（ 回） 南桜塚会館 円

克 明 さくらんぼ ～ 歳児 第 ･ 水曜日（ 回） 石塚会館 無 料

熊野田 くまっ子ちゃん ～ 歳児 第 水曜日（ 回） 熊野田会館 無 料

泉 丘

子育てサロンぴよぴよ 歳児 第 木・ 水曜日（ 回） 西泉丘会館・ピグマリオン 無 料

子育てサロンぴよぴよ 歳児 第 木曜日（ 回） 泉丘ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 無 料

子育てサロンぴよぴよ 歳児 第 水曜日（ 回） 泉丘ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 無 料

子育てサロンぴよぴよ 就学前幼児 第 木曜日（ 回） 泉丘ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 無 料

緑 地 子育てサロンまつぼっくり ～ 歳未満児 第 水曜日（ 回） 長興寺会館 無 料

北 条 子育てサロンひまわり ～ 歳児 第 金曜日（ 回） 若北会館・服部緑地・小曽根こども園 無 料

小曽根 子育てサロンあかちゃん ～ 歳児 第 水曜日（ 回） 南郷の家 円

寺 内 ほっとる－むひよこちゃん ～ 歳児 第 木曜日（ 回） てらうちこども園 無 料

豊 南 赤ちゃん会おひさま ～ 歳未満児 年 回 豊南会館 無 料

高 川 なかよしサロン 未就園児 第 土曜日（ 回） 高川こども園 無 料

原 田 よちよち遊友 ～ 歳児 第 水曜日（ 回） 遊友 円

中豊島
ぴかぴかママ ～ 歳児･妊婦 第 金曜日（ 回） 曽根東センター 無 料

きらきらママ 歳～就学前 第 水曜日（ 回） 服部介護予防センター 無 料

豊島北 ぷよぷよクラブ ～ 歳児 第 木曜日（ 回） 豊島北センター 無 料

豊島西 子育てサロン かるがも ～ 歳児 第 火曜日（ 回） 上津島センター 無 料

豊 島 つくしんぼ ～ 歳未満児 第 火曜日（ 回） 服部南センター 無 料

庄 内 子育てサロン アイアイ ～ 歳児･妊婦 第 木曜日（ 回） 庄内コミュニティプラザ 無 料

島 田 子育てサロン きらきら ～ 歳児 第 水曜日（ 回） 島田センター 無 料

野 田 マンマの会 ～ 歳児 第 水曜日（ 回） 野田センター 無 料

庄内西 ひよこっこサークル ～ 歳児 第 火曜日（ 回） 庄本老人憩の家 無 料

庄内南 にこにこサロン ～ 歳児 第 ・ 金曜日（ 回） 庄内南ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 無 料

千 成 子育てサロンたんぽぽ ～ 歳児 第 木曜日（ 回） せんなりこども園 無 料

合 計 校区 か所
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《平成 年度 給食サービス事業（会食型）の実施状況》

校区名 開始時期 定例日 場 所 年回数 対 象 利用者負担

大 池 第 木 大池ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 回 ひとり暮らし高齢者 円

刀根山 月 刀蛍会館 回 独居の会会員 円

桜井谷 第 ・ 火 桜井谷会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

蛍 池 第 火 蛍池老人憩の家 回 独居の会会員 円

箕 輪 不定期 箕輪小学校 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 円

野 畑 第 火 向丘住宅集会所 回 独居の会会員 円

上 野
第 土 上野堀田会館 回 独居の会会員 年会費に含む

月･ 月 木曽路・かごの屋 回 独居の会会員 実 費

少路・北緑丘 第 月 緑丘会館 回 独居の会会員 円

東豊中
第 水 東豊中地域福祉活動支援センター 回 ひとり暮らし高齢者 円

・ 月 東豊中地域福祉活動支援センター 回 高齢者 無 料

東豊台
･ 月 シャレール集会所 回 高齢者等 円

第 木 シャレール集会所 回 高齢者等 円

上新田 第 金 竹林会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

東 丘 ･ 月 新千里東町会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

西 丘
第 土 西丘コミュニティセンター 回

高齢者 円
第 月 西丘コミュニティセンター 回

北 丘 第 金 新千里北町府営集会所 回 独居の会会員 円

東泉丘 第 土 新千里南町桃山会館 回 独居の会会員 円

桜 塚
第 火 くらしかん 情報広場 回 独居の会会員 円

月 三田 永沢寺 回 独居の会会員 円

南桜塚
第 日 南桜塚会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

第 日 東桜会館 回 ひとり暮らし高齢者 円

克 明
第 月 人権まちづくりセンター老人憩の家 回 ひとり暮らし高齢者 円

･ 月 おひさま岡町保育園 回 ひとり暮らし高齢者 円

熊野田 第 水 熊野田会館 回 独居の会会員 無 料

泉 丘
第 火 泉丘ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 回 ひとり暮らし高齢者 円

月 アルビス中央集会所 回 高齢者 円

緑 地 不定期 長興寺会館 回 独居の会会員 円

北 条 第 水 淳風きたじょう 回 ひとり暮らし高齢者 円

小曽根 第 日 南郷の家 回 独居の会会員 円

寺 内 第 水 ﾛｰｽﾞｺﾐｭﾆﾃｨ緑地 回 ひとり暮らし高齢者 円

豊 南 第 日 豊南小学校ﾗﾝﾁﾙｰﾑ 回 独居の会会員 円

高 川 第 日 高川老人憩の家 回 独居の会会員 円

原 田 第 水 曽根西センター 回 ひとり暮らし高齢者 円
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《平成 年度 ミニデイサービス事業の実施状況》

№ 校区名 名称 定例日 実施回数 場 所 参加費

野 畑 のんちゃん家 第 ・ 金曜日（ 回） 向丘住宅集会所 円

上 野 上野ひだまり 第 水曜日（ 回） 堀田老人憩の家 円

桜 塚 小さなくりの木会 第 ・ 月曜日（ 回） 北桜塚会館・なかよし 円

原 田 ミニデイ遊友 第 ・ 水曜日（ 回） 遊友 円

豊 島 おしゃべりサロン 第 火曜日（ 回） 稲津会館 円

合 計 校区 か所

中豊島
第 土 服部介護予防センター 回 独居の会会員 円

不定期 中豊島ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 回 独居の会会員・高齢者 円

豊島北 第 日 豊島北老人憩の家 回 ひとり暮らし高齢者 円

豊島西
月・ 月・

月・ 月
上津島センター 回 ひとり暮らし高齢者 無 料

豊 島 毎月 日前後 稲津会館 回 独居の会会員 円

庄 内 年 回
庄内ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

回 ひとり暮らし高齢者
円

庄内ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 円

島 田 年 回 島田センター 回 独居の会会員 円

野 田 年 回
庄内幸センター･庄内東セ

ンター･野田センター
回 ひとり暮らし高齢者 無 料

庄内西 年 回 二葉会館･庄本会館･大島会館 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 無 料

庄内南
毎月 日 島江大黒会館 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 無 料

月 島江大黒会館 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 円

千 成 年 回 三和会館 回 ひとり暮らし高齢者 無 料

合 計 校区 か所
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《平成 年度 給食サービス事業（配食型）の実施状況》

№ 校区名 開始時期 定例日 実施頻度 延べ年回数 対象 利用者負担

大 池 第 木 年 回 回 ひとり暮らし高齢者 円

箕 輪 第 土 月 回 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 円

少路・北緑丘 第 月 月 回 回 ７０歳以上のひとり暮らし高齢者・高齢者世帯 円

東豊台 最終土 月 回 回
歳以上のひとり暮らし高齢

者・高齢虚弱夫婦・障害世帯
円

東 丘 第 金 月 回 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 円

西 丘
第 土 年 回 回 ひとり暮らし高齢者・高齢障害

者
円

第 月 月 回 回

桜 塚

第 ･ ･ ･ 水 月 ～４回 回
ひとり暮らし高齢者及び虚

弱な方をかかえる世帯

円

第 水 月 回 回 円

月 年 回 回 無 料

南桜塚 第 日 月 回 回 虚弱高齢者 円

泉 丘 第 木 年 回 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 円

中豊島 第 火 月 回 回 虚弱、ひとり暮らし高齢者・障害者 円

豊島北 第 日 月 回 回 虚弱なひとり暮らし高齢者 円

豊島西 ～ 月 年 回 回 ひとり暮らし高齢者 無 料

豊 島 偶数月 回 年 回 回 ひとり暮らし高齢者 円

野 田 ･ 月 年 回 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 無 料

庄内西 第 土 月 回 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 円

庄内南 毎月 日 年 回 回 歳以上のひとり暮らし高齢者 無 料

千 成 不定期 年 回 回 ひとり暮らし高齢者 無 料

合 計 校区

）小地域福祉ネットワーク巡回講座

小地域福祉ネットワーク活動を実施している校区を対象に巡回講座を年 回以上開催

実施校区 桜井谷、上野、東丘、西丘、克明、熊野田、北条、原田、豊島北

（ 校区）
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）敬老の集い事業

敬老の思想と高齢者福祉への理解を深めるとともに、地域ぐるみの参加協力の気運を培い、日々の

生活を明るく豊かにすることにより、福祉の増進を図った。（※当日参加者に記念品配布）

ア 開催状況 ＜ 月 日開催（ 校区）、 月 日開催【豊南・高川・庄内・千成】＞

委員会名 会場 対象者数
高齢者

来場者数
委員会名 会場 対象者数

高齢者

来場者数

大池 大池小学校体育館 熊野田 熊野田小学校体育館

刀根山 刀根山小学校体育館 泉丘 泉丘小学校体育館

桜井谷 桜井谷小学校体育館 緑地 緑地小学校体育館

蛍池 蛍池小学校体育館 北条 北条小学校体育館

箕輪 箕輪小学校体育館 小曽根 小曽根小学校体育館

野畑 野畑小学校体育館 寺内 ﾛｰｽﾞｺﾐｭﾆﾃｨ緑地

上野 上野小学校体育館 豊南 豊南小学校体育館

少路・北緑丘 少路小学校体育館 高川 高川小学校体育館

東豊中 東豊中小学校体育館 原田 原田小学校体育館

東豊台 東豊台小学校体育館 中豊島 中豊島小学校体育館

上新田 新田南小学校体育館 豊島北 豊島北小学校体育館

東丘 東丘小学校体育館 豊島西 豊島西小学校体育館

西丘 西丘小学校体育館 豊島 豊島小学校体育館

南丘 南丘小学校体育館 庄内 庄内小学校体育館

北丘 北丘小学校体育館 島田 島田小学校体育館

東泉丘 東泉丘小学校体育館 野田 野田小学校体育館

桜塚 桜塚小学校体育館 庄内西 庄内西小学校体育館

南桜塚 南桜塚小学校体育館 庄内南 庄内南小学校体育館

克明 克明小学校体育館 千成 千成小学校体育館

合 計 対象者数 名 ／ 高齢者来場者数 名

イ）敬老の集い実行委員会の開催（ ）

実施要綱の検討、記念品選定などを協議

ウ）敬老の集いあり方検討委員会（ ）

②サマー給食サービス事業

給食サービスに対する理解と認識を深めていただき、夏季給食サービスの確保につなげる。対象は、校

区在住の 歳以上のひとり暮らし高齢者の希望者。業者弁当か手作りの会食かを選択。業者弁当希望校区

でメニュー検討会を実施。

実施校区 （業者弁当）大池、少路・北緑丘、東豊中、東豊台、克明、北条、豊南、原田、中豊島、

豊島西、豊島、庄内、島田、庄内南、千成

（手作り） 刀根山、北丘、東泉丘、桜塚、熊野田、泉丘、小曽根、寺内、高川、豊島北、

庄内西

（合計 校区 利用者延べ 名）
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③福祉なんでも相談窓口の設置事業（市受託）

地域福祉計画の重点プロジェクトとして地域拠点を各校区に確保し、身近な相談窓口を関係機関との連

携のもと設置。（平成 年 月から実施）

実施内容

圏域 実施校区 実施場所 相談日 開設日数 相談件数 開設年月

北
西
部

大 池 大池ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ 毎週水曜日 ～ 日 件

刀根山 刀根山蛍池会館 第 ・ 月曜日 ～ 日 件

桜井谷 桜井谷ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ 第 ～ 木曜日 ～ 日 件

蛍 池 蛍池老人憩いの家 会議室 第 ～ 金曜日 ～ 日 件

箕 輪 箕輪センター 第 ・ 金曜日 ～ 日 件

北
中
部

野 畑 向丘住宅集会所 第 ～ 月曜日 ～ 日 件

上 野
堀田老人憩の家

階会議室

毎週木曜日 ～

第 土曜日 ～
日 件

少路・北緑丘

緑丘会館 第 ･ ･ 金曜日 ～ 日 件

北緑丘住宅第 住宅 号棟 集会所

（ ～ は 号棟集会所）

第 土曜日 ～

第 ～ 金曜日 ～
日 件

東豊中 東豊中地域福祉活動支援センター 毎週水曜日 ～ 日 件

東豊台 東豊台小福祉の部屋 毎週水曜日 ～ 日 件

北
東
部

上新田 上新田竹林会館 第 ～ 金曜日 ～ 日 件

東 丘 新千里東町会館 毎週火曜日 ～ 日 件

西 丘 西丘小学校内ふれあいルーム 第 ～ 木曜日 ～ 日 件

南 丘 新千里南町会館
第 ～ 火曜日 ～

第 火曜日 ～
日 件

北 丘
北丘地域福祉活動支援

センター

第 ～ 火曜日 ～

第 ～ 金曜日 ～
日 件

東泉丘 永寿園とよなか内
第 ・ 月曜日 ～

第 火曜日 ～
日 件

中
部

桜 塚
北桜塚会館

なかよし 中桜塚 ）

毎週月曜日 ～

毎週月～金 ～
日 件

南桜塚 南桜塚会館内相談室 毎週木曜日 ～ 日 件

克 明

豊中人権まちづくり

センター老人憩の家
第 火曜日 ～

日 件

豊中倶楽部自治会館 第 木曜日 ～

熊野田 熊野田会館 第 ・ 水曜日 ～ 日 件

泉 丘 ｱﾙﾋﾞｽ旭ｹ丘団地西集会所 毎週月曜日 ～ 日 件

中

東

部

緑 地 長興寺会館
第 ・・ 水曜日 ～

毎月 日 ～
日 件

北 条 北条西会館 第 ～ 木曜日 ～ 日 件

小曽根 南郷の家 毎週月曜日 ～ 日 件

寺 内 ﾛｰｽﾞｺﾐｭﾆﾃｨ緑地 第 ・ 火曜日 ～ 日 件

豊 南 豊南会館 第 ～ 木曜日 ～ 日 件

高 川 高川介護予防ｾﾝﾀｰ内 毎週水曜日 ～ 日 件

中

西

部

原 田 遊友 第 ～ 水曜日 ～ 日 件

中豊島
中豊島ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ

月～ 月 第 ･ 金曜日・第 火

曜日 ～

月～ 月 第 日 ～ 日 件

服部介護予防ｾﾝﾀｰ内 第 火曜日 ～

豊島北 豊島北老人憩の家 毎週木曜日 ～ 日 件

豊 島 稲津会館 第 ～ 水曜日 ～ 日 件
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）敬老の集い事業

敬老の思想と高齢者福祉への理解を深めるとともに、地域ぐるみの参加協力の気運を培い、日々の

生活を明るく豊かにすることにより、福祉の増進を図った。（※当日参加者に記念品配布）

ア 開催状況 ＜ 月 日開催（ 校区）、 月 日開催【豊南・高川・庄内・千成】＞

委員会名 会場 対象者数
高齢者

来場者数
委員会名 会場 対象者数

高齢者

来場者数

大池 大池小学校体育館 熊野田 熊野田小学校体育館

刀根山 刀根山小学校体育館 泉丘 泉丘小学校体育館

桜井谷 桜井谷小学校体育館 緑地 緑地小学校体育館

蛍池 蛍池小学校体育館 北条 北条小学校体育館

箕輪 箕輪小学校体育館 小曽根 小曽根小学校体育館

野畑 野畑小学校体育館 寺内 ﾛｰｽﾞｺﾐｭﾆﾃｨ緑地

上野 上野小学校体育館 豊南 豊南小学校体育館

少路・北緑丘 少路小学校体育館 高川 高川小学校体育館

東豊中 東豊中小学校体育館 原田 原田小学校体育館

東豊台 東豊台小学校体育館 中豊島 中豊島小学校体育館

上新田 新田南小学校体育館 豊島北 豊島北小学校体育館

東丘 東丘小学校体育館 豊島西 豊島西小学校体育館

西丘 西丘小学校体育館 豊島 豊島小学校体育館

南丘 南丘小学校体育館 庄内 庄内小学校体育館

北丘 北丘小学校体育館 島田 島田小学校体育館

東泉丘 東泉丘小学校体育館 野田 野田小学校体育館

桜塚 桜塚小学校体育館 庄内西 庄内西小学校体育館

南桜塚 南桜塚小学校体育館 庄内南 庄内南小学校体育館

克明 克明小学校体育館 千成 千成小学校体育館

合 計 対象者数 名 ／ 高齢者来場者数 名

イ）敬老の集い実行委員会の開催（ ）

実施要綱の検討、記念品選定などを協議

ウ）敬老の集いあり方検討委員会（ ）

②サマー給食サービス事業

給食サービスに対する理解と認識を深めていただき、夏季給食サービスの確保につなげる。対象は、校

区在住の 歳以上のひとり暮らし高齢者の希望者。業者弁当か手作りの会食かを選択。業者弁当希望校区

でメニュー検討会を実施。

実施校区 （業者弁当）大池、少路・北緑丘、東豊中、東豊台、克明、北条、豊南、原田、中豊島、

豊島西、豊島、庄内、島田、庄内南、千成

（手作り） 刀根山、北丘、東泉丘、桜塚、熊野田、泉丘、小曽根、寺内、高川、豊島北、

庄内西

（合計 校区 利用者延べ 名）
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④会議・研修会・交流会

）校区福祉委員会会長会

年月日 出席者数 主な議題

名

（ 校区）

平成 年度市社協事業計画及び予算について、平成 年度校区福祉委員会事

業計画について、各部会・委員会の選出について など

名

（ 校区）

平成 年度市社協の事業報告及び決算について、平成 年度校区福祉委員会

関係の事業報告について、平成 年度「敬老の集い」の開催について、小地

域活性化モデル事業について など

名

（ 校区）

平成 年度「敬老の集い」の開催について、校区福祉委員会「ブロック懇談

会」の開催について、全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中について

など

名

（ 校区）

平成 年度「敬老の集い」の報告について、小地域活性化モデル事業につい

て、校区福祉委員会「ブロック懇談会」について など

名

（ 校区）

平成 年度「賛助会員会費制」の実施について、平成 年度校区福祉委員会

ブロック懇談会報告について、第 回全国校区・小地域福祉活動サミット

豊中ついて など

名

（ 校区）

平成 年度校区福祉委員会関係の事業計画（案）について、平成 年度

敬老の集いついて、「校区福祉委員会のあり方検討会」の設置について、

「無事ですシート」の配布について など

）豊中市小地域福祉ネットワーク推進委員会

年月日 出席者数 主な議題

名 小地域福祉ネットワーク推進委員会

名 小地域福祉ネットワーク推進委員会 正副委員長会

）その他会議・研修会・交流会

（ア）研修会

年月日 出席者数 内容

名 給食サービス食品衛生研修会

名 校区福祉委員会 事務担当役員会議

（イ）校区福祉委員会ブロック懇談会

年月日 出席者数 内容

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

南

部

島 田 島田センター 毎週木曜日 ～ 日 件

庄 内
庄内コミュニティプラザ

庄内小学校内

第 土曜日 ～

第 木曜日 ～
日 件

野 田 市営野田第 住宅集会所 毎週火曜日 ～ 日 件

庄内西 庄本介護予防ｾﾝﾀｰ内 毎週金曜日 ～ 日 件

庄内南 庄内南ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ
第 ･ 月曜日 ～

第 ･ 月曜日 ～
日 件

千 成 千成センター 第 ･ 金曜日 ～ 日 件

計 校区 相談件数 件
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（ウ）交流会・懇談会

年月日 出席者数 内容

名 校区福祉委員会新任会長懇談会

⑤広報啓発活動

・校区広報紙 各校区福祉委員会の活動の啓発・宣伝を目的とし、行事の案内や報告などに活用

・校区掲示板 各校区福祉委員会の開催行事・イベント等の周知及びボランティア募集などに活用

⑥小地域活性化モデル事業

市内１校区をモデル地区として指定し、人材養成のための事業を実施した。

校区名 取り組みテーマ

寺 内 寺内あぐり

⑦防災・福祉ささえあいづくり推進事業（市受託）

定められた対象要件に基づき避難行動要支援者名簿を作成し、なおかつ名簿の地域提供に同意した方の

みを載せた避難行動要支援者名簿を別途作成し、市と協定を締結した地域の避難支援等関係者に提供して

いる。 (平成 年度末時点における協定締結団体数は 小学校区で 団体)
 
）避難支援体制の構築に関する支援 
小学校区ごとに避難支援体制を構築していくにあたり、助言や地域調整等について支援し、以下の項目

について各校区に作成を依頼した。 
・組織機構図 
・避難支援等関係者名簿 
・災害時の避難支援等の実施フロー図作成に係るモデル地区の選定 
 
）研修会の実施 

避難支援等関係者に対して、事業に関する重要事項の研修会を実施した。 
年月日 場 所 内 容 講 師 参加人数 

豊中市すこやかプラザ 避難行動要支援者名簿について 
個人情報の適正管理について 
大阪北部地震対応検証結果報告 

豊中市情報政策課 
豊中市健康福祉部 

名

労働会館 名

千里公民館 名

）避難行動要支援者安否確認訓練 
避難行動要支援者名簿に基づき、対象者を地図上におとしこみ、確認する図上訓練、実際に訪問する実

地訓練を校区ごとの日程で実施した。 
事業説明や質問に対応するため、豊中市危機管理課職員および市社協職員が参加した。 

 
⑧子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業 別掲

⑨住民主体ささえあい活動（訪問型・通所型）の実施（別掲）

⑩その他の事業

）火災見舞金の支給（別掲）

）地域子ども教室への協力
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④会議・研修会・交流会

）校区福祉委員会会長会

年月日 出席者数 主な議題

名

（ 校区）

平成 年度市社協事業計画及び予算について、平成 年度校区福祉委員会事

業計画について、各部会・委員会の選出について など

名

（ 校区）

平成 年度市社協の事業報告及び決算について、平成 年度校区福祉委員会

関係の事業報告について、平成 年度「敬老の集い」の開催について、小地

域活性化モデル事業について など

名

（ 校区）

平成 年度「敬老の集い」の開催について、校区福祉委員会「ブロック懇談

会」の開催について、全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中について

など

名

（ 校区）

平成 年度「敬老の集い」の報告について、小地域活性化モデル事業につい

て、校区福祉委員会「ブロック懇談会」について など

名

（ 校区）

平成 年度「賛助会員会費制」の実施について、平成 年度校区福祉委員会

ブロック懇談会報告について、第 回全国校区・小地域福祉活動サミット

豊中ついて など

名

（ 校区）

平成 年度校区福祉委員会関係の事業計画（案）について、平成 年度

敬老の集いついて、「校区福祉委員会のあり方検討会」の設置について、

「無事ですシート」の配布について など

）豊中市小地域福祉ネットワーク推進委員会

年月日 出席者数 主な議題

名 小地域福祉ネットワーク推進委員会

名 小地域福祉ネットワーク推進委員会 正副委員長会

）その他会議・研修会・交流会

（ア）研修会

年月日 出席者数 内容

名 給食サービス食品衛生研修会

名 校区福祉委員会 事務担当役員会議

（イ）校区福祉委員会ブロック懇談会

年月日 出席者数 内容

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

名
第 ブロック懇談会

テーマ「大阪北部地震・台風 号被害の総括について」

南

部

島 田 島田センター 毎週木曜日 ～ 日 件

庄 内
庄内コミュニティプラザ

庄内小学校内

第 土曜日 ～

第 木曜日 ～
日 件

野 田 市営野田第 住宅集会所 毎週火曜日 ～ 日 件

庄内西 庄本介護予防ｾﾝﾀｰ内 毎週金曜日 ～ 日 件

庄内南 庄内南ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ
第 ･ 月曜日 ～

第 ･ 月曜日 ～
日 件

千 成 千成センター 第 ･ 金曜日 ～ 日 件

計 校区 相談件数 件
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中豊島福祉推進協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊島北福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

熊野田校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東豊中校区社会福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜塚校区福祉会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜井谷地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

刀根山校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大池地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南桜塚校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上野地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北条校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊南校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊島西校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小曽根校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

庄内西社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東豊台校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西丘校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千成社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原田校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

庄内南校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑地校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

泉丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

庄内校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

島田校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野田校区社会福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

箕輪校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上新田地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

少路・北緑丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊島校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

蛍池校区福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

克明校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東泉丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野畑校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺内校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高川校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

校区福祉委員会活動状況
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（ ）コミュニティソーシャルワーカー配置事業

①コミュニティソーシャルワーカー（ ）の配置

大阪府の地域福祉支援計画に基づき、地域でのセーフティネットの体制づくりなど、地域福祉推進の担

い手として 名を基本配置（中学校区ごとに 名）。生活圏域ごとに、 ～ 名で担当し、各圏域１名は

生活支援コーディネーターを兼務した。

（ア）相談件数

ブロック名 なんでも相談窓口相談件数 支援相談件数 延べ対応件数（ローラー作戦含む）

北西部 件 件 件

北中部 件 件 件

北東部 件 件 件

中部 件 件 件

中東部 件 件 件

中西部 件 件 件

南部 件 件 件

計 件 件 件（ﾛｰﾗｰ 件含む）

※その他 事業に関する問い合わせ 視察対応 件 名 災害対応のため辞退分含む  
※なんでも相談窓口の活性化を図るため、校区内でエリアを決めて全戸訪問をする「ローラー作戦」を

校区（ 回 軒訪問）で実施した。 

②各種会議の開催及び参加

）地域福祉ネットワーク会議

要援護者の早期発見から支援につながるライフセーフティネットの構築を図ることを目的として、分野

を超えた専門職が参画する会議の開催および専門部会の開催。また、地域ささえあい協議体の第二層の協

議体としても位置づけて実施した。

年月日 会議名 内容 参加人数

中西部地域福祉ネットワーク会議

平成 年度事業報告

ワークショップ

大阪北部地震

そのとき私たちはどう動いたか

名

中東部地域福祉ネットワーク会議 名

中部地域福祉ネットワーク会議 名

南部地域福祉ネットワーク会議 名

北中部地域福祉ネットワーク会議 名

北西部地域福祉ネットワーク会議 名

北東部地域福祉ネットワーク会議 名

北中部地域福祉ネットワーク会議

事業実施状況

問題解決型ワークショップ

名

北西部地域福祉ネットワーク会議 名

北東部地域福祉ネットワーク会議 名

南部地域福祉ネットワーク会議 名

中西部地域福祉ネットワーク会議 名

中東部地域福祉ネットワーク会議 名

中部地域福祉ネットワーク会議 名
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中豊島福祉推進協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊島北福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

熊野田校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東豊中校区社会福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜塚校区福祉会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桜井谷地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

刀根山校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大池地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南桜塚校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上野地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北条校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊南校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊島西校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

小曽根校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

庄内西社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東豊台校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

西丘校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

千成社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原田校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

庄内南校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

緑地校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

泉丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

庄内校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

島田校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野田校区社会福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

箕輪校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上新田地区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

少路・北緑丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

豊島校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

蛍池校区福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

克明校区社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東泉丘校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

野畑校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

寺内校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高川校区福祉委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

校区福祉委員会活動状況
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）子ども部会・高齢部会

地域子育て支援センター（地域支援保育士）及び地域包括支援センターとの連携で開催。

（子ども部会 回・高齢部会 回）

）健康福祉審議会・地域包括ケア推進総合会議・地域福祉計画策定部会

地域福祉計画推進のための審議会や福祉･保健･医療の関係機関が連携し総合調整を行う会議に出席し、

情報提供を行う。（健康福祉審議会 回・地域包括ケア推進総合会議 回・地域福祉計画策定部会 回）

③個別事例を通じての協働プロジェクトについて

）交流会・講座・プロジェクト会議

年月日 参加者数 内容

～

毎月第 月曜

計 回

延べ

名

認知症高齢者家族交流会（奇数月）

認知症高齢者家族教室（偶数月）※ 月は台風の為中止

認知症の高齢者を介護中の家族を対象に、介護者（家族）の会の協力を

得て、交流会を開催

～

毎月第 月曜

計 回

延べ

名

ちょボラサロン

精神障害者支援の関係機関と市社協登録ボランティアグループの協力を

得て、精神障害者のボランティアサロンを開催。

※中止
－

男性家族介護者交流の集い

家族を介護中の男性が集い、当事者同士の情報交換や交流

延べ

名

広汎性発達障害者の家族交流会

関係機関や障害者団体との共同で情報交換や交流を目的に開催

※別途当事者組織として別途月１回定例会を開催

名
若い家族介護者交流会

主に 代以下の家族介護者が集い、当事者同士の情報交換や交流をした

延べ

名

高次脳機能障害者の家族交流会

高次脳機能障害者を介護中の家族を対象に、情報交換や交流会を開催

※別途当事者組織として 回交流会を開催

－

徘徊 メール全市一斉模擬訓練

箕輪、野畑、北丘、桜塚、原田、豊南、庄内の 校区の地域住民と介護

者（家族）の会、障害者作業所の協力で全市一斉の模擬訓練を実施
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）その他のプロジェクト、連携会議など

・豊中マンションサミット交流会の開催

年月日 参加者数 内容

延べ

名

・「大阪北部地震」にその時わたしたちがどう動いたか

・大阪北部地震・台風 号 災害対応の振り返り

・マンションのコミュニティづくりについて 事例報告

・交流会

・無事です！マグネットシート（申込自治会管理組合計 枚配布）

・ か国語の地域福祉ガイド配布

・校区版子育てサロンマップ作成

・教育委員会との連携：スクールソーシャルワーカーとの懇談会、校長会との連携（ 回）

・ホームレスについての情報共有

・徘徊者用ワッペン配付（新規 件：合計 件）

④広報啓発

）冊子「校区福祉委員会の概況」作成

）市社協みんなの福祉

）地域福祉ネットワークニュースの発行 部

）「 事業概要」作成 部

） による広報啓発

⑤人材育成

）市役所 年目の職員ボランティア研修

）小地域活性化モデル事業（別掲）

）認知症サポーター養成講座（ 回・延べ参加者 名）

）関西テレビ イベントへの協力

年月日 参加者数 内容

名

ドキュメント「声なき声によりそって」視聴、講演・交流会

講師：市社協福祉推進室長 勝部 麗子

（会場：関西テレビなんでもアリーナ）

豊中市型コミュニティソーシャルワーカー（ ）実践研修会～社会資源開発編～

年月日 参加者数 内容

～
名

全国からコミュニティソーシャルワーカーの参加を呼びかけ、豊中の取

り組みを伝える研修会（会場：すこやかプラザ他）
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（ ）地域福祉活動支援センター事業

地域福祉活動を推進していく拠点として「地域福祉活動支援センター」を設置するとともに、コミュニ

ティソーシャルワーカーを配置。圏域内の地域力の向上のために、地域福祉の担い手づくりや、ボランテ

ィア、地域活動の支援拠点としての機能強化を目指す。 か所の地域福祉活動支援センター、 か所のブ

ランチ（野田）にて事業を展開した。

①地域交流スペースの活用状況

）地域福祉活動支援センター来場者数

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

蛍 池

東豊中

北 丘

高 川

服 部

庄 本

野 田

総合計

）講座の開催状況

ボランティアの育成や介護予防を目的とした講座を開催。

・蛍池地域福祉活動支援センター ・東豊中地域福祉活動支援センター

年月日 参加者数 内 容 年月日 参加者数 内 容

名
介護予防講座

「ピアノ伴奏と懐かしの歌」
名 介護予防講座「折り紙教室」

名
介護予防講座

「季節の折り紙」
名 介護予防講座「クッキング」

名 親子ボランティア講座 名
介護予防講座

「認知症予防と体操」

・北丘地域福祉活動支援センター ・服部地域福祉活動支援センター

年月日 参加者数 内 容 年月日 参加者数 内 容

名 介護予防講座「ブローチ作り」 名 センター講座

「布ぞうりづくり」名 介護予防講座「ポプリ作り」 名

名 介護予防講座「寄せ植作り」

・庄本地域福祉活動支援センター 野田ブランチ

年月日 参加者数 内容

～

木曜 計 回

延べ

名

介護予防お助け隊による介護予防講座

「太極拳」「ヨガ体操」「アロマテラピー」「生活習慣病予防について」

～

木曜 計 回

延べ

名

介護予防お助け隊による介護予防講座

「ストレッチ体操」「バルーン作り」「お抹茶体験」

「コグニサイズ 認知症予防運動 」「転倒予防について」

～

木曜 計 回

延べ

名

介護予防お助け隊による介護予防講座

「脳トレ・健康体操」「ヨガ体操」「歌声広場」「ノルディックウォーク」

「レクリエーション体操」「健康体操」

地域福祉活動支援センター講座参加者計 名
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）作品展の開催

地域の高齢者や作業所等に通所する障害者の作品や、市内小中学生から募集した福祉の日のポスター等

の展示会を開催。行事に合わせて、ボランティアによる喫茶コーナーや映画会なども実施した。

年月日 場所 参加者数 内容

～ 庄本地域福祉活動支援センター 名 ぼくたちわたしたちがつくっ展

～ 高川地域福祉活動支援センター 名 ぼくたちわたしたちがつくっ展

北丘地域福祉活動支援センター 名 ぼくたちわたしたちがつくっ展

～ 服部地域福祉活動支援センター 名 ぼくたちわたしたちがつくっ展

～ 蛍池地域福祉活動支援センター 名 ぼくたちわたしたちがつくっ展

～ 東豊中地域福祉活動支援センター 名 ぼくたちわたしたちがつくっ展

～ 北丘地域福祉活動支援センター 名 シルバー作品展

～ 高川地域福祉活動支援センター 名 シルバー作品展

～ 庄本地域福祉活動支援センター 名 シルバー作品展

～ 蛍池地域福祉活動支援センター 名 シルバー作品展

～ 服部地域福祉活動支援センター 名 シルバー作品展

～ 東豊中地域福祉活動支援センター 名 シルバー作品展

庄本地域福祉活動支援センター 名 復興支援

北丘地域福祉活動支援センター 名 復興支援

蛍池地域福祉活動支援センター 名 復興支援

高川地域福祉活動支援センター 名 復興支援

東豊中地域福祉活動支援センター 名 復興支援

服部地域福祉活動支援センター 名 復興支援

合計 名

）おれんじカフェ（認知症カフェ）開催

認知症の方、介護中の家族の方、各専門機関や地域住民の方々が集い、安心して情報交換や交流ができ

る場として開催。（豊中市老人介護者（家族）の会・地域包括支援センター・とよなかオレンジチーム協

力）今年度は新たに蛍池、東豊中地域福祉活動支援センターで実施した。

年月日 場所 参加者数 内容

庄本地域福祉活動支援センター 名 交流会

高川地域福祉活動支援センター 名 交流会

蛍池地域福祉活動支援センター 名 「レクリエーション」・交流会

東豊中地域福祉活動支援センター 名 ミニ講座「折り紙教室」・交流会

服部地域福祉活動支援センター 名
とよなかオレンジチーム作業療法士に

よるミニ講座「頭の体操」・交流会

東豊中地域福祉活動支援センター 名 ミニ講座「認知症と嗅覚」・交流会

蛍池地域福祉活動支援センター 名 「レクリエーション」・交流会

合計 名
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その他の行事

年月日 場所 参加者数 内容

東豊中地域福祉活動支援センター 名

圏域単位の懇談会

庄本地域福祉活動支援センター 名

蛍池地域福祉活動支援センター 名

高川地域福祉活動支援センター 名

西丘コミュニティルーム 名

服部地域福祉活動支援センター 名

合 計 名

）交流スペース使用

・校区福祉委員会事業（広報部会・避難行動要支援者安否確認訓練・定例会・子育てサロンなど）

・ひとり暮らし老人の会会食会

・ボランティアグループ定例会

・市立認定こども園による子育て支援

・福祉の店「なかま」出張店

・ボランティアによるコミュニティカフェ 各センター月１回実施

②広報啓発活動

・地域福祉活動支援センターだより（各センター年 回）

③その他

）車いすの貸し出し（ か所 件）

）校区福祉委員会対象小ネット保険の受付

（ ）生活支援コーディネーター配置事業（市受託）

介護予防・日常生活支援総合事業における生活支援コーディネーター（コミュニティソーシャルワーカ

ーと兼務）を生活圏域ごとに 名配置。地域でのささえあいづくりや高齢者の多様な社会参加の場づくり、

地域での課題解決に向けての社会資源開発などに取り組んだ。

①第一層の取り組み

地域ささえあい推進協議体の開催

年月日 出席者数 主な議題

名

会長・副会長の選出について

生活支援コーディネーター中期支援計画について

平成 年度生活支援コーディネーター支援計画について

今後の予定について

名

委員出席

名

介護予防・生活支援フォーラム

講演「豊中の介護予防・生活支援の取り組みについて」

リレートーク

・社会福祉施設の社会貢献について

（豊中市社会福祉施設連絡会 豊中グリーンヒル）

・ぐんぐん元気塾の取り組みについて

（コミュニティクラブ「無二の会」（少路・北緑丘校区福祉委員会））

・福祉便利屋事業の取り組みについて（島田校区福祉委員会）

・豊中あぐりの取り組みについて（豊中あぐりメンバー）

・私にとっての介護予防（介護予防お助けバンク登録者）

名

今年度の支援計画の実施状況について

ワークショップ

今後のスケジュール

− 28 −



- 29 - 
 

高齢者等見守りサポートネットワーク会議の開催

年月日 出席者数 主な議題

名

平成 年度生活支援コーディネーター事業報告について

平成 年度安否確認ホットライン事業報告

意見交換

）介護予防お助けバンクの設置（登録者 名）

高齢者向け講座の講師登録（アロマ・ヨガなど）を開始し、地域福祉活動支援センターにおける

介護予防講座の講師として活動できるよう調整した。

）豊中あぐりプロジェクトの運営

市内の土地を活用して農業 アグリカルチャー を通じた男性の社会参加の場「豊中あぐり」の取り組み

を進めた。（会員 名）年間延べ参加者数 名 ※ ･ 赤い羽根福祉基金事業

ア 運営委員会

年月日 出席者数 主な議題

名 現状報告、会計報告、平成 年度事業計画

名 平成 年度豊中あぐり総会

名
豊中あぐり中間報告（岡町・原田・千里）、研修報告「北海道釧路蕗ふき

団ボランティア報告」、下期移動販売について

名 平成 年度事業報告、次年度の事業についてなど

毎月第 火曜日 実行委員会 月～ 月 回

イ 活動・講座

毎月第 水曜日 とよなか消費者協会主催地産地消に参加し、野菜を子ども食堂へ提供等

〈豊中あぐり塾〉

年月日 参加者数 内 容

～ 延べ 名 地域福祉と夏野菜作りの勉強会 全 回

～ 延べ 名 千里ガーデン園芸講座（地域福祉の勉強会）全 回

～ 延べ 名 地域福祉と秋冬野菜作りの勉強会 全 回

～ 延べ 名 千里ガーデン園芸講座（地域福祉の勉強会）全 回

〈豊中あぐり岡町〉毎週火曜日作業日 延べ活動日 日 総参加者数 名

年月日 出席者数 内 容

名 豊中あぐり塾〈収穫交流会 ソーメン流し〉

名 豊中あぐり もちつき感謝の集い

〈豊中あぐり原田〉毎週木曜日作業日 延べ活動日 日 総参加者数 名

年月日 出席者数 内 容

名 田植えオープニングセレモニー

名 稲穂苅り、稲木干し、収穫祭

名 脱穀体験

〈豊中あぐり千里ガーデン〉毎週水曜日作業日 延べ活動日 日 総参加者数 名

年月日 出席者数 内 容

名 千里夏野菜収穫祭

ウ 広報啓発

豊中あぐりリーフレット発行 部

豊中あぐり通信 第 号 発行 部

春・秋講座募集（岡町・千里）チラシ作成 各 部

冊子 社会資源開発シリーズ①豊中あぐり発行 部
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エ 研修会

年月日 出席者数 内 容

～ 名 北海道蕗ふき団 応援ボランティア研修会

～ 名 全国校区小地域サミット 豊中へ参加

名 バス研修会（秋津野ガルテン）

オ 製品作製

・ 月、 月 じゃが芋コロッケ 個、 月かぼちゃコロッケ 個

・焼酎発注 本

カ 移動販売

赤い羽根福祉基金を活用して移動販売車を購入し、校区福祉委員会主催事業の活動場所や福祉施設

に野菜の移動販売を実施した。

（ 月～ 月）延べ 日 延べ か所 延べ協力人数 名

びーの×マルシェの運営

スーパーマーケットがなくなった地域に社会福祉法人から無償提供いただいた空き店舗をもとに、小売

商業団体連合会と協働でマルシェを開設し、引きこもり等の若者の就労支援の場として運営する。

・運営委員会の開催（別掲）

・店舗内には小売商業団体連合会の参画団体の商品（お菓子、納豆、お米など）が常設

・日替わりで野菜、パン、惣菜の販売も実施

※平日 ： ～ ： は引きこもり等の若者居場所づくり事業である豊中びーのびーののメンバーが

名、就労体験を実施

・店舗売上 円 
・交流スペース利用 
・更生保護女性会…子ども食堂の開催（別掲）

・おおさかええまちプロジェクトに応募し、ママボノチームによる啓発チラシ作成

）内職広場の実施

豊中市在住の高齢者等の方々が、社会参加の場に参加することで、生きがいを感じて生活していくこと

ができるよう活動を提供することを目的として市内 か所で実施。 
・活動場所・日時 
・びーの×マルシェ 月・金 ～ 月から火・木 ～

・高川地域福祉活動支援センター 月 ～ ／木 ～

・活動内容 靴下の仕分け作業・卵のパック詰め 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

マ
ル
シ
ェ

開設日数 回

登録者数 人

参加者数 人

高

川

開設日数 回

登録者数 人

参加者数 人
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）道端の駅の実施

高齢者の生きがいづくりを目的に、ひとり暮らし老人の会や校区福祉委員会におけるふれあいサロン等

で作成した手作り品を「びーの×マルシェ」で常時販売 
・出品団体 団体（個人含む）・出品点数 点・販売点数 点

）おれんじカフェの開催（別掲）

）会議等出席

・介護保険事業運営委員会 生活支援サービス部会（ 回）

・大阪府介護予防活動普及展開事業研修会

・地域ケア個別会議（各圏域ごと 回）

・生活支援コーディネーター・地域包括支援センター担当者意見交換会

・おおさかええまちプロジェクト全体交流会にて事例発表

・介護予防大作戦

）広報・啓発

・生活支援コーディネーターニュースの発行（年 回）

今年度は 回分を市社協広報紙と同時に全戸に配布した。

②第二層の取り組み

住民主体ささえあい活動（通所型）研修

年月日 出席者数 内 容

名 ぐんぐん元気塾スタッフ研修 講師：高齢者支援課職員、市社協職員

）安心サポーター養成研修（住民主体ささえあい活動（訪問型）研修）

年月日 出席者数 内 容

名

地域福祉の現状について、認知症サポーター養成研修、ワークショップ
名

名

安心サポーター研修会

年月日 参加者数 内容

名
豊中市民生委員・児童委員大会方面委員制度創設 周年記念講演会

講演『あたたかい社会をつくる』

安心サポーターによる活動

・くらしささえあい事業（福祉便利屋事業、安心・見守り事業、生活支援事業）への協力

・ボランティアカフェの協力…市内 か所の地域福祉活動支援センターで月 回程度開いているカフェ

に、平成 年 月から安心サポーターがボランティアとして協力。（実施回数： 回、協力ボラン

ティア数： 人、延べ活動回数： 回）

・平成 年度末安心サポーター数 名
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）住民主体ささえあい活動（訪問型）：福祉便利屋

専門家による職業としての援助ではなく、互助の精神を基盤とした有償での住民同士の助け合いの事

業として、高齢者のちょっとした困りごとを、研修を受けた安心サポーターが有償で協力する。

・活動内容：買い物同行、話し相手、家具の移動、電球交換、ゴミ出し・分別、草むしり、

荷物の入れ替え、見守り・安否確認 など

・料金 分以内 円～以降 分につき 円

・福祉なんでも相談にて依頼を受付

○事前準備

高齢者のニーズ・ニーズ調査の実施…困っていること・協力できることについて

（ニーズ・担い手の掘り起こし）

安心サポーター研修の受講

実施校区：上野、少路・北緑丘、東豊台、北丘、南桜塚、泉丘、寺内、高川、原田、豊島、島田

（ 校区）

アンケート調査実施校区：大池、刀根山、少路・北緑丘、東豊台、東丘、東泉丘、泉丘、豊島、島田、

野田、千成（ 校区）

※平成 年度から配布し、調査期間が平成 年度にかかっているものも含む

- 32 - 
 

③第三層の取り組み

）住民主体ささえあい活動（通所型）：ぐんぐん元気塾

週 回以上のサロン活動（カフェ、手作り、頭の体操、カラオケ、麻雀など）

（体操→貯筋通帳、体力測定、評価）

圏域 校区名 定例日 時 間 場 所

北
西
部

大 池 毎週月 ： ～ ：
ハイツ昴

～本町会館

刀根山 毎週水 ： ～ ： 刀根山小学校多目的教室

桜井谷 毎週木 ： ～ ： 第二中学校コミュニティルーム

新 蛍池 毎週木 ： ～ ： ～蛍池老人憩の家ホール

箕 輪 毎週土 ： ～ ： 箕輪小学校多目的室

北
中
部

野 畑 第 ～ 月 ： ～ ： 向丘住宅集会所

上 野 毎週木 ： ～ ：
堀田会館 階ロビー

～堀田会館 階 娯楽室

新 少路 毎週金 ： ～ ：
緑丘会館集会室

プレ開催･ ～本開催

北緑丘
第 ～ 金

： ～ ：
北緑丘団地 号棟集会室

（ ～ は 号棟集会室）第 土

東豊中 第 ～ 金 ： ～ ： 東豊中第 団地集会所大洋室

新 東豊台 第 ～ 木 ： ～ ： ～シャレール東豊中集会所

北
東
部

西 丘 第 ～ 木 ： ～ ： 西丘ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ集会室

北 丘 毎週水 ： ～ ： 北町会館 階

東泉丘
毎週木 奇数週 ： ～ ：

豊千南会館集会室
毎週木 偶数週 ： ～ ：

中
部

桜 塚 毎週水 ： ～ ： くらしかん体験学習室

南桜塚 毎週木 ： ～ ： 南桜塚会館

克 明 毎週水 ： ～ ：
豊中人権まちづくりセンター

老人憩の家集会場

新 泉丘 毎週金 ： ～ ： ～旭丘会館

中
東
部

小曽根
第 ・ 火 ： ～ ：

南郷の家
第 ・ ・ 火 ： ～ ：

寺 内 毎週水 ： ～ ： 寺内会館 和室

新 豊南
第 ～ ・ 火

第 水
： ～ ： （ ～）豊南老人憩の家

新 高川 毎週水 ： ～ ： （ ～）高川センター

中
西
部

原 田

第 ・ 水 ： ～ ：
遊友 和室（原田元町 ）

第 ・ 水 ： ～ ：

毎週木 ： ～ ： 大塚会館

豊島北
毎週木

～毎週水
： ～ ： 豊島北ふれあいセンター

豊島西 毎週木 ： ～ ： 上津島センター 階集会室

豊 島 毎週水 ： ～ ： 稲津会館 大広間

南部
島 田 毎週木 ： ～ ： 島田センター 階

野 田 毎週火 ： ～ ： 市営野田第 住宅集会所

合 計 校区 地区
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）住民主体ささえあい活動（訪問型）：福祉便利屋

専門家による職業としての援助ではなく、互助の精神を基盤とした有償での住民同士の助け合いの事

業として、高齢者のちょっとした困りごとを、研修を受けた安心サポーターが有償で協力する。

・活動内容：買い物同行、話し相手、家具の移動、電球交換、ゴミ出し・分別、草むしり、

荷物の入れ替え、見守り・安否確認 など

・料金 分以内 円～以降 分につき 円

・福祉なんでも相談にて依頼を受付

○事前準備

高齢者のニーズ・ニーズ調査の実施…困っていること・協力できることについて

（ニーズ・担い手の掘り起こし）

安心サポーター研修の受講

実施校区：上野、少路・北緑丘、東豊台、北丘、南桜塚、泉丘、寺内、高川、原田、豊島、島田

（ 校区）

アンケート調査実施校区：大池、刀根山、少路・北緑丘、東豊台、東丘、東泉丘、泉丘、豊島、島田、

野田、千成（ 校区）

※平成 年度から配布し、調査期間が平成 年度にかかっているものも含む
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住
民
主
体
さ
さ
え
あ
い
活
動
（
通
所
型
）

圏
域

校
区

登
録
者
数

男
性

女
性

自
立

要
支
援
1

要
支
援
2

要
介
護

不
明

開
始
年
月

開
催
回
数

参
加
者
合
計

１
回
あ
た
り
参
加
者
数

大
池

刀
根
山

桜
井
谷

（
新
）
蛍
池

箕
輪

野
畑

上
野

（
新
）
少
路

北
緑
丘

東
豊
中

（
新
）
東
豊
台

西
丘

北
丘

東
泉
丘

桜
塚

南
桜
塚

克
明

（
新
）
泉
丘

小
曽
根

寺
内

（
新
）
豊
南

（
新
）
高
川

原
田
(遊
友
）

原
田
(大
塚
）

豊
島
北

豊
島
西

豊
島

島
田

野
田

合
計

2
8
校
区

中
部

中
東
部

中
西
部

南
部

住
民
主
体
さ
さ
え
あ
い
活
動
実
施
状
況
ま
と
め
（
平
成
3
1
年
3
月
末
現
在
）

内
訳

介
護
度

北
西
部

北
中
部

北
東
部
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住
民
主
体
さ
さ
え
あ
い
活
動
（
通
所
型
）

圏
域

校
区

登
録
者
数

男
性

女
性

自
立

要
支
援
1

要
支
援
2

要
介
護

不
明

開
始
年
月

開
催
回
数

参
加
者
合
計

１
回
あ
た
り
参
加
者
数

大
池

刀
根
山

桜
井
谷

（
新
）
蛍
池

箕
輪

野
畑

上
野

（
新
）
少
路

北
緑
丘

東
豊
中

（
新
）
東
豊
台

西
丘

北
丘

東
泉
丘

桜
塚

南
桜
塚

克
明

（
新
）
泉
丘

小
曽
根

寺
内

（
新
）
豊
南

（
新
）
高
川

原
田
(遊
友
）

原
田
(大
塚
）

豊
島
北

豊
島
西

豊
島

島
田

野
田

合
計

2
8
校
区

中
部

中
東
部

中
西
部

南
部

住
民
主
体
さ
さ
え
あ
い
活
動
実
施
状
況
ま
と
め
（
平
成
3
1
年
3
月
末
現
在
）

内
訳

介
護
度

北
西
部

北
中
部

北
東
部

住
民
主
体
さ
さ
え
あ
い
活
動
（
訪
問
型
）

圏
域

校
区

登
録
者
数

男
性

女
性

自
立

要
支
援
1

要
支
援
2

要
介
護

不
明

開
始
年
月

相
談
件
数

対
応
件
数

安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
数

上
野

1
1
件

1
0
件

1
9
名

少
路

6
件

6
件

北
緑
丘

2
件

2
件

東
豊
台

1
件

0
件

2
名

北
東
部

北
丘

6
6
件

5
0
件

5
4
名

南
桜
塚

2
0
件

1
8
件

2
0
名

泉
丘

8
件

7
件

2
6
名

寺
内

1
件

1
件

3
名

高
川

2
件

2
件

9
名

原
田

2
7
件

2
8
件

1
3
名

豊
島

6
件

4
件

1
3
名

南
部

島
田

2
件

2
件

1
0
名

1
5
2
件

1
3
0
件

1
8
3
名

※
登
録
者
数
・
安
心
サ
ポ
ー
タ
ー
数
は
前
年
度
か
ら
の
累
計

事
前
準
備
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

圏
域

校
区

配
付
数

回
収
数

大
池

H
3
0
/
1
1
/
1
0
～
12
/
1
0

自
治
会
員
に
配
布

刀
根
山

H
3
0
/
6
/
1
～
7
/
1

全
戸
配
布

少
路

H
3
0
/
3
/
1
7
～
3
/3
0

全
戸
配
布

北
緑
丘

H
3
0
/
4
/
1
7
～
5
/7

全
戸
配
布

東
豊
台

H
3
0
/
4
/
1
～
4
/
15

全
戸
配
布

東
丘

H
3
0
/
1
0
/
2
6
～
11
/
3
0

全
戸
配
布

東
泉
丘

H
3
0
/
7
/
1
1
～
7
/3
1

全
戸
配
布

中
部

泉
丘

H
3
0
/
3
/
1
0
～
3
/3
1

全
戸
配
布

中
西
部

豊
島

H
3
0
/
6
/
1
8
～
7
/1

自
治
会
会
員
に
配
布

島
田

H
3
0
/
6
/
7
～
6
/
29

全
戸
配
布

野
田

H
3
0
/
9
/
1
～
9
/
30

全
戸
配
布

千
成

H
3
0
/
5
/
1
～
5
/
31

自
治
会
会
員
に
配
布

※
平
成
3
0
年
度
か
ら
配
布
し
、
調
査
期
間
が
平
成
3
1
年
度
に
か
か
っ
て
い
る
も
の
も
含
む

ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
配
付

公
民
分
館
広
報
紙
に
挟
み
込
み

校
区
広
報
に
挟
み
込
み

内
訳

介
護
度

福
祉
委
員
で
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

校
区
広
報
に
挟
み
込
み

校
区
広
報
に
挟
み
込
み

公
民
分
館
広
報
紙
に
挟
み
込
み

調
査
期
間

配
布
方
法

自
治
会
を
通
じ
て
配
布

中
西
部

中
部

中
東
部

1
4
名

北
中
部

備
考

校
区
広
報
に
挟
み
込
み

自
治
会
等
を
通
じ
て
配
布

北
西
部

北
中
部

北
東
部

南
部

校
区
広
報
に
挟
み
込
み

ア
ン
ケ
ー
ト
の
み
配
付

1
/
1
広
報
ひ
が
し
お
か
に
て
引
き
続
き
案
内

− 35 −



- 37 - 
 

（ ）多機関の協働による包括的支援体制構築事業（市受託）

生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援機関において、相談者本人又はその世帯全体が抱える複合

的な課題を的確に把握し、その支援にあたっては多分野、多機関の支援機関と連携し、包括的な支援が実

施できるように取り組みを進めていくことを目的に研修会等を実施した。

① 豊中丸ごと実践力向上セミナー（豊中市・一般社団法人キャリアブリッジと共催）

年月日 場 所 内 容
参加人数

参加機関数

豊中市立

文化芸術

センター

展示室

・多機関協働事業・生活困窮者自立支援制度法改正説明

豊中市くらし支援課 就労支援係長

山村 憲二さん

・早期発見・支援につながる意義について（事例紹介）

豊中市くらし支援課 主任相談支援員

小川 英子さん

豊中市社会福祉協議会 福祉推進室長

勝部 麗子

一般社団法人キャリアブリッジ 理事

白砂 明子さん

・講義とワーク形式による実践力向上セミナー

①ネットワーク構築の理論を学ぶ

②人脈作りの体験

ファシリテーター

明治学院大学社会学部 教授 新保 美香さん

名

機関

② 多機関協働による包括的支援体制構築に関する研修会

年月日 場 所 内 容
参加人数

参加機関数

すてっぷ

ホール

・基調講演

「回復する依存者たち～ダルクの実践と多様な回復支援～」

日本ダルク 代表 近藤 恒夫さん

・シンポジウム

「依存症に寄り添うということ～更生から共生へ～」

シンポジスト

日本ダルク 代表 近藤 恒夫さん

スタッフ 田代 まさしさん

福岡県警福岡少年サポートセンター

係長 堀井 智帆さん

コーディネーター

豊中市社会福祉協議会 福祉推進室長 勝部 麗子

名

機関
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（ ）生活困窮者自立支援事業

地域のネットワークを活用し、潜在している困窮者（ひきこもり、ホームレス、多重債務、貧困など）

の早期発見、また、 によせられる横断的継続的支援が必要な相談ケースに対してプランを作成し、伴

走支援を行った。

従来の市環境部減量計画課、企業・団体ボランティアネットワークとよなかが実施するフードドライブ

に加え、株式会社ダイエーの協力を得て、店頭での食材回収と期限が迫った商品の提供により集まった食

材や、市環境部家庭ごみ事業課実施する臨時ごみリユース事業で収集した家具等を困窮者支援に活用。窮

迫した状況を回避できるようにも取り組んだ。

また、社会福祉施設の協力のもと、月 回のペースで学習支援の取組を試行的に実施した。

①人員体制 主任相談支援員 名 相談支援員 名

②相談受付件数 件

③プラン件数 件（初回プラン策定件数） 件（再プラン策定延べ件数）

④対応件数 延べ 件

）物品食材支援 件

）物件情報提供 件

）たすけあい資金 件

）社会貢献事業 件

）物件売却相談 件

⑤所内会議 月 回実施

⑥支援調整会議 月 回実施

⑦生活困窮者・社会的孤立者の早期発見・支援のための検討会議

年月日 参加人数 内 容

名
くらし再建パーソナルサポートセンター 社協事業について・実績報告

事例紹介・意見交換

⑧環境部との連携

臨時ゴミのリユースについて 件

フードドライブの実施・協力について（計 回）

年月日 名称 年月日 名称

ふれあい緑地フェスティバル 千の里・新田南夏祭り

コラボまつり 新春上野フェスタ

庄内公民館 ～ ダイエー

～ ダイエー しょうない

ごみ減量フォーラム ボランティアフェスティバル

⑨広報・啓発

リーフレット作成 部

事例集作成 部
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（ ）多機関の協働による包括的支援体制構築事業（市受託）

生活困窮者自立支援法に基づく自立相談支援機関において、相談者本人又はその世帯全体が抱える複合

的な課題を的確に把握し、その支援にあたっては多分野、多機関の支援機関と連携し、包括的な支援が実

施できるように取り組みを進めていくことを目的に研修会等を実施した。

① 豊中丸ごと実践力向上セミナー（豊中市・一般社団法人キャリアブリッジと共催）

年月日 場 所 内 容
参加人数

参加機関数

豊中市立

文化芸術

センター

展示室

・多機関協働事業・生活困窮者自立支援制度法改正説明

豊中市くらし支援課 就労支援係長

山村 憲二さん

・早期発見・支援につながる意義について（事例紹介）

豊中市くらし支援課 主任相談支援員

小川 英子さん

豊中市社会福祉協議会 福祉推進室長

勝部 麗子

一般社団法人キャリアブリッジ 理事

白砂 明子さん

・講義とワーク形式による実践力向上セミナー

①ネットワーク構築の理論を学ぶ

②人脈作りの体験

ファシリテーター

明治学院大学社会学部 教授 新保 美香さん

名

機関

② 多機関協働による包括的支援体制構築に関する研修会

年月日 場 所 内 容
参加人数

参加機関数

すてっぷ

ホール

・基調講演

「回復する依存者たち～ダルクの実践と多様な回復支援～」

日本ダルク 代表 近藤 恒夫さん

・シンポジウム

「依存症に寄り添うということ～更生から共生へ～」

シンポジスト

日本ダルク 代表 近藤 恒夫さん

スタッフ 田代 まさしさん

福岡県警福岡少年サポートセンター

係長 堀井 智帆さん

コーディネーター

豊中市社会福祉協議会 福祉推進室長 勝部 麗子

名

機関
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③ 多機関連携のワールドカフェ（豊中市・一般社団法人キャリアブリッジと共催） 

年月日 場 所 内 容
参加人数

参加機関数

豊中

商工会議所

・多機関協働事業について 
豊中市くらし支援課 就労支援係長

山村 憲二さん

・貿易ゲーム、ワールドカフェ 
ファシリテーター 

九州大学大学院 統合新領域学府 
客員准教授 加留部 貴行さん 

名

機関
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．各種相談事業について

（ ）心配ごと相談事業

①実施日 毎週月・木曜日 時～ 時 分

②相談員 名（民生・児童委員、学識経験者）

（ア）開設日数・利用者数等

開設日数 利用者数 延べ相談件数

日 名 件

（イ）相談の内容

相談事項 件数 相談事項 件数 相談事項 件数

生計 健康・衛生 心身障害者（児）福祉

年金 医療 母子福祉・父子福祉

職業・生業 精神衛生 老人福祉

住宅 人権・法律 苦情

家族 財産 事故

結婚 児童福祉・母子保健 その他

離婚 教育・青少年

（ ）年金・保険相談事業

①実施日 毎月第 ・ 木曜日 時～ 時

②相談員 社会保険労務士

③開設日数・利用件数

開設日数 延べ相談件数

日 件

（ ）介護相談

①実施日 毎週水曜日 時 分～ 時 分

②相談員 豊中市老人介護者 家族 の会役員

③開設日数・利用件数

開設日数 利用者数 延べ相談件数

日 名 件

（ ）精神障害者生活相談

①実施日 毎月第 火曜日 時～ 時 分

②相談員 豊中市精神障害者家族会ゆたか会

③開設日数・利用件数

開設日数 利用者数 延べ相談件数

日 名 件
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（ ）介護サービスの悩みごと相談窓口（介護相談員による相談）

①実施日 毎週金曜日 時～ 時 分

②相談員 介護相談員

③開設日数・利用件数

開設日数 利用者数 延べ相談件数

日 件 件

（ ）会議の開催状況

ふれあい福祉センター相談員連絡会の開催

年月日 出席者数 主な議題

名
相談事業実施状況の報告と市社協相談事業との連携について

相談員同士の情報交換
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．ボランティア活動と育成について

ボランティアセンターを充実し、ボランティアスクールの継続とボランティアグループの連絡調整など

を通じて、福祉意識の高揚と需給調整機能の整備に努めた。

（ ）登録ボランティア

・登録と派遣状況

①登録状況

（ア）登録人数 名（男性 名 女性 名）

（イ）ボランティア相談数 件

（内訳：情報提供等 件 平成 年度ボランティア登録 件 派遣ニーズ受付件数 件）

（ウ）校区別登録状況

校区名 人数 校区名 人数 校区名 人数

大池 名 上新田 名 寺内 名

刀根山 名 熊野田 名 豊島北 名

桜井谷 名 泉丘 名 豊島西 名

野畑 名 東丘 名 豊島 名

上野 名 西丘 名 豊南 名

少路・北緑丘 名 南丘 名 高川 名

東豊中 名 北丘 名 庄内 名

東豊台 名 東泉丘 名 島田 名

蛍池 名 原田 名 野田 名

箕輪 名 緑地 名 庄内西 名

桜塚 名 中豊島 名 庄内南 名

南桜塚 名 小曽根 名 千成 名

克明 名 北条 名 市外 名

（エ）派遣状況

・派遣ニーズの対応状況

派遣ニーズ受付件数 件

（オ）月別派遣状況

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

派遣回数

延べ派遣人数

（内訳）派遣 件

施策紹介 件

調整中 件

調整つかず 件

相談のみ 件

その他 件

校区ボランティア部会の紹介 件

 

参考：平成 年度

登録人数 名

（男性 名 女性 名）
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②派遣内容

友愛電話訪問

対象者 延べボランティア数 総電話訪問数

名 名 名

福祉車輌「ユゥーあい号」の利用状況

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

依頼校区数（校区）

派遣回数（回）

派遣延べ人数（名）

走行距離（ ）

（ ）ボランティアセンターぷらっとの運営

ボランティアセンターの利用実績

月別相談件数

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

稼働日数 日

来客人数 名

登録者数 名

相談件数 件

ニーズ内容 件数（件） 派遣回数（回） 延べ派遣人数（名）

在宅

高齢者

障害者

児童

施設
高齢者

障害者

豊中市社会福祉協議会

子育て関係（健診・保育・保育園・幼稚園）

行政（体験学習を含む）

当事者組織

その他

手作り介護用品

地域活動団体・校区

上記以外

合 計

− 42 −



- 43 - 
 

（ ）大阪北部地震・台風 号 「災害支援ボランティアセンター」の設置

月 日 時 分大阪北部を震源する「大阪北部地震」が発生。豊中市において市全域で震度 強

を観測。 月 日「台風 号」が近畿地方を直撃し、倒木や瓦等家屋の一部の飛散、電柱の倒壊によ

る停電被害など市民生活に大きな影響を与えた。豊中市社協は各被害に対して、災害支援ボランティア

センターを立ち上げ、ボランティアによる支援を行った。

①大阪北部地震

）開設期間 ～ 計 日間（ ～ は通常ボランティアセンターで対応）

）相談件数 件

）延べボランティア受付人数 名

）延べボランティア派遣人数 名

）ボランティア派遣件数 件

）主な活動（内容別件数）

・家具の移動 件

・家具の搬出 件

・家具転倒予防道具の取り付け 件

②台風 号

）開設期間 ～ 計 日間（ ～ は通常ボランティアセンターで対応）

）相談件数 件

）延べボランティア受付人数 名

）延べボランティア派遣人数 名

）ボランティア派遣件数 件

）主な活動（内容別件数）

・屋外（庭・ベランダ）の片付け（飛来物・庭木の処理含む） 件

・物置の処理（移動・整理・解体等） 件

・屋内の家財 整理・搬出 件

（ ）会議等の開催状況

①地域ボランティア活動推進委員会

年月日 出席者数 主な議題

名

正副委員長の選出について

．平成 年度ボランティアセンター事業、決算報告について

．平成 年度ボランティアセンター事業計画について

．災害ボランティアセンター開設状況について

．善意銀行の運営について

②ボランティアセンターだより編集委員会

年 回開催し、ボランティアセンターだよりの掲載内容について企画・校正等を行った。
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（ ）ボランティアの組織化状況

①登録ボランティアの組織化

グループ名 活動内容 会員数 定例会 回数

手作り介護用品製作グループ

「小さな手」

手作り介護用品の作成、介護者

（家族）の会事業の支援
名

第 木

第 木
回

外出介助グループ

「みちしるべ」

外出支援ボランティア活動（通

院の付き添いなど）、車いす・ア

イマスク体験講師

名 第 金 回

友愛電話訪問グループ

「聴くの会」

ひとり暮らしの高齢者への友愛

電話訪問の実施
名 第 木 回

高齢者介護支援グループ

「ステッキ」

高齢者の外出介助、話し相手、

インスタントシニア体験講師
名 第 水 回

子育て支援・家事援助グループ

「そよかぜ」

歳半健診のお手伝い、家事支

援、子育て支援
名 第 火 回

ビデオ撮影グループ

「ズームイン」

映像による福祉活動の記録、啓

発
名 第 火 回

運転ボランティアグループ

「豊中アッシー」

福祉車輌「ユゥーあい号」を使

っての送迎
名 第 木 回

青少年ボランティアグループ

「つぼみ」

障害者・児への支援、施設での

活動、イベント手伝い
名 第 木 回

いきいき歌体操グループ

「さわやか」

歌体操を通じてお年寄りや障害

者の健康増進を図る
名

第 火

第 水

第 日

第 日

回

パソコンボランティアグループ

「アクセス」

ボランティアセンターホームペ

ージの更新
名

第 水

第 水
回

農業ボランティアグループ

「団塊塾とよなか」

農業、園芸等のお手伝いを通じ

ての地域ボランティア活動
名 第 水 回

グループ ― 名 ― 回

②登録ボランティアグループリーダー会

毎月第 金曜日、市社協登録ボランティアグループの代表が互いのグループ活動や状況について情報交

換を行うために開催。年 回開催。

③豊中市社協ボランティア団体連絡会への支援

市内のボランティアグループの情報交換や連携を目的として豊中市社協ボランティア団体連絡会を結

成し、加盟団体から実行委員会を組織してボランティアフェスティバルの開催などを行った。

）豊中市社協ボランティア団体連絡会の開催

加盟団体間の情報交換や連携活動の促進、会員相互の交流、ボランティア活動の啓発事業企画・実施な

どを目指し開催。連絡会年 回、役員会年 回開催。 団体が参加。

）ボランティアフェスティバルの開催

市内のボランティアグループ間の交流や市民へのボランティア活動の啓発を目的に、「第 回豊中ボラ

ンティアフェスティバル」を開催。

年月日 場 所 参加者数 内 容

豊中市立

文化芸術センター
名

ステージ発表、ボランティア体験コーナー、活動紹介、

パネル展 など
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）大阪府市町村ボランティア連絡会への参画

大阪府の市町村ボランティア連絡会に参画し、情報交換を目的に研修会、交流会などに参加。

大阪府市町村 ボランティア連絡会 北摂ブロック交流会の開催 
年月日 場 所 参加者数 内 容

豊中市立

文化芸術センター
名

講演「地域福祉とボランティア ～テーマ型ボランティア

グループへの期待～」

講師：関西学院大学名誉教授 牧里 毎治さん

交流会「大阪北部地震について」

④市社協災害支援ネットワーク

阪神・淡路大震災の教訓を活かし、緊急時における市民の協力体制を整備していくために結成し、活動

を行っている。 団体が参加。

）市社協災害支援ネットワーク会議

大阪北部地震発災時、世話役が緊急招集し、災害支援ボランティアセンターを協議した。

）災害支援訓練の実施

回の災害支援ボランティアセンターの立ち上げを行ったため、平成 年度の訓練は実施せず。

）熊本地震 支援の取り組みについて

・募金箱設置

ボランティアセンター、福祉の店「なかま」に義援金募金箱を設置

募金額 円（平成 年 月 日まで）を日本赤十字社豊中市地区を通じて日本赤十字社へ送金。

）平成 年 月豪雨災害への支援

・募金箱設置

ボランティアセンター、福祉の店「なかま」、地域福祉活動支援センター、中豊島介護サービスセ

ンター、桜井谷介護サービスセンター、びーの×マルシェ 募金額 円

日本赤十字社豊中市地区を通じて日本赤十字社へ送金

⑤企業・団体の社会貢献活動の支援

市内の企業・団体の社会貢献活動を推進するため、平成 年 月 日に企業・団体ボランティアネ

ットワークとよなかを結成し、活動を進めた。

）会員の状況 団体会員 団体 個人会員 名

）企業・団体ボランティアネットワークとよなか運営委員会の開催

各種イベントやセミナーの計画や「Ｖネットとよなか通信」の編集などを実施。年 回開催。

運営委員会とは別にＶネット通信の編集会議を実施。
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）イベントの企画・実施・協力

（ア）講演会を開催 ※総会後に予定していた講演会は大阪北部地震の影響により中止

平成 年 月 日 子ども食堂（居場所）フォーラム

講演：「子ども食堂で地域を変える 子どもが変わる 未来を変える

～人がつながる地域の居場所づくり～」

講師： 法人豊島子ども ネットワーク 理事長 栗林 知絵子さん

事例報告：「どんぐり」 北丘校区福祉委員会 会長 滝下 勇次さん

「千里中央子ども食堂」

千里中央子ども食堂をはじめようの会 代表 向井 奈緒子さん

（イ）東日本大震災・西日本豪雨災害被災者支援

平成 年 月 日「とよなか産業フェア」へ出展協力し、当ネットワークのＰＲをするとともに、

東日本大震災および西日本豪雨災害被災地支援物産展を実施し、収益金 円を折半し、東日本

大震災支援金・西日本豪雨災害地震義援金として中央共同募金会 東日本 、日本赤十字社 西日本

へ送金。

（ウ）豊中ボランティアフェスティバルにてフードドライブの実施

市民や参画企業に呼びかけボランティアフェスティバル（ ）にてフードドライブを実施。

名・ 団体 点を受付し、市社協善意銀行に寄付。子ども食堂、生活困窮者支援に活用。

（エ）座談会を開催

設立 周年目に運営委員と平成 年度で退任された個人会員及び市社協事務局職員で振り返りと

今後について意見交流を実施した。

年月日 参加者数 内 容

名

・講演 「Ｖネットとよなかの設立その意義について」

講師：Ｖネットとよなか 顧問 牧里 毎治さん

・座談会 コーディネーター豊中市社協 福祉推進室 室長 勝部 麗子

）広報・啓発活動

（ア）ホームページ開設（ボランティアセンターホームページ内）

（イ）ニュースの発行 回 各 部

（ウ）イベントのチラシ・ポスターの作成

（エ）フェイスブックの活用

（オ）パネル・パンフレットの活用

（ ）豊中市ボランティアバス事業（市受託）

市内高等学校に在学する生徒を対象に被災地におけるボランティア活動の場を提供し、防災やボランテ

ィア活動に対する意識の高揚を図り、将来に渡ってリーダーとなり得る若者を育成することを目的に実施。

年月日 参加者数 活動場所 内 容

～ 名 岩手県大槌町・陸前高田市

豊中市内 つの高校から 名の高校生が参加。ボ

ランティア活動や被災者の方々との交流、震災当日

の様子、被災地の現状などについて学ぶ。

協力：帝産観光バス株式会社
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（ ）ボランティアスクール関係

①「ボランティア はじめの一歩」講座

年月日 参加者数 内 容

中止 講座「はじめませんかボランティア」

名 車いす･アイマスク･インスタントシニア体験学習、障害当事者による講話

名 ボランティア体験談

名 ボランティア報告会、交流会

※参加者には ～ 回目の間にボランティアグループの協力で体験をしてもらった

②ボランティア体験プログラム関係

）ボランティア体験プログラム

夏休みを利用し、青少年・社会人などを対象とした施設やボランティアグループでのボランティア活動。

月 日～ 月 日実施、 名（延べ 名）参加。

）ボランティア受入施設連絡会

月 日ボランティア体験プログラム受入施設および、とよなか地域ささえ愛ポイント事業の登録

施設を対象に、講演「施設でのボランティア受け入れについて」を実施。

施設 名参加。

③親子ボランティア講座 別掲

④ボランティアはじめま専科

年月日 参加者数 内 容

名 活動紹介 ボランティアグループ「そよかぜ」

名 歌体操体験 ボランティアグループ「さわやか」

名 活動紹介 ボランティアグループ「豊中地区更生保護女性会」

名
講話「震災後の災害ボランティアセンターの取組み」

ボランティアグループ「ステッキ」

名 手作り介護用品の作成 ボランティアグループ「小さな手」

名 活動紹介 ユゥーあい号試乗体験 ボランティアグループ「豊中アッシー」

名
講話「高齢期の迎え方～考えておきましょう！介護や看取りのこと～」

ボランティアグループ「聴くの会」

名 車いす・アイマスク体験 ボランティアグループ「みちしるべ」

名 活動紹介「記事入力体験」ボランティアグループ「アクセス」

延べ参加人数 名

（ ）小・中学校ボランティア体験の協力

学校へのボランティア体験学習 支援状況

）講師ボランティアの調整： 回（延べ 団体）

）体験学習用機材（車いす、アイマスク、白杖、インスタントシニア装具、点字板、バリアフリーグッ

ズ）の貸出： 件

）社協職員による講演： 回
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（ ）活動援助

・体験学習用機材の貸出：延べ貸出件数 件

（ ）ボランティア保険の加入状況

保険名 人数 件数

ボランティア保険 名 件

ボランティア市民活動行事保険 名 件

非営利・有償活動団体保険 名 件

移送中事故傷害保険 名 件

（ ）調査・研究活動

・ボランティアグループ概要調査（ ～ ）市内のボランティアグループの活動状況について

・登録ボランティアの組織化に関する調査（ ～ ）ボランティア活動動向調査

（ ）広報啓発活動

・ボランティアセンターだよりの発行（ 月号） 部

・ボランティアセンターだよりの発行（ 月号） 部

（ ）とよなか地域ささえ愛ポイント事業（市受託）

元気な高齢者（介護保険第 号被保険者）が何らかの支援が必要な高齢者への支援活動を行うことで、

自身の介護予防の推進を図り、ポイントを付与することで高齢者の参加意欲を高め、高齢者同士のささえ

あいによる新たな地域福祉の人材育成につなげることを目的に実施。

①登録状況… 名（平成 年度新規登録者数 名うちボランティア経験なし 名、累計 名）

②説明会実施状況…（第 月曜日・第 火曜日定例開催） 回開催 合計 名参加

介護予防センターで出張説明会開催 回実施 合計 名参加

③受入れ施設等の登録状況… 介護保険施設等 施設

校区福祉委員会 会

市社協ボランティアセンター

④施設及び校区福祉委員会への活動調整件数… 件（延べ 回対応）

⑤推進委員会

「とよなか地域ささえ愛ポイント事業」について、円滑に事業を推進することを目的に、年 回 月、

月）に推進委員会を開催した。

第 回 月 日 出席者： 名

内容：①正副委員会の選出

②平成 年度事業実施報告

③平成 年度事業実施状況および今後の計画 他

第 回 月 日 出席者： 名

内容：①平成 年度事業実施状況および予定

②来年度事業について 他
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⑥研修会

第 回 「あたたかい社会をつくる」

平成 年 月 日 時～ 時 分 豊中市立文化芸術センター 大ホール 参加者 名

第 回 「地域で支え合おう！ささえ愛レクリエーション」

平成 年 月 日 時～ 時 分 豊中市立福祉会館 階集会室 参加者 名

第 回 「バリデーションへの誘い～認知症高齢者とのコミュニケーションの方法について～」

平成 年 月 日 時～ 時 分 豊中市立福祉会館 階集会室 参加者 名

⑦活動支援金申込み状況

合計 名、 ポイント

ポイント数 人数 ポイント数 人数 ポイント数 人数 ポイント数 人数 ポイント数 人数

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名 Ｐ 名

合計 名

⑧広報・啓発

・ステッカー 新規受入施設に配布

・豊中市広報に隔月で説明会日時を掲載

・豊中市社協ボランティアセンター「ボランティアってなあに」「ボランティアセンターだより」に事

業案内掲載

・敬老の集い参加者に啓発チラシ 枚を配布
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）延べ活動サポーター数（名）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

）主な活動内容別延べ件数

内 容 件数 内 容 件数 
買い物同行 簡単な日曜大工

話し相手 携帯電話操作

家具の移動 簡単な針仕事

電球交換 草むしり

ゴミだし・分別 荷物の入れ替え

重い物の移動 見守り・安否確認

大型ゴミ搬出 その他

）相談件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

③安心・見守り事業

・対象：市内在住の 歳以上のひとり暮らしの高齢者で、要介護認定を受けていない若しくは非該当・

要支援 ・ の方（要介護 以上の方は対象外）

・年会費： 円（途中入会は＠ 円× 月までの月数）

）見守り

普段は元気に暮らしているが、近くに身内や知り合いがなく、病気などの緊急時に不安を抱えるひとり

暮らしの方を対象に、事務局（社協職員）が聞きとり調査を行い、一定の研修を修了した安心サポーター

を派遣する。安心サポーターは、定期訪問を行い、顔なじみの関係をつくるとともに、緊急時の支援や地

域の情報、ひとり暮らし向けの事業の紹介などを行う。

（ア）基本サービス

月 回の定期訪問（ 円 分、地域福祉活動や公的サービスの紹介など情報提供を行う）

（イ）有料サービス（必要に応じて）

・急病時の緊急の買物のお手伝い

・入院時の手続きや連絡の手助け

（ウ） 協力ボランティア数： 名

エ 登録件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

新規

継続

合計
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．在宅生活の支援について

（ ）市社協くらしささえあい事業

・新規相談件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

事業全般

サポーター希望

①生活支援事業

住民参加型の有料（非営利）在宅福祉サービス。専門家による職業としての援助ではなく、互助の精神

を基盤とした市民による社会奉仕活動

・利用状況

）利用者数（名）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

）利用日数（日）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

）主な利用内容内訳

調理 大掃除 育児援助

買い物 入院中の世話 書類の届出等

掃除 話相手・見守り 除草

洗濯 外出付き添い その他

整理･片付け 送迎･通所援助 合計

）新規相談件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

②福祉便利屋事業

高齢者のちょっとした困りごとに対応するサービス（メニュー限定）

）登録者数（名）

４月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

）活動件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

新規

継続

小計
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）延べ活動サポーター数（名）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

）主な活動内容別延べ件数

内 容 件数 内 容 件数 
買い物同行 簡単な日曜大工

話し相手 携帯電話操作

家具の移動 簡単な針仕事

電球交換 草むしり

ゴミだし・分別 荷物の入れ替え

重い物の移動 見守り・安否確認

大型ゴミ搬出 その他

）相談件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

③安心・見守り事業

・対象：市内在住の 歳以上のひとり暮らしの高齢者で、要介護認定を受けていない若しくは非該当・

要支援 ・ の方（要介護 以上の方は対象外）

・年会費： 円（途中入会は＠ 円× 月までの月数）

）見守り

普段は元気に暮らしているが、近くに身内や知り合いがなく、病気などの緊急時に不安を抱えるひとり

暮らしの方を対象に、事務局（社協職員）が聞きとり調査を行い、一定の研修を修了した安心サポーター

を派遣する。安心サポーターは、定期訪問を行い、顔なじみの関係をつくるとともに、緊急時の支援や地

域の情報、ひとり暮らし向けの事業の紹介などを行う。

（ア）基本サービス

月 回の定期訪問（ 円 分、地域福祉活動や公的サービスの紹介など情報提供を行う）

（イ）有料サービス（必要に応じて）

・急病時の緊急の買物のお手伝い

・入院時の手続きや連絡の手助け

（ウ） 協力ボランティア数： 名

エ 登録件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

新規

継続

合計
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（ ）地域福祉権利擁護センター

日常生活自立支援事業、法人後見事業など、認知症高齢者や知的障害者・精神障害者などの判断能力が

不十分である人を支援する事業を展開するとともに、市民後見人の養成を豊中市及び大阪府社会福祉協議

会とともに実施している。また、市民後見人案件の申立についての調整や家庭裁判所からの推薦依頼を受

けての受任調整を行っている。

①日常生活自立支援事業及び財産保全管理サービス事業

判断能力が十分でない人を対象に福祉サービスの利用支援や日常的な金銭管理サービス、書類等の預か

りサービスを提供する日常生活自立支援事業と、高齢や障害のために自分で財産を管理することがむずか

しい人に代わって、財産を保全したり、金銭を管理したりする財産保全管理サービス事業。

）相談状況

（ア）対象者状況別受付件数（件）

認知症

高齢者等

知的

障害者等

精神

障害者等

不明

その他
合計

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

合計

（イ）相談内容別受付状況（件）

福祉サービス利用援助 本事業の問い合わせ

日常的金銭管理 成年後見の問い合わせ

書類等預かり 権利擁護問い合わせ

保健サービス手続き 遺言

医療に関する手続き 財産保全問い合わせ

福祉サービス苦情 その他

今後の生活設計 合計
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オ 実動件数（※詳細は別紙参照）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 累計

基本サービス
（定期訪問）

有
料
サ
ー
ビ
ス

緊
急
時
の
対
応

急病時の
買物支援

入・通院
時の支援

その他

合 計

）安心コール

普段は元気に暮らしているが、近くに身内や知り合いがなく、病気などの緊急時に不安を抱えるひとり

暮らしの方を対象に、一定の研修を修了した安心サポーターが週 回電話による安否確認を行う。その際、

体調不良や連絡が取れないなどの異変があれば、担当サポーターと事務局が支援を行う。

（ア） 基本サービス

週 回の電話による安否確認（ 円 月）

現在は、月曜日・木曜日の午前中に実施

（イ） 協力ボランティア数： 名

（ウ） 登録件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 累計

新規

継続

合計

（エ）実動件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 累計

電
話
に
よ
る

安
否
確
認

のべ

件数

対応

件数

合 計

）新規相談件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 累計
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（ ）地域福祉権利擁護センター

日常生活自立支援事業、法人後見事業など、認知症高齢者や知的障害者・精神障害者などの判断能力が

不十分である人を支援する事業を展開するとともに、市民後見人の養成を豊中市及び大阪府社会福祉協議

会とともに実施している。また、市民後見人案件の申立についての調整や家庭裁判所からの推薦依頼を受

けての受任調整を行っている。

①日常生活自立支援事業及び財産保全管理サービス事業

判断能力が十分でない人を対象に福祉サービスの利用支援や日常的な金銭管理サービス、書類等の預か

りサービスを提供する日常生活自立支援事業と、高齢や障害のために自分で財産を管理することがむずか

しい人に代わって、財産を保全したり、金銭を管理したりする財産保全管理サービス事業。

）相談状況

（ア）対象者状況別受付件数（件）

認知症

高齢者等

知的

障害者等

精神

障害者等

不明

その他
合計

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

合計

（イ）相談内容別受付状況（件）

福祉サービス利用援助 本事業の問い合わせ

日常的金銭管理 成年後見の問い合わせ

書類等預かり 権利擁護問い合わせ

保健サービス手続き 遺言

医療に関する手続き 財産保全問い合わせ

福祉サービス苦情 その他

今後の生活設計 合計
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（ウ）新規相談・問い合わせ件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

）契約件数（平成 年 月 日現在）

○日常生活自立支援事業 件

内訳 認知症高齢者等 件

知的障害者等 件

精神障害者等 件

○財産保全管理サービス 件

②法人後見事業

豊中市における権利擁護体制を充実するべく、市社協で成年後見人を受任し、後見活動を実施。

・受任件数（平成 年 月 日現在）

件数 審判の確定日 後見類型

件

後見

後見

保佐

③市民後見人養成等事業

豊中市より委託を受け、大阪府社会福祉協議会とともに市民後見人を養成し、また、バンク登録後の市

民後見人の活動をバックアップする。 年度の大阪府市民後見人養成講座は府下 市 町（豊中市、池

田市、高槻市、茨木市、枚方市、門真市、八尾市、東大阪市、富田林市、河内長野市、羽曳野市、大阪狭

山市、岸和田市、貝塚市、泉佐野市、泉南市、阪南市、熊取町、田尻町、忠岡町、岬町）が参加した。

・養成講座（ ～ の間で実施 基礎講習 日・実務講習 日・施設実習 日）

大阪府全体 豊中市在住・在勤者

オリエンテーション参加者 名 名

基礎講習参加者 名 名

実務講習修了者 名 名

・バンク登録者

大阪府全体 豊中市在住・在勤者

平成 ～ 年度登録者 名 名

全登録者数 名 名

登録者研修（豊中市社協担当） 活動中の市民後見人とバンク登録者のグループワーク 名

④専門職のための権利擁護相談

福祉・医療・介護専門職のための弁護士による法律相談を毎月開催。

実施回数 相談件数 相談内容

回 件 成年後見、地震災害、養育、多重債務、虐待問題など

参考 平成 年 月 日実績

○日常生活自立支援事業 件

内訳／認知症高齢者等 件

知的障害者等 件

精神障害者等 件

○財産保全管理サービス 件
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⑤会議の開催状況

）地域福祉権利擁護センター運営委員会

年月日 参加者数 主な議題

名 センターの事業報告、事業計画について、市民後見人養成研修について

名 第 期豊中市地域福祉計画策定におけるヒアリング

名
市民後見人養成講座の状況について、専門職のための権利擁護相談について、

日常生活自立支援事業について、法人後見活動について、その他

）法人後見事業 受任審査会

審査案件なく開催せず。

）財産保全管理運営委員会

年月日 参加者数 主な議題

名 平成 年度下半期定期監査

名 平成 年度上半期定期監査

⑥広報啓発活動

成年後見制度、日常生活自立支援事業について、関係機関・団体、一般市民向けの啓発。

）研修・講座での説明

年月日 内容

中豊島介護サービスセンター定例会「市民後見人養成講座について」（講師派遣）

永楽荘さくら自治会研修会「成年後見制度について」（講師派遣）

服部・緑地地域包括支援センター地域教室「成年後見制度について」（講師派遣）

豊中市障害者就労支援連絡会「日常生活自立支援事業について」（講師派遣）

）講演会の開催（主催事業、共催含む）

年月日 内容

市民後見人講演会（市民後見人等養成講座オリエンテーション）（池田市と合同）

市民公開講座「成年後見制度の制度説明・申立書の記入方法について」（豊中市立福祉会館）

）啓発冊子の作成

地域福祉権利擁護センターニュースの発行（ 月・ 月）
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⑦その他、会議・検討会出席

年月日 内容

市民後見人専門相談担当者連絡会議（大阪後見支援センター主催）

市民後見人養成事業実施市町村等連絡会議（大阪後見支援センター主催）

市民後見人バンク登録者研修（大阪後見支援センター主催）

日常生活自立支援事業新任者研修会議（大阪後見支援センター主催）

成年後見制度の利用促進に向けた研修会（大阪府主催）

日常生活自立支援事業新任者研修会議（大阪後見支援センター主催）

日常生活自立支援事業担当者会議（大阪後見支援センター主催）

法人後見に関する社協の情報交換会（大阪後見支援センター主催）

市民後見人養成に関する選考委員会（大阪後見支援センター主催）

日常生活自立支援事業担当者会議（大阪後見支援センター主催）

市民後見人受任調整会議（大阪後見支援センター主催）

市民後見人バンク登録者研修（大阪後見支援センター主催）

市民後見人養成に関する選考委員会（大阪後見支援センター主催）

日常生活自立支援事業担当者会議（大阪後見支援センター主催）
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（ ）ファミリー・サポート・センター事業（市受託）

子育ての援助が必要な人と子育ての援助ができる人とを結びつける会員制の育児支援。

①利用状況

）会員状況（平成 年 月 日現在）

依頼会員 名

援助会員 名

両方会員 名

）利用件数（件）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

）活動内容別件数

内 容 件 数（件）

保育所・幼稚園の登園前の預かり

保育所・幼稚園の送り

保育所・幼稚園の迎え

保育所・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり

学童の放課後の預かり

放課後こどもクラブの迎え

放課後こどもクラブの迎え及び帰宅後の預かり

子どもの病気回復期の援助

子どもの習い事等の場合の援助

保育所・学校等休み時の援助

保育所等施設入所前の援助

保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助

保護者等の求職活動中の援助

保護者等の冠婚葬祭による外出、他の子どもの学校行事の場合の援助

保護者等の外出の場合の援助

保護者等の病気、その他急用の場合の援助

他の子どもの病気で保護者等が関わる間の援助

その他（双子、障害児、リフレッシュ等の援助）

合 計

参考：平成 年度

依頼会員： 名

援助会員： 名

両方会員： 名
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②講習会・交流会の開催

厚生労働省から提示された 項目 時間講習カリキュラムに沿って、安心・安全な活動をするための

講習会と会員同士の交流を深めるために交流会を開催した。

） 項目 時間講習会

年月日 参加者 内 容

名 心の発達とその問題「困っているすべての子どもたちのために」

名 子どもの世話「安心・安全いいところさがし」、

子どもの遊び「簡単おもちゃ作り」

名 安全と事故「乳幼児のための予防救急」

名 保育の心「絵本は子どもの心を開いてくれる」

名 子どもの栄養と食生活「お菓子づくりは心の栄養～スイーツセラピー～」

名 安全と事故「乳幼児のための予防救急」

名 身体の発育と病気「子どもの様子と観察のポイント」

名 小児看護の基礎知識「ある小児科医の診察室から」

名 勉強会「子どもたちのために地域で私たちができること」

名 安全と事故「乳幼児のための予防救急」

）会員交流会

年月日 参加者 内 容

名 ご近所交流会

名 会員交流会「みんなでおでかけリトミックでクリスマス」

③広報啓発活動

）会報 年 回発行（講習会案内含む）

）休日・出張てびき説明会

年月日 参加者 場 所

休日てびき説明会 名 豊中市すこやかプラザ

名 豊中市すこやかプラザ

出張てびき説明会 名 千里文化センターコラボ

名 新千里南町会館

名 服部地域福祉活動支援センター

名 庄本地域福祉活動支援センター

名 西丘コミュニティセンター

名 千里文化センターコラボ

（ ）福祉機器貸出事業

在宅で日常生活を営むに支障のある方に福祉機器を貸し出しすることにより、その福祉の増進を図る。

貸し出し件数

福祉機器 貸出件数 保有台数

車いす 件 台（すこやかプラザ 台、地域福祉活動支援センター か所 台）

電動階段昇降機 保有台数 台
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（ ）介護相談員派遣事業（市受託）

介護相談員を事前に要請のあった市内の介護保険施設に派遣し、利用者の相談を聞き、事業所との橋渡

し役になり、解決に向けて活動を行った。また、訪問系のサービスの相談にも応じた。

①派遣実績

）相談員 名

）派遣施設 か所（ サービス）

）派遣回数 回

）相談件数 施設系相談件数 件 訪問系相談件数 件

②会議・研修会・懇談会の開催

）介護相談員派遣事業シンポジウムの開催

年月日 参加者数 内 容

名
「介護相談員派遣事業で施設が変わる！ 地域が変わる！」

～その人らしさを地域のなかで…～

）介護相談員連絡会

毎月第 火曜日 月を除く 年 回開催。活動内容の情報交換や事務局からの連絡事項の報告を行った。

）相談員の資質向上のための研修会の実施

・バリデーションについて（ ）

・施設と利用者とのコミュニケーションについて（ ）

③調査研究活動

介護相談員受入れについての状況アンケートの実施（受入施設 か所、回答率 ）

④広報啓発活動

）介護相談員派遣事業 パンフレットの配布

）パネル活用

）事業報告書 部

）介護相談員派遣相談 ポスターの配布

）介護相談員（サポーター）ニュースの発行（ 部）

⑤その他

）在宅サービスに関する相談の実施

）豊中市老人介護者 家族 の会の介護サービス利用者交流会への参加
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．生活費・活動費への支援について

（ ）各種貸付資金

低所得者や障害者世帯、母子世帯などの生活向上と自立を支援するために、「大阪府生活福祉資金」貸

付制度の適正な運営に努めた。

・貸付状況

貸付金の種類
総相談

件数

申込

件数

貸付

件数
貸付決定金額

昨年度

貸付実績

件 件 件 円 件

生活福祉

資金

（低所得者・高

齢者・障害者世

帯などを対象に

した貸付制度）

福祉

資金
福祉費

生業を営むた

めに必要な費

用

件 件 件 円 件

住居の移転に

必要な費用
件

件

内 件審

査中

件 円 件

療養に必要な
費用・療養期
間中の生計維
持費用

件 件 件 円 件

障害者用自動
車の購入に必
要な費用

件 件 件 円 件

福祉用具の購
入に必要な費
用

件 件 件 円 件

技能習得に必

要な費用
件 件 件 円 件

その他 住宅改

修・生活必需品

購入・葬儀費用

など）

件 件 件 円 件

教育

支援

資金

教育支援費

奨学金が出るまでに当面必

要な授業料貸付）

件

件

内 件審

査中

件 円 件

就学支度費
奨学金が出るまでに必要な

入学金など貸付）

件 件

件

内前

年度

申込

件

円 件

件 件 件 円 件

総合支援

資金

（離職者が仕

事を見つける

までの生活費

などの貸付制

度）

生活

支援費

再就職するまでの生活費

（ か月間）
件 件 件 円 件

住居

入居費

住居を確保するための

必要経費

※住居喪失世帯対象

件 件 件 円 件

一時生活

再建費

家財道具の購入や滞納家

賃分及び債務整理に必要

な費用

件 件 件 円 件

− 60 −



- 61 - 
 

臨時特例つなぎ資金（住居を失った離職者のみ対象。

住居確保給付金や生活保護を受給するまでの一時的な小口貸

付）

件 件 件 円 件

緊急小口資金 生活が安定するまでつなぎの小口貸付 件

件

内 件審

査中

件 円 件

不動産担保型生活資金（高齢世帯対象。

土地・家屋を担保にした在宅生活支援の貸付）
件

件

内 件

審査中

件

内前

年度

申込

件

円 件

件 件 件 円 件

（ ）住居確保給付金 （市受託）

生計中心者が離職し、住宅を喪失している世帯もしくは喪失の恐れがある世帯対象。住宅費（家賃）を

か月間支給し、離職者に就労支援などを行いながら、住宅及び就労機会の確保に向けた支援に努めた。

（単身世帯 円、 人世帯 円、 ～ 人世帯 円、

人世帯 円、 人以上世帯 円 ※いずれも限度額・所得制限あり）

新規来館

相談件数

新規電話

相談件数

延べ対応

件数
申請者

支給

決定

不支給

決定
申請中 中止 支給総額

件 件 件 件 件 件 件 件 円

※延長・再延長の利用も含む

（ ）若林エンゼル基金

市民（故人）が社協へ寄贈した趣旨に基づいて、その寄附金を原資として若林エンゼル基金を設置し、

基金の適正な運営を図ることを目的に委員会を設置。

①若林エンゼル基金運営委員会

年月日 出席者数 主な議題

名

．正副委員長の選任について

．就学助成事業について

．今年度の取り組みについて

②若林エンゼル就学助成事業

大阪府池田子ども家庭センターの措置により児童養護施設に入所または、里親委託された児童を対象

に、大学等への進学時に必要な入学金等や支度金を、若林エンゼル基金運営委員会で選考し、助成を行

った。

児童数 助成金額

名 円

③北摂児童施設連盟助成

北摂児童施設連盟事業推進のため助成 助成金額 円
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介護技術等の研修及び人材育成に関する研修について

実習生等の受け入れについて

① 中央地域包括支援センター

実習期間 依頼者 実習生数

～ 梅花女子大学 口腔保健学科 名

～ 梅花女子大学 口腔保健学科 名

～ 梅花女子大学 看護学科 名

② 地域福祉活動

日程 学校名 受入人数

～ 大阪府立大学 名

～ 大谷大学 名

～ 司法修習生 名

～ 豊中市立第十六中学校（職場体験学習） 名

～ 豊中市立第三中学校（職場体験学習） 名

～ 豊中市立第十七中学校（職場体験学習） 名

③デイサービスセンター（別掲）
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．介護サービスについて

（ ）居宅介護支援事業

介護支援専門員（ケアマネジャー）がご本人やご家族の希望を聞き、状態の改善、自立をすすめ、住み

慣れた地域での生活を基本に、介護サービスと地域資源とを包括的に利用できるようなケアプランを提案

し作成した。

従事職員： 名〈中豊島 名・桜井谷 名〉（平成 年 月末現在）

①サービス提供実績

）年間人数

利用人数

介護 予防

中豊島 名 名

桜井谷 名 名

年度実績計 名 名

年度実績計 名 名

）介護度別利用者数（平成 年 月実績）

要介護 要介護 要介護 要介護 要介護 合計

中豊島 名 名 名 名 名 名

桜井谷 名 名 名 名 名 名

計
名 名 名 名 名 名

％ ％ ％ ％ ％ ％

要支援 要支援 合計

中豊島 名 名 名

桜井谷 名 名 名

計
名 名 名

％ ％ ％

）認定調査実績（件数）

豊中市 他市町村 合計

中豊島 件 件 件

桜井谷 件 件 件

年度実績計 件 件 件

年度実績計 件 件 件
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②サービスの質の向上に関する外部及び内部研修会出席（主なものを抜粋）

日程 内容

年度随時 更新研修Ⅰ 回 ・Ⅱ 回 ・主任ケアマネ更新研修 回

豊中市介護保険事業者連絡会総会

自立支援型ケアマネジメント研修会

介護保険の指定居宅介護サービス事業者集団指導

難病研修会「難病支援制度について」

ケアマネ内部研修「介護保険制度改正について」

豊中市介護保険事業者連絡会居宅介護支援部会「介護報酬の改定」

服部・緑地ほっと「これって成年後見？」

中西部地域福祉ネットワーク会議

中央ほっと「介護予防を支えるリハビリを理解する」

介護給付適正化事業「ケアプラン点検」

地域ケア個別会議全 回（全ケアマネ年度内 回参加）

庄内主任ケアマネの会「今年度の改正ここが困る」

四輪安全運転講習会

市社協訪問看護ステーション「処方薬の残薬対応・薬局との連携」

中央ほっと「高齢者の金銭管理について」

現場で役立つ看取りのケアの基本

福祉サービス課「人権研修」

メンタルヘルスに関する研修会

多系統萎縮症・脊髄小脳変性症の病態と支援のポイント

マイノリティ問題を超えて

高齢者虐待防止のための研修会

内部研修「今さら聞けない医療の基礎知識」

内部研修「こんな時どうしたらよい、ケアマネに聞きたいこと」

命の授業「ドリー夢メーカーと今を生きる」

豊中市社会福祉施設連絡会第 回人権研修会

③社会貢献事業

）中豊島介護サービスセンター「ぴちぴちフェスタ」の開催・「介護相談窓口開催」「福祉用具に触れ

る」

中豊島校区・高川校区 敬老の集い

中豊島校区 夏祭り（台風のため中止）

）桜井谷介護サービスセンターにて月 回「介護相談窓口」開設

）桜井谷校区 地区文化祭 「脳年齢チェック」「介護相談窓口」

）桜井谷校区 ふれあいサロン

）城山町 丁目自治会「あおぞらサロン」 「介護保険について」

④その他

「ほほえみ便り」年度内 回発行

災害支援訓練 年 回（ 月・ 月）開催

介護支援専門員実務研修見学実習 名受け入れ

）利用者へのアンケート
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（ ）訪問介護事業等

ホームヘルパーが日常生活を営むのに支障のある高齢者の家庭を訪れ、身体の介護や調理、洗濯などの

家事サービスを提供した。

従事職員： 名（平成 年 月末現在）

①高齢者 介護保険法関連

）サービス提供実績（年間）

介護給付 利用人数 訪問回数 訪問時間

年度実績 名 回 時間

年度実績 名 回 時間

総合事業 利用人数 訪問回数 訪問時間

年度実績 名 回 時間

年度実績 名 回 時間

）介護度別内訳 平成 年 月末現在

要介護 要介護 要介護 要介護 要介護 合計

名 名 名 名 名 名

％ ％ ％ ％ ％ ％

要支援 要支援 合計

名 名 名

％ ％ ％

）サービス内容別利用者状況 平成 年 月実績

総合事業 身体介護 生活援助 身体＋生活 合計

訪問回数

（回）

回 回 回 回 回

％ ％ ％ ％ ％

訪問時間

（時間）

時間 時間 時間 時間 時間

％ ％ ％ ％

②障害者（障害者総合支援法関連）

ホームヘルパーが日常生活を営むのに支障のある障害者の家庭を訪れ、身体の介護や家事サービスを提

供した。

）サービス提供実績（年間）

利用人数 訪問回数 訪問時間

年度実績 名 回 時間

年度実績 名 回 時間
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③ガイドヘルプ事業

ガイドヘルパーが障害を持つ方の外出を介助し、自立と積極的な社会参加をサポートした。

サービス提供実績

）移動支援サービス

従事職員： 名（平成 年 月末現在）

利用人数 訪問回数 訪問時間

年度実績 名 回 時間

年度実績 名 回 時間

）同行援護サービス

利用人数 訪問回数 訪問時間

年度実績 名 回 時間

年度実績 名 回 時間

④サービスの質の向上に関する外部及び内部研修会出席（主なものを抜粋）

）内部研修

年月日 内 容 参加対象

個人情報の正しい理解 全職員 
精神障害者支援について 全職員 
感染症・食中毒の予防について 全職員

交通事故防止について 全職員

接遇マナー自己診断 全職員

交通安全講習会 全職員

冬の感染症予防 全職員

高齢者の権利擁護 全職員

認知症事例集発表会 全職員 
ひやりはっとの書き方 全職員 
終末期の医療について 全職員 

）外部研修（外部研修の受講者は定例会にて伝達研修を実施）

研修日 内 容 

教育・研修に係る相談

障害者虐待について

食中毒予防について

オムツのいろは・福祉用具について

スキンケア・口腔ケアについて

救命講習

腰痛予防対策

認知症介護基礎研修

災害支援に係る研修

応急手当普及員更新研修
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アンガーマネジメント

現場で役立つ看取りケアの基本

適正な事業運営について

特殊詐欺について

美味しく栄養・調理体験セミナー

福祉サービスの苦情解決の取り組み

冬季の感染症対策

高齢者虐待について

広報研修会

訪問介護計画書の作成

今さら聞けない医療の基礎知識

認知症の方の思いを探る

医療と介護専用ＳＮＳ

終末期医療について

リスクマネジメント

シナプソロジー養成研修会

）救命講習

年月日 人数

人

人

人

⑤社会貢献事業

）城山町 丁目自治会の行事に参加

「あおぞらサロン」（毎月第 木曜日）、防犯パトロール、もちつき大会、地区体育祭 等

）中豊島校区 夏祭り（台風のため中止）

）中豊島校区・庄内西校区 敬老の集い

）中豊島介護サービスセンター「ぴちぴちフェスタ」の開催

⑥その他

「ヒヤリ・はっと集」・・・ 号・ 号発行

「ヘルパーの知恵袋」発行

）「ヘルパーだより」発行 月・ 月

）「認知症事例集」発行 月

）「誕生日カード」配布（毎月）

）災害支援訓練の実施（ 月）
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（ ）介護予防センター事業

施設名：庄本介護予防センター、高川介護予防センター

豊中市の「市有財産を活用した事業者による介護予防の推進に関する条例」に基づき、介護予防、地域

包括ケアシステムの推進拠点としての機能を果たすべく介護予防事業を行い、地域高齢者の心身機能の活

性と生きがいづくりを支援した。

①ふれあい介護予防教室

気軽に参加できる内容で、楽しみながら介護予防と健康づくりに取り組むきっかけづくりを行った。

センター名 実施回数 参加者合計 参加者総計

庄 本 回 名
名

高 川 回 名

②シルバーパワーアップ教室

個々の状態に応じた専門性、個別性の高い運動プログラムの実施ならびに栄養・口腔機能・認知症予防

に関する複合的なプログラムの提供を行った。

センター名 実施回数 参加者合計 参加者総計

庄 本 回 名
名

高 川 回 名

③ふれあい出前教室

地域サロンや老人会等の集会に出向き、健康体操や脳活性プログラムを提供した。

センター名 実施回数 参加者合計 参加者総計

庄 本 回 名
名

高 川 回 名

④介護予防啓発イベント

介護予防の普及啓発ならびにセンターのＰＲを目的とし、地域住民むけに体力測定や脳年齢測定などの

プログラムを行うイベントを開催した。

センター名 イベント名 年月日 参加者数 協力団体

高 川
ぴちぴちフェスタ

高川
名

豊中市スポーツ振興事業団

緑地地域包括支援センター

株式会社明治

えーぜっと 豊中あぐり

⑤介護予防センター事業運営推進会議

地域住民および利用者の参画のもと、センター運営や地域ニーズにあった介護予防事業を検討するため

の意見、情報交換を行った。

センター名 第 回 第 回 第 回

庄 本 閉所により未実施

高 川

⑥ チャレンジサマー （就業体験）

学生が自らの専攻や将来の進路と関連した就業体験（インターンシップ）をすることにより、高齢化社

会における地域福祉や介護予防について理解を深めることを目指すほか、学生の視点による事業の評価や

新たな気づきを得て、事業運営に活かすことを目的として両センターで実施。

）期間・時間数： ～ の間で 日間、 時間

）参加者：関西学院大学人間福祉学部社会福祉学科 回生 名
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（ ）老人デイサービスセンター事業

施設名：デイサービスセンターふれあい庄本、デイサービスセンターふれあい高川

デイサービスセンターで食事、入浴、機能訓練などの介護サービスを日帰りで提供した。

従事職員： 庄本 名（平成 年 月末現在）、高川 名（平成 年 月末現在）

①開所時間 午前 時 分から午後 時 分（ 日電話相談を午後 時まで受付）

②開所日数 日（庄本）＊台風により 日休所。館内空調設備工事により 月から閉所。

日（高川）＊大阪北部地震により館内エレベーターが停止した為 日休所。台風により 日休所。

③利用実績

）要介護者の利用実績

利用人数 日平均人数 入浴人数

（ ～ 実績）庄 本 名 名 名

高 川 名 名 名

年度実績計 名 名 名

年度実績計 名 名 名

）要支援者の利用実績

利用人数 日平均人数 入浴人数

庄 本 名 名 名

高 川 名 名 名

年度実績計 名 名 名

年度実績計 名 名 名

）介護度別内訳（平成 年 月末現在）＊庄本は平成 年 月末現在

要介護 要介護 要介護 要介護 要介護 合 計

庄 本 名 名 名 名 名 名

高 川 名 名 名 名 名 名

合 計
名 名 名 名 名 名

％ ％ ％ ％ ％ ％

要支援 要支援 合 計

庄 本 名 名 名

高 川 名 名 名

合 計
名 名 名

％ ％ ％

④職場体験学習（ ）デイサービスセンター受け入れ実績

日程 学校名 受入人数 受入施設

～ 豊中市立第十六中学校 名 高 川

～
豊中市立第六中学校

豊中市立第三中学校

名

名

庄 本

高 川

豊中市立第十二中学校 名 高 川

～ 豊中市立第七中学校 名 庄 本

～ 豊中市立第十七中学校 名 高 川
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⑤サービスの質の向上に関する外部及び内部研修会出席（主なものを抜粋）

日程 内容

感染症予防と気を付けたい感染症知識

地域包括ケア研修

福祉車両安全運転講習会

現場で役立つ看取ケアの基本

認知症介護基礎研修

ＬＧＢＴ 性的マイノリティと人権

経済的虐待や財産侵害の事例と共に成年後見制度の役割を学ぶ

短期集中予防サービスを通じた効果的なケアマネジメント

⑥ 地域行事への参加状況（主なものを抜粋）

日程 内容

庄内西校区敬老の集いにおいて脳年齢測定と介護相談を実施

高川校区敬老の集いにおいて脳年齢測定と介護相談を実施

⑦ 地域交流スペースでの交流会の実施状況（主なものを抜粋）

日程 内容

～ 園芸講座

～ 地域懇親会（デイサービス運営推進会議）

～ コミュニティカフェ

コミュニティカフェ＆バー

庄内西保育所交流会

⑧ 実習生の受け入れについて

日程 学校名 受入人数

大谷大学 名

大阪府立大学 名

（ ）訪問看護事業

訪問看護ステーションの看護師が家庭を訪問し、療養の世話や診療の補助をした。

従事職員： 名（平成 年 月末現在）

①介護保険

）サービス提供実績

介護給付 利用人数 利用回数

年度実績 名 回

年度実績 名 回

予防給付 利用人数 利用回数

年度実績 名 回

年度実績 名 回
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）介護度別利用者数（平成 年 月実績）

利用者数

要支援 名 ％

要支援 名 ％

要介護 名 ％

要介護 名 ％

要介護 名 ％

要介護 名 ％

要介護 名 ％

計 名 ％

②医療保険

）サービス提供実績

利用人数 利用回数

年度実績 名 回

年度実績 名 回

）利用者数： 名（平成 年 月実績）

③サービスの質の向上に関する外部及び内部研修会出席（主なものを抜粋）

日程 内容

訪問看護サービス内容と介護保険、医療保険

報酬改定とこれからの訪問看護

当訪問看護ステーションの利用状況について

北部地震を体験して、事例報告検討会

訪問看護災害対策研修

薬局との連携方法等の研修会

ステーションにおける薬の保管状況と持ち帰り薬の実態について

訪問看護実務研修～保険請求事務とＱ＆Ａ

障害者総合支援法による障害福祉サービスの制度について

④その他

・ 社会貢献事業として、月 回「介護相談窓口」開設

・桜井谷校区 地区文化祭「脳年齢チェック」「介護相談窓口」

・災害支援訓練の実施（ 月）

− 71 −



- 73 - 
 

（ ）地域包括支援センター事業（市受託） 施設名：中央地域包括支援センター

地域で暮らす高齢者の介護予防などさまざまな総合相談窓口として、地域と介護と医療の連携構築に取

り組んでいる。また、介護予防支援事業所の役割として、介護保険の要支援認定者が介護保険サービスを

スムーズに利用できるよう介護予防プランの作成をしている。

①総合相談の状況（平成 年 月～ 年 月までの延べ件数）

相談経路 件数

本人 件

家族・親族 件

介護支援専門員 件

介護サービス従事者 件

近隣住民・知人 件

民生・児童委員等福祉関係者 件

市町村関係部署 件

その他 件

合 計 件

相談内容 件数

介護予防支援 件

介護保険サービス 件

虐待 件

成年後見関係 件

消費者被害 件

生活上の相談 件

介護の相談・介護者支援 件

福祉サービス 件

保健サービス 件

医療サービス 件

認知症 件

制度説明 件

その他 件

合 計 件

②介護予防サービス計画作成の状況 （平成 年 月～ 年 月までの実績）

包括作成 委託作成

延べ件数 月平均 延べ件数 月平均

要支援 件 件 件 件

要支援 件 件 件 件

事業対象者 件 件 件 件

合 計 件 件 件 件
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（ ）障害支援区分認定調査委託業務（市受託）

障害支援区分更新に伴う認定調査を行った。

）障害支援区分認定調査件数

調査件数

年度実績 件

年度実績 件

）認定調査員研修の受講

新たに認定調査員を行う職員が、下記の研修に参加した。

日程 研修名 参加人数

平成 年度第 回障がい支援区分認定調査員研修 名

（ ）ふれあい出前講座

社会貢献事業の一環として、地域の各種団体が開催する講座に職員が出向き介護に関する説明を行った。

（平成 年 月末現在）

件数 参加人数

平成 年度実績計 件 名
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（ ）地域包括支援センター事業（市受託） 施設名：中央地域包括支援センター

地域で暮らす高齢者の介護予防などさまざまな総合相談窓口として、地域と介護と医療の連携構築に取

り組んでいる。また、介護予防支援事業所の役割として、介護保険の要支援認定者が介護保険サービスを

スムーズに利用できるよう介護予防プランの作成をしている。

①総合相談の状況（平成 年 月～ 年 月までの延べ件数）

相談経路 件数

本人 件

家族・親族 件

介護支援専門員 件

介護サービス従事者 件

近隣住民・知人 件

民生・児童委員等福祉関係者 件

市町村関係部署 件

その他 件

合 計 件

相談内容 件数

介護予防支援 件

介護保険サービス 件

虐待 件

成年後見関係 件

消費者被害 件

生活上の相談 件

介護の相談・介護者支援 件

福祉サービス 件

保健サービス 件

医療サービス 件

認知症 件

制度説明 件

その他 件

合 計 件

②介護予防サービス計画作成の状況 （平成 年 月～ 年 月までの実績）

包括作成 委託作成

延べ件数 月平均 延べ件数 月平均

要支援 件 件 件 件

要支援 件 件 件 件

事業対象者 件 件 件 件

合 計 件 件 件 件
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⑤介護予防に向けての支援

）地域の通いの場づくり支援事業

とよなかパワーアップ体操を使った自主グループ作りの支援を、今年度は様々な団体や個人に対しての

啓発に加え、体操実施の会場となり得る場所と住民とを結びつける取り組みも行い、新たに グループが

立ち上がった。

■通いの場の普及啓発

団体名 年月日 場所 参加者人数

チャームヒルズ豊中旭ヶ丘
有料老人ホーム

チャームヒルズ豊中旭ヶ丘内
名

桜塚自治会一番星 北桜塚会館 名

豊中市老人クラブ連合会 福祉会館 名

南部連合自治会 伝統芸能館 名

西泉丘ハイロイヤル自治会 西泉丘ハイロイヤル 名

立花 丁目自治会 豊中自治会館 名

旭丘 マンション自治会 旭丘 集会室 名

旭丘近隣住民
有料老人ホーム

チャームヒルズ豊中旭ヶ丘内
名

小規模多機能施設みらいのあかり 小規模多機能施設みらいのあかり 名

南桜塚校区敬老の集い 南桜塚小学校 名

熊野田校区福祉委員会 熊野田会館 名

熊野田校区民生委員 熊野田会館 名

宝山町近隣住民 児童養護施設 翼 名

克明校区老人会（ローズ会） 石塚会館 名

熊野田近隣住民 小規模多機能施設みらいのあかり 名

桜塚ショッピングセンター近隣住民 桜塚ショッピングセンター内

るりホール
名

南桜塚一人暮らし老人会 東桜塚会館 名

岡上の町近隣住民 レンタルスペース きてや 名

■通いの場立ち上げ支援

団体名 年月日 回数 参加者人数

桜塚ローレルコート自治会 ～ 回 名

伝統芸能館 ～ 回 名

旭丘 マンション自治会 ～ 回 名

チャームヒルズ旭丘グループ ～ 回 名

宝山町つばさ会 ～ 回 名

東泉丘どんぐりころころ ～ 回 名

桜塚るりホール ～ 回 名

※中央圏域で合計 か所（平成 年 月末現在）
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③地域包括ケア体制

）高齢部会の開催

住み慣れた地域で安心して過ごせるよう、地域と医療や介護の関係機関が連携できるネットワーク「地

域包括ケアシステム」の構築を目的に、校区福祉委員や民生・児童委員、介護保険サービス提供事業所、

住宅型施設や医療機関等と意見交換会を開催している。小学校区単位での意見交換会を年 回、個別事例

検討会を年 回それぞれ開催。

）高齢者権利擁護事業

虐待ケースへの介入などの個別支援を通じて、成年後見事業の啓発活動や身近な相談窓口としての取り

組みを行ってきた。また、認知症等の高齢者が成年後見制度を活用できるよう市・司法書士・弁護士と連

携した。市が虐待事案とした人数 名。うち措置対応 名。

）司法書士による「高齢者お悩み相談会 熊野田分室」の開催

高齢者の支援では、様々な問題を抱えた複合的なケースや認知症がある方が多い。そのため、金銭管理

や相続問題等々の専門的な相談も多いが、相談者や家族において専門職に気軽に相談や質問をしづらいこ

とから、地域に根差した相談窓口である「熊野田分室」において司法書士による相談窓口を定期的に開催

した（年 回開催）。

相談内容 件数

成年後見（制度）に関すること 件

相続に関すること 件

法律上のトラブルに関すること 件

その他 件

合 計 件

 
）地域教室

介護予防の普及や支え合い啓発をすすめるため開催した。各校区での開催に加え、すこやかプラザでは

今年度『最期まで自分らしく暮らすために』を大きなテーマに掲げ、「エンディングノート」、「高齢者向

け施設について」、「認知症予防」、「お口の健康」など盛りだくさんの内容で開催した（年 回開催）。

）地域支援活動

校区福祉委員会をはじめ、民生委員、自治会等の活動に参加している。さらに、「介護予防おでかけマ

ップ」をより充実した内容に改訂し、住み慣れた地域で参加できる場所の情報発信をしている。一方では、

介護保険サービス提供事業所と連携し、地域貢献活動の一環として地域の求めるニーズを取り入れながら、

講座を開催している。また、一部の介護保険サービス提供事業所が定期的に開催する運営推進会議に参加

し、事業所と地域代表者、利用者代表とその家族に加わり、情報交換を行っている。

④ケアマネジャーへの支援

高齢者が長く自宅で生活をしていただくために、「なりたい自分になる」自立支援に向けた介護予防の

支援をするケアプラン作成の事例検討会を年 回開催。高齢者の自立支援に質するケアマネジメント力の

強化を行うとともに、「中央ほっと」はケアマネジャー同士の情報交換の場・相談窓口として機能してい

る。
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⑤介護予防に向けての支援

）地域の通いの場づくり支援事業

とよなかパワーアップ体操を使った自主グループ作りの支援を、今年度は様々な団体や個人に対しての

啓発に加え、体操実施の会場となり得る場所と住民とを結びつける取り組みも行い、新たに グループが

立ち上がった。

■通いの場の普及啓発

団体名 年月日 場所 参加者人数

チャームヒルズ豊中旭ヶ丘
有料老人ホーム

チャームヒルズ豊中旭ヶ丘内
名

桜塚自治会一番星 北桜塚会館 名

豊中市老人クラブ連合会 福祉会館 名

南部連合自治会 伝統芸能館 名

西泉丘ハイロイヤル自治会 西泉丘ハイロイヤル 名

立花 丁目自治会 豊中自治会館 名

旭丘 マンション自治会 旭丘 集会室 名

旭丘近隣住民
有料老人ホーム

チャームヒルズ豊中旭ヶ丘内
名

小規模多機能施設みらいのあかり 小規模多機能施設みらいのあかり 名

南桜塚校区敬老の集い 南桜塚小学校 名

熊野田校区福祉委員会 熊野田会館 名

熊野田校区民生委員 熊野田会館 名

宝山町近隣住民 児童養護施設 翼 名

克明校区老人会（ローズ会） 石塚会館 名

熊野田近隣住民 小規模多機能施設みらいのあかり 名

桜塚ショッピングセンター近隣住民 桜塚ショッピングセンター内

るりホール
名

南桜塚一人暮らし老人会 東桜塚会館 名

岡上の町近隣住民 レンタルスペース きてや 名

■通いの場立ち上げ支援

団体名 年月日 回数 参加者人数

桜塚ローレルコート自治会 ～ 回 名

伝統芸能館 ～ 回 名

旭丘 マンション自治会 ～ 回 名

チャームヒルズ旭丘グループ ～ 回 名

宝山町つばさ会 ～ 回 名

東泉丘どんぐりころころ ～ 回 名

桜塚るりホール ～ 回 名

※中央圏域で合計 か所（平成 年 月末現在）
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年月日 場所 内 容 参加者

豊中市すこやかプラザ

平成 年度事業報告

平成 年度事業計画

市庁舎ロビー展について

認知症対応マニュアルについて

名

豊中市役所第 庁舎

豊中オレンジフェア（市庁舎ロビー展）

認知症講演会

認知症対応マニュアルについて

名

豊中市役所第 庁舎

平成 年度事業報告（案）について

認知症対応マニュアルについて

平成 年度事業計画（案）について

認知症サポート医の推薦について

名

）「豊中オレンジフェア」の開催

豊中市では様々な関係機関・団体等により認知症支援の事業や活動が行われているが、それぞれが行う

支援内容や各種制度・サービス、相談窓口などの情報について周知・啓発を図り、認知症の予防と早期発

見につなげることを目的に、 月 日～ 日の 日間にかけて市役所第 庁舎ロビーにて開催し、合計

人が参加した。

・パネル展示 団体協力 枚のパネルを展示

・認知症相談 団体協力 日間で 人の相談に対応

・ミニ講座 団体協力 講座実施

）認知症講演会の開催

豊中精神保健福祉協議会 周年記念行事、認知症疾患医療センター事業研修会と合わせて開催

（会場：豊中市立文化芸術センター）

年月日 内 容 講 師 対 象 参加者

「現代人感覚が

とらえる認知症

予防」

朝田 隆 さん

医療法人社団創知会メモリークリニック

お茶の水 理事長

東京医科歯科大学脳統合機能研究センター

認知症研究部門 特任教授

市民・医師

歯科医師・

薬剤師・介護保

険事業所職員

名

）多職種による「見える事例検討会」

支援困難事例の解決に向けて集まった多職種が意見を交わしやすくする手法として、状況の把握と解決

の糸口を「見える化」するマインドマップというツールを用い、認知症事例の検討会を開催した。多職種

が集まることで新たな視点が発見でき、事例提供者とともに参加者のスキルアップとなった。年 回開催。
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）自立支援型「地域ケア個別会議」の開催

年度より介護予防活動普及展開事業大阪府モデル事業として地域ケア個別会議を開催している。会議

では、ケアマネジャーから事例提出を受け、自立に向けた支援策を多職種の専門職で検討し「望む暮らし

の実現」に向け、具体的なアドバイスを受ける場となっており、自立型ケアマネジメント力の強化を主な

目的としている。また、今年度からは生活支援コーディネーターも加わり、多職種協働によってネットワ

ーク構築ができ、さらに地域づくりへの展開も期待されている。

年月日 場 所 検討事例 参加者

くらしかん 事例 名

豊中市すこやかプラザ 事例 名

⑥認知症地域支援・ケア向上事業

認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、「早期発見･早期治療」を目

指し地域への認知症の理解の啓発や医療につなげるためのネットワーク体制の構築を目的として事業

を実施した。

）相談ケース

本人
家族

親族

介護

支援

専門員

地域

豊中

オレンジ

チーム

認知症

疾患医療

センター

その他 合計

認知症

の診断

あり 件 件 件 件 件 件 件 件

なし 件 件 件 件 件 件 件 件

不明 件 件 件 件 件 件 件 件

合計 件 件 件 件 件 件 件 件

）虹ねっと連絡会認知症支援部会及び認知症連携担当者会議（実務担当者会議）の開催

認知症支援部会は、医療従事者と介護従事者の連携強化を多職種協働で進行するため設置されている

「虹ねっと連絡会」において、特に認知症支援について中・長期的な視点から、支援体制の構築や支援方

策の充実に向けて、医療・介護分野が連携し、継続的・包括的に取り組むことを目的としている。虹ねっ

と連絡会 認知症支援部会規約に定める構成組織・団体に参画いただき、事業目的や内容を協議の上、本

事業を推進した。
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年月日 場所 内 容 参加者

豊中市すこやかプラザ

平成 年度事業報告

平成 年度事業計画

市庁舎ロビー展について

認知症対応マニュアルについて

名

豊中市役所第 庁舎

豊中オレンジフェア（市庁舎ロビー展）

認知症講演会

認知症対応マニュアルについて

名

豊中市役所第 庁舎

平成 年度事業報告（案）について

認知症対応マニュアルについて

平成 年度事業計画（案）について

認知症サポート医の推薦について

名

）「豊中オレンジフェア」の開催

豊中市では様々な関係機関・団体等により認知症支援の事業や活動が行われているが、それぞれが行う

支援内容や各種制度・サービス、相談窓口などの情報について周知・啓発を図り、認知症の予防と早期発

見につなげることを目的に、 月 日～ 日の 日間にかけて市役所第 庁舎ロビーにて開催し、合計

人が参加した。

・パネル展示 団体協力 枚のパネルを展示

・認知症相談 団体協力 日間で 人の相談に対応

・ミニ講座 団体協力 講座実施

）認知症講演会の開催

豊中精神保健福祉協議会 周年記念行事、認知症疾患医療センター事業研修会と合わせて開催

（会場：豊中市立文化芸術センター）

年月日 内 容 講 師 対 象 参加者

「現代人感覚が

とらえる認知症

予防」

朝田 隆 さん

医療法人社団創知会メモリークリニック

お茶の水 理事長

東京医科歯科大学脳統合機能研究センター

認知症研究部門 特任教授

市民・医師

歯科医師・

薬剤師・介護保

険事業所職員

名

）多職種による「見える事例検討会」

支援困難事例の解決に向けて集まった多職種が意見を交わしやすくする手法として、状況の把握と解決

の糸口を「見える化」するマインドマップというツールを用い、認知症事例の検討会を開催した。多職種

が集まることで新たな視点が発見でき、事例提供者とともに参加者のスキルアップとなった。年 回開催。
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．善意銀行の運営について

広く市民の善意の預託（寄付金）を受け、ひとり暮らし高齢者への年賀状、罹災世帯への見舞金、入

学祝い金などに払出を行った。

（ ）預託及び払出状況

預託・払出 金額

預託金 円

前年度繰越金 円

貸付返済金 円

計 円

払出金 円

＊預託及び払出状況は、預金利子等を含まない。

（ ）払出の内訳

種別 金額 備考

火災等罹災世帯見舞金等 円 世帯

生活困窮者貸付金 円
償還 （ 件 円）

未償還 （ 件 円）

生活困窮者の支援 円 入学祝い金 世帯

ひとり暮らし高齢者の見守り支援 円 年賀状、「無事です」マグネット等

災害への支援 円 テント・バッテリー等

子ども・若者の支援 円 子ども食堂学生サポーター交通費等

計 円

（ ）年賀状ボランティアの実施状況

市内 歳以上のひとり暮らし高齢者（ 名）への手作り年賀状を作成した。 月 日から 月

日の間の 日間で、延べ 名の市民ボランティアが参加した。
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）若年性認知症支援事業

・若年性認知症本人・家族の集い「ももの会」の開催

若年性認知症の場合、就労・子どもへの影響・社会参加の場が少ないなど高齢者とは異なった課題が

ある。ももの会では、認知症に良いといわれているコーヒーの香りに着目し、本人自身が豆から挽いて

楽しむ“ももカフェ”を開いて交流している。本人は、音楽や卓球など好きなことを行い、家族は家族

同士で日頃抱える悩みや不安を話し合い少しでも負担感を解消することで、ほっとできるひとときを過

ごせる場となっている。年 回開催。

）広報・啓発活動

認知症についての簡易チェックや相談先、状態に応じた適切なサービス提供の流れを掲載した「認知症

医療・福祉連携おたすけマップ」について、関係機関への配布や研修会を通じて広く普及啓発を行った。

）豊中市版 認知症対応マニュアルの作成

今後高齢者の入院患者の増加が見込まれる中、認知症で身体疾患のある患者も増加し、医療機関におい

ても認知症を正しく理解し、適切な対応やケアが行えるよう医療職の対応力向上がさらに求められる。認

知症の人を、地域で生活する大切なひとりの「人」であることを認識し、尊重する気持ちを基本とし、そ

の人をとりまく環境を少しでも改善することで自分らしく生きることができるよう、医療・介護に携わる

者の認知症対応力・ケアの質が向上することを目指している。今年度は、豊中市内の病院に勤務する看護

職員の意見をマニュアルに取り入れることを目的に、豊中市病院連絡協議会に参加されている 病院に

勤務する看護師を対象にアンケートを実施した。また、認知症支援部会により選定したメンバーでマニュ

アル検討会議を開催し、マニュアル骨子作成にむけて協議を重ねた。
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．善意銀行の運営について

広く市民の善意の預託（寄付金）を受け、ひとり暮らし高齢者への年賀状、罹災世帯への見舞金、入

学祝い金などに払出を行った。

（ ）預託及び払出状況

預託・払出 金額

預託金 円

前年度繰越金 円

貸付返済金 円

計 円

払出金 円

＊預託及び払出状況は、預金利子等を含まない。

（ ）払出の内訳

種別 金額 備考

火災等罹災世帯見舞金等 円 世帯

生活困窮者貸付金 円
償還 （ 件 円）

未償還 （ 件 円）

生活困窮者の支援 円 入学祝い金 世帯

ひとり暮らし高齢者の見守り支援 円 年賀状、「無事です」マグネット等

災害への支援 円 テント・バッテリー等

子ども・若者の支援 円 子ども食堂学生サポーター交通費等

計 円

（ ）年賀状ボランティアの実施状況

市内 歳以上のひとり暮らし高齢者（ 名）への手作り年賀状を作成した。 月 日から 月

日の間の 日間で、延べ 名の市民ボランティアが参加した。
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）第 回 シングルフェスティバル

趣味・教養を高め、趣味発表の機会をもち、会員間の親睦、交流と会活動の啓発を図ることを目的に、

とよなか男女共同参画推進センターすてっぷホールにおいて、 月 日にシングルフェスティバルを開

催した。歌と舞踊の発表を行い、 名の来場者があった。また、自主財源の確保を目的に か所の地域

福祉活動支援センターで開催のシルバー作品展において、手作り作品の販売を行った。また、「とよなか

道端の駅」への作品提供協力も行っている。

年月日 場所 来場者数 内 容

すてっぷホール 名 各会から希望者の出演発表 歌・舞踊・パフォーマンスなど

）連絡会研修会

会員の交流をはかり、自己研鑚を目的として指ヨガの開催。参加者 名

④広報啓発活動について

）広報誌の発行 （豊中シングルライフ）

年 回 発行部数：各 部

対 象 ひとり暮らし老人の会会員、市社協関係者、行政、高齢者関係機関など

）豊中ボランティアフェスティバルへの出展

（ ）老人介護者（家族）の会の支援

ねたきりや認知症等の高齢者等を介護している家族が連帯し、相互の交流と親睦をはかりながら、要介

護者とその家族介護者の福祉向上をはかることを目的とする会である。事務局を市社協におき、各種連絡

調整をした。

①会員状況 名（会員 名、賛助会員 名、特別賛助会員 名）

②会議・研修会・懇談会等の開催状況

）総会の開催

月 日地震のため中止、 月 日に理事総会を行い、事業報告、決算報告、役員改選、事業計画、予

算の決議をした。

）役員会の開催

年 回実施し、会の活動、運営について協議した。

）研修会 施設見学 の開催

年 回、市内 施設の見学を実施し、施設の内容を知り、会員の参考とした。

）交流会の開催

・男性介護者交流の集い（社協事業に協力） 中止

・若い家族介護者交流会 参加者 名

・介護サービス利用者家族交流会 参加者 名

・看取り会員ふれあい交流会 参加者 名

・中部・南部合同地区懇談会 中止

・北部・東部合同地区懇談会 参加者 名
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．当事者組織の支援と育成について

（ ）ひとり暮らし老人の会の支援

校区福祉委員会の協力を得ながら、「孤独の解消」と「一人よりみんなと」をスローガンに 歳以上の

ひとり暮らし高齢者が同じ立場の仲間や地域住民との交流を深める活動を行っている。 校区のひとり

暮らし老人の会連絡会の事務局として会運営の支援、調整を行った。

① 組織状況（平成 年 月 日現在）

校区名 会 名 会員数 結成年月 校区名 会 名 会員数 結成年月

大 池 さつき会 名 北 丘 ちさと会 名

豊島北 長月会 名 野 田 ことぶき会 名

上 野 卯の花会 名 庄内南 みどりの会 名

中豊島 七宝会 名 野 畑 薫会 名

刀根山 ほのぼの会 名 東泉丘 桃の会 名

桜井谷 桜の会 名 泉 丘 いずみ会 名

東豊中 きさらぎ会 名 島 田 気楽会 名

東豊台 きんもくせい 名 庄内西 青空会 名

南桜塚 南桜塚ときわ会 名 西 丘 むつみ会 名

豊 南 ときわ会 名 北 条 コスモス会 名

東 丘 八千代クラブ 名 寺 内 ひまわり 名

克 明 克明桜の会 名 小曽根 はつね会 名

桜 塚 まほろば会 名 熊野田 花みずき会 名

南 丘 南町いちの会 名 高 川 たか川会 名

原 田 やよい会 名 緑 地 緑地会 名

箕 輪 若松会 名 豊島西 スミレグループ 名

蛍 池 ほたる会 名 上新田 千里若竹会 名

少路・北緑丘 すみれ会 名 千 成 お～い千成ゲンキ会 休会中

豊 島 わかい会 名 合 計 校区 名

②会議等の開催状況

）役員会

年 回実施し、ひとり暮らし老人の会連絡会の活動、運営について協議した。

）連絡会・総会

年 回実施し、ひとり暮らし老人の会相互の交流と、会活動を円滑に推進した。

）シングルライフ編集委員会

年 回実施し、広報誌の編集、発行について協議した。

③連絡会活動について

）ブロック交流活動

各会からの参加者が、趣味活動を通じて情報交換や交流を行うために開催。各ブロック年 回開催。

目的…生きがいづくりの場を提供するとともに、会員同士の交流を深める。

）ブロック活動

ブロックごとに、各会相互の教養や親睦を深めるために開催。各ブロック年 回開催。

目的…ブロックごとの親睦を深め、ブロック活動を推進する。

− 80 −



- 81 - 
 

）第 回 シングルフェスティバル

趣味・教養を高め、趣味発表の機会をもち、会員間の親睦、交流と会活動の啓発を図ることを目的に、

とよなか男女共同参画推進センターすてっぷホールにおいて、 月 日にシングルフェスティバルを開

催した。歌と舞踊の発表を行い、 名の来場者があった。また、自主財源の確保を目的に か所の地域

福祉活動支援センターで開催のシルバー作品展において、手作り作品の販売を行った。また、「とよなか

道端の駅」への作品提供協力も行っている。

年月日 場所 来場者数 内 容

すてっぷホール 名 各会から希望者の出演発表 歌・舞踊・パフォーマンスなど

）連絡会研修会

会員の交流をはかり、自己研鑚を目的として指ヨガの開催。参加者 名

④広報啓発活動について

）広報誌の発行 （豊中シングルライフ）

年 回 発行部数：各 部

対 象 ひとり暮らし老人の会会員、市社協関係者、行政、高齢者関係機関など

）豊中ボランティアフェスティバルへの出展

（ ）老人介護者（家族）の会の支援

ねたきりや認知症等の高齢者等を介護している家族が連帯し、相互の交流と親睦をはかりながら、要介

護者とその家族介護者の福祉向上をはかることを目的とする会である。事務局を市社協におき、各種連絡

調整をした。

①会員状況 名（会員 名、賛助会員 名、特別賛助会員 名）

②会議・研修会・懇談会等の開催状況

）総会の開催

月 日地震のため中止、 月 日に理事総会を行い、事業報告、決算報告、役員改選、事業計画、予

算の決議をした。

）役員会の開催

年 回実施し、会の活動、運営について協議した。

）研修会 施設見学 の開催

年 回、市内 施設の見学を実施し、施設の内容を知り、会員の参考とした。

）交流会の開催

・男性介護者交流の集い（社協事業に協力） 中止

・若い家族介護者交流会 参加者 名

・介護サービス利用者家族交流会 参加者 名

・看取り会員ふれあい交流会 参加者 名

・中部・南部合同地区懇談会 中止

・北部・東部合同地区懇談会 参加者 名
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（ ）子育て支援ネットワーク事業

①市内の子育てサークル状況調査の実施

市内で活動している子育てサークルに、活動内容に関するアンケートを実施。また、その内容を元に、

子育てサークルマップを作成。

②子育てサークルマップの発行 部

本庁、各出張所、こども相談課、こども事業課、こども政策課、子育て支援センター、保健センター、

豊中市保健所、各公民館、図書館、保育所、幼稚園、こども園、地域福祉活動支援センター、校区福祉委

員会などで配布。

③わいわい子育てミーティングの実施

年月日 出席者数 内容

名 工作・歌遊びの紹介（子育て支援センター）、サークル・サロン交流会

④イベントの開催（実行委員会に参画） 「みんな集まれ わくわくランド」

南部（庄内体育館）と北部（千里体育館）の か所で実施。子育て支援に関係する機関が集まり、みん

なで子育てを応援しているというメッセージを発信した。

⑤子育てサロン（ 校区）
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周年記念事業

年月日 場所 参加者数 内容

豊中市立

文化芸術センター小ホール
名

周年記念イベントとして、映画「ケアニン」上

映、 年の歩み報告、バイオリン演奏、オレンジ

ライトアップなど

割烹うを浅 名 周年感謝の集いとして、会員との懇親会

・ 周年記念誌発行

③介護なんでも相談「ほっとライン」

週 回（水曜）実施し、介護者（家族）の会役員が交替で相談をうけた。

④広報・啓発活動

介護者通信 年 回発行 各 部

（ ）家族介護者交流事業 市受託

在宅で高齢者を介護している介護者を対象に、心身のリフレッシュと情報交換を目的に実施。

日 時 平成 年 月 日～ 月 日

行 先 みのお山荘 風の杜

参加者 名

（ ）障害児・障害者施設等関係

①福祉の店「なかま」運営委員会

阪急豊中駅北改札口前の公共スペースを豊中市より提供を受け、障害者の生きがいの場と地域住民とと

もに生きるふれあいの場として、福祉の店「なかま」を設置。市内 作業所で運営委員会を結成。年

回実施。

）福祉の店「なかま」について

ア）事業概要 ・情報スペース（ビデオ上映・ボランティア求人票）

・啓発部門（紹介冊子・作品展示など）

イ）売上金 円（店舗）

福祉の店「なかま」出張店

地域のまつりなどのイベントの際、参画作業所が出張店として、授産製品等の販売を実施。

売上金 円（出張店）

すこやかプラザ内展示ケース

すこやかプラザ内のショーケースで展示をしている授産製品について、購入希望の製品を販売。

売上金 円（ショーケース展示）

＜売上金額＞ 店舗＋出張店（※ 年度～店舗＋出張店＋展示ケース）

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

売上金額 円 円 円 円 円 円

②障害者週間啓発キャンペーン（ 月 日）

障害者週間（ 月 日～ 日）を契機に、市民に障害者への理解を深めていただくためのキャンペーン

を開催。

障害者週間啓発キャンペーン実行委員会の開催（ 月 日， 日）…要望書の作成・当日のプログラ

ムなどを協議。
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（ ）子育て支援ネットワーク事業

①市内の子育てサークル状況調査の実施

市内で活動している子育てサークルに、活動内容に関するアンケートを実施。また、その内容を元に、

子育てサークルマップを作成。

②子育てサークルマップの発行 部

本庁、各出張所、こども相談課、こども事業課、こども政策課、子育て支援センター、保健センター、

豊中市保健所、各公民館、図書館、保育所、幼稚園、こども園、地域福祉活動支援センター、校区福祉委

員会などで配布。

③わいわい子育てミーティングの実施

年月日 出席者数 内容

名 工作・歌遊びの紹介（子育て支援センター）、サークル・サロン交流会

④イベントの開催（実行委員会に参画） 「みんな集まれ わくわくランド」

南部（庄内体育館）と北部（千里体育館）の か所で実施。子育て支援に関係する機関が集まり、みん

なで子育てを応援しているというメッセージを発信した。

⑤子育てサロン（ 校区）
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（ ）日本赤十字社大阪府支部豊中市地区

豊中市赤十字奉仕団の育成及び市民への赤十字思想の普及に努めた。

①赤十字運動月間

月から 月の期間に赤十字運動月間として、地域の赤十字奉仕団の協力のもと赤十字活動資金募集を

実施した。

＜平成 年度実績額＞ 円

②義援金・救援金の受付

国内の大規模災害に対して、義援金の呼びかけを行ったほか、豊中市役所第 庁舎・第 庁舎、庄内・

新千里各出張所、並びに豊中市社会福祉協議会等で募金箱を設置した。

義援金・救援金名称 年度募金額（延べ募金額）

東日本大震災義援金
円

（延べ 円）

平成 年度熊本地震災害義援金
円

（延べ 円）

平成 年 月 日からの大雨災害義援金
円

（延べ 円）

平成 年大阪府北部地震災害義援金 円

平成 年 月豪雨災害義援金 円

平成 年北海道胆振東部地震災害義援金 円

中東人道危機救援金 円

バングラディシュ南部避難民救援金 円

年インドネシア・ロンボク島地震救援金 円

年インドネシア・スラウェシ島地震救援金 円

年モザンビークサイクロン救援金 円

③災害見舞金支給

火災見舞金：支給世帯 世帯 円（＠ × 世帯）

（ ）豊中市赤十字奉仕団

赤十字思想に基づいて活動しているボランティア組織である豊中市赤十字奉仕団連合分団・協力地域へ

の活動支援に努めた。講習・イベントなどを通じて赤十字思想の普及に努めた。

＜会議の開催状況＞

・豊中市赤十字奉仕団委員会（総会）： 月 日実施

・役員会： 回実施

・豊中市赤十字奉仕団結成 周年記念大会実行委員会： 回実施
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．各種団体等の支援について

豊中市献血推進協議会・日本赤十字社大阪府支部豊中市地区並びに豊中市赤十字奉仕団事務局・豊中地

区募金会の事務局に加え、平成 年度から豊中市民生・児童委員協議会並びに同連合会の事務局を、ま

た、平成 年度より豊中市社会福祉施設連絡会、平成 年度より豊中市老人クラブ連合会の事務局を豊

中市社会福祉協議会に置き、活動を支援している。

（ ）豊中市献血推進協議会

医療で必要なすべての血液製剤を献血で確保する体制を確立するため、広く市民に対し献血意義の普及

のための広報活動に努めたほか、市内自治会・団体とともに、より多くの市民に献血に参加していただく

活動を行った。

①地域献血の実施支援

）豊中市内地域団体主催献血 か所

）年間献血実施回数 回 献血者数 名

②広報啓発活動

）広報車両にて実施校区を巡回し、広報活動を実施した。

）主催団体及び開催地域小学校に広報資材（ポスター・チラシ）を配布し、地域住民に対し開催の案内

を広報するとともに、献血者には啓発物品（ボールペン）を配布した。

）街頭啓発活動

・夏の献血キャンペーン

① 月 日（土）千里中央駅周辺

協力者： 名

② 月 日（日）阪急曽根駅前

協力者： 名

・冬の献血キャンペーン

月 日（金）豊中市役所第 庁舎・第 庁舎玄関前

協力者： 名

）その他啓発活動

・地域子ども教室（献血クイズラリー）： 月 日

・豊中まつり 献血ブース出店： 月 日 子ども向け けんけつクイズの実施

・夏休み子ども血液センター見学会： 月 日

参加者：豊中市内小学生・中学生 組 名

・献血説明会： 月 日 市立緑地小学校

月 日 市立第十四中学校

・高校献血： 月 日 大商学園高等学校

・はたちの献血啓発活動： 月 日 成人式会場で献血啓発グッズ配布
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（ ）日本赤十字社大阪府支部豊中市地区

豊中市赤十字奉仕団の育成及び市民への赤十字思想の普及に努めた。

①赤十字運動月間

月から 月の期間に赤十字運動月間として、地域の赤十字奉仕団の協力のもと赤十字活動資金募集を

実施した。

＜平成 年度実績額＞ 円

②義援金・救援金の受付

国内の大規模災害に対して、義援金の呼びかけを行ったほか、豊中市役所第 庁舎・第 庁舎、庄内・

新千里各出張所、並びに豊中市社会福祉協議会等で募金箱を設置した。

義援金・救援金名称 年度募金額（延べ募金額）

東日本大震災義援金
円

（延べ 円）

平成 年度熊本地震災害義援金
円

（延べ 円）

平成 年 月 日からの大雨災害義援金
円

（延べ 円）

平成 年大阪府北部地震災害義援金 円

平成 年 月豪雨災害義援金 円

平成 年北海道胆振東部地震災害義援金 円

中東人道危機救援金 円

バングラディシュ南部避難民救援金 円

年インドネシア・ロンボク島地震救援金 円

年インドネシア・スラウェシ島地震救援金 円

年モザンビークサイクロン救援金 円

③災害見舞金支給

火災見舞金：支給世帯 世帯 円（＠ × 世帯）

（ ）豊中市赤十字奉仕団

赤十字思想に基づいて活動しているボランティア組織である豊中市赤十字奉仕団連合分団・協力地域へ

の活動支援に努めた。講習・イベントなどを通じて赤十字思想の普及に努めた。

＜会議の開催状況＞

・豊中市赤十字奉仕団委員会（総会）： 月 日実施

・役員会： 回実施

・豊中市赤十字奉仕団結成 周年記念大会実行委員会： 回実施
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③豊中市第 地区民生・児童委員協議会

民生委員児童委員数 名 主任児童委員数 名 合計 名（平成 年 月 日現在）

・定期総会： 月 日実施、 名

・臨時総会： 月 日実施、 名

・役員会： 回実施

・三役会：事業計画の検討等 回実施

・主任児童委員連絡会：役員会、施設見学、こんにちは赤ちゃん訪問、マタニティ＆ファミリーコンサー

ト等

・各専門研究部会研修は全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこ

ぼさない…担い手づくり」として 月 日実施、 名

④豊中市第 地区民生・児童委員協議会

民生委員児童委員数 名 主任児童委員数 名 合計 名（平成 年 月 日現在）

・定期総会： 月 日実施、 名

・臨時総会： 月 日実施、 名

・管外研修会： 月 日実施、 名

・役員会： 回実施

・三役会：事業計画の検討等 回実施

・主任児童委員連絡会：役員会、情報交換会、こんにちは赤ちゃん訪問等

・各専門研究部会研修は全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこ

ぼさない…担い手づくり」として 月 日実施、 名

⑤豊中市民生・児童委員協議会連合会

・定期総会： 月 日実施、 名

・理事会： 回実施

・広報部会：民児協とよなか（第 号、第 号）発行、施設見学等

・主任児童委員連絡会：わくわくランド参画、研修会等

・第 回豊中市民生委員・児童委員大会：

年月日 場 所 人数 内 容

豊中市立文化芸術センター

大ホール 名

第一部 式典

第二部 方面委員制度創設 周年記念講演会

※一般参加者 名

・全体研修会：全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこぼさない

…担い手づくり」として 月 日実施、 名
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（ ）豊中地区募金会

市内地域の協力のもと共同募金運動を実施。また、豊中市内への配分申請に関する事務等を行い、福祉

施設や地域活動への支援を行った。

①共同募金運動の実施

実施期間： 月 日～ 月 日 募金総額： 円

＊バッジ募金（ 個 円）に協力

②会議の開催状況

・総会・委員会：各１回実施

・役員会： 回実施

③街頭募金の実施

）日 時： 月 日 ： ～ ： 岡町駅前（岡町商店街、桜塚商店街）

参加者： 名

）日 時： 月 日 ： ～ ： 曽根駅前、庄内駅前、千里中央駅前

参加者： 名

※ ）は試験的に夕刻に実施。街頭募金運動への協力の呼びかけも豊中地区募金会役員及び市社

協職員、また周辺地域の団体への呼びかけに留める。

 
（ ）豊中市民生・児童委員協議会及び同連合会

①豊中市第 地区民生・児童委員協議会

民生委員児童委員数 名 主任児童委員数 名 合計 名（平成 年 月 日現在）

・定期総会： 月 日実施、 名

・臨時総会： 月 日実施、 名

・管外研修会： 月 日実施、 名

・役員会： 回実施

・企画部会：事業計画の検討等 回実施

・主任児童委員連絡会：役員会、イカのおすし紙芝居、こんにちは赤ちゃん訪問、ファミリーコンサート

等

・各専門研究部会研修は全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこ

ぼさない…担い手づくり」として 月 日実施、 名

②豊中市第 地区民生・児童委員協議会

民生委員児童委員数 名 主任児童委員数 名 合計 名（平成 年 月 日現在）

・定期総会： 月 日実施、 名

・臨時総会： 月 日実施、 名

・役員会： 回実施

・正副会長会：事業計画の検討等 回実施

・主任児童委員連絡会：役員会、手づくり勉強会、こんにちは赤ちゃん訪問、ファミリーコンサート等

・各専門研究部会研修は全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこ

ぼさない…担い手づくり」として 月 日実施、 名
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③豊中市第 地区民生・児童委員協議会

民生委員児童委員数 名 主任児童委員数 名 合計 名（平成 年 月 日現在）

・定期総会： 月 日実施、 名

・臨時総会： 月 日実施、 名

・役員会： 回実施

・三役会：事業計画の検討等 回実施

・主任児童委員連絡会：役員会、施設見学、こんにちは赤ちゃん訪問、マタニティ＆ファミリーコンサー

ト等

・各専門研究部会研修は全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこ

ぼさない…担い手づくり」として 月 日実施、 名

④豊中市第 地区民生・児童委員協議会

民生委員児童委員数 名 主任児童委員数 名 合計 名（平成 年 月 日現在）

・定期総会： 月 日実施、 名

・臨時総会： 月 日実施、 名

・管外研修会： 月 日実施、 名

・役員会： 回実施

・三役会：事業計画の検討等 回実施

・主任児童委員連絡会：役員会、情報交換会、こんにちは赤ちゃん訪問等

・各専門研究部会研修は全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこ

ぼさない…担い手づくり」として 月 日実施、 名

⑤豊中市民生・児童委員協議会連合会

・定期総会： 月 日実施、 名

・理事会： 回実施

・広報部会：民児協とよなか（第 号、第 号）発行、施設見学等

・主任児童委員連絡会：わくわくランド参画、研修会等

・第 回豊中市民生委員・児童委員大会：

年月日 場 所 人数 内 容

豊中市立文化芸術センター

大ホール 名

第一部 式典

第二部 方面委員制度創設 周年記念講演会

※一般参加者 名

・全体研修会：全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中 分科会 「民生委員の一人も取りこぼさない

…担い手づくり」として 月 日実施、 名
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（ ）豊中市老人クラブ連合会

仲間づくりを通じて、生きがいと健康づくりを豊かにする活動を行うとともに、その知識や経験を活か

して、地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会活動に取り組んでいる。現在、 の単位老人クラ

ブ、約 人の会員で組織されている。

担当・主催部会 内容

総務企画部会

常任理事会

理事会

単位クラブ会長・役員研修会

豊中市高齢者文化祭

役員管外研修会（兵庫県三木市 広域防災センター）

豊中市老人クラブ連合会役員新年互礼会

単位老人クラブ会長研修会（パナソニックミュージアム他）

若手部会
老人クラブ運営補助金支援事業

健康ウォークラリー大会

グラウンドゴルフ部会 第 回豊中市シルバーグラウンドゴルフチャンピオン大会

北摂第 ブロック

健康ウォークラリー大会

囲碁・将棋大会

グラウンドゴルフ大会

ゲートボール部会
市老連ゲートボール大会

豊中市高齢者ゲートボール大会

謡曲部会
豊中市高齢者謡曲大会

豊中市老人クラブ連合会新春謡曲大会

文化広報部会 豊中市老連だより「豊寿」の発行

将棋部会

豊中市高齢者将棋大会

豊中市老人クラブ連合会将棋団体戦

豊中市老人クラブ連合会新春将棋大会

囲碁部会

豊中市高齢者囲碁大会

豊中市老連女流囲碁大会

豊中市老人クラブ連合会新春囲碁大会

女流囲碁大会

大阪
大阪府老人クラブ大会

グラウンドゴルフ大会

レクリエーション部会 豊中市高齢者レクリエーション大会

趣味部会 秋季旅行（山陰方面：島根県）

社会活動部会 とよなか市民環境展 への出展

女性部会 健康づくりチャレンジ講座

カーリンコン部会 カーリンコン大会
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（ ）豊中市社会福祉施設連絡会

豊中市内で社会福祉施設を経営する社会福祉法人等が相互に連携し、それぞれの機能を生かした事業

を協働で展開することによって、施設利用者のサービス向上、施設経営と管理運営の充実を図るととも

に、専門機関として新たな役割を果たしていくことを目的に、平成 年 月に設立。

①役員会

年 回開催

②各種事業

・定期総会・研修会： 月 日実施、 名・ 名

・第 回大阪府社会福祉施設人権活動推進協議会 幹事会 月 日出席、 名

・第 回人材育成研修会： 月 日実施、 名

・大阪府社会福祉施設人権活動推進協議会総会及び全体研修会： 月 日出席、 名

・大阪府内の地域貢献委員会（施設連絡会）情報交換会： 月 日出席、 名

・「いきいき長寿フェア」（福祉教育事業）： 月 日参加、 名

・豊中市社会福祉施設連絡会・ との意見交換会： 月 日実施、 名

・豊中障がい者施設間職場留学成果発表・交流会： 月 日事業協力

・第 回人権研修会： 月 日実施、 名

・全国校区・小地域福祉活動サミット 豊中： 月 日事業協力

・第 回大阪府社会福祉施設人権活動推進協議会 幹事会： 月 日出席、 名

・第 回人材育成研修会： 月 日実施、 名

・第 回人権研修会： 月 日実施、 名

・大阪府社会福祉施設人権活動推進協議会臨時総会及び全体研修会： 月 日出席、 名

・「ボランティアフェスティバル」（福祉教育事業）： 月 日参加、 名

③加入状況（平成 年 月 日現在）

法人 内訳（領域：高齢 法人、障害 法人、保育・児童 法人）
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（ ）豊中市老人クラブ連合会

仲間づくりを通じて、生きがいと健康づくりを豊かにする活動を行うとともに、その知識や経験を活か

して、地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会活動に取り組んでいる。現在、 の単位老人クラ

ブ、約 人の会員で組織されている。

担当・主催部会 内容

総務企画部会

常任理事会

理事会

単位クラブ会長・役員研修会

豊中市高齢者文化祭

役員管外研修会（兵庫県三木市 広域防災センター）

豊中市老人クラブ連合会役員新年互礼会

単位老人クラブ会長研修会（パナソニックミュージアム他）

若手部会
老人クラブ運営補助金支援事業

健康ウォークラリー大会

グラウンドゴルフ部会 第 回豊中市シルバーグラウンドゴルフチャンピオン大会

北摂第 ブロック

健康ウォークラリー大会

囲碁・将棋大会

グラウンドゴルフ大会

ゲートボール部会
市老連ゲートボール大会

豊中市高齢者ゲートボール大会

謡曲部会
豊中市高齢者謡曲大会

豊中市老人クラブ連合会新春謡曲大会

文化広報部会 豊中市老連だより「豊寿」の発行

将棋部会

豊中市高齢者将棋大会

豊中市老人クラブ連合会将棋団体戦

豊中市老人クラブ連合会新春将棋大会

囲碁部会

豊中市高齢者囲碁大会

豊中市老連女流囲碁大会

豊中市老人クラブ連合会新春囲碁大会

女流囲碁大会

大阪
大阪府老人クラブ大会

グラウンドゴルフ大会

レクリエーション部会 豊中市高齢者レクリエーション大会

趣味部会 秋季旅行（山陰方面：島根県）

社会活動部会 とよなか市民環境展 への出展

女性部会 健康づくりチャレンジ講座

カーリンコン部会 カーリンコン大会
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．各種団体・関係機関との連携等について

各種審議会や委員会等に参画することで、関係機関や各種団体との連絡調整を積極的に行うとともに、

ボランティア活動、地域福祉活動に取り組む団体等に対する後援、共催等を通じて、福祉のネットワーク

づくりや地域福祉の振興に努めた。

（ ）各種審議会・委員会等への参画状況

＜豊中市社会福祉審議会・民生委員審査専門分科会・児童福祉専門分科会＞

＜豊中市健康福祉審議会＞

＜豊中市保健医療審議会＞

＜豊中市学校教育審議会＞

＜豊中市こども審議会＞

＜豊中市介護給付費等支給審査会＞

＜豊中市障害福祉センター運営検討部会＞

＜豊中市介護保険事業運営委員会・地域包括支援センター運営協議会・生活支援サービス部会・

地域密着型サービス運営検討部会＞

＜豊中市民健康づくり協議会＞

＜豊中市国民健康保険運営協議会＞

＜豊中市青少年健全育成協議会＞

＜豊中市国民保護協議会＞

＜豊中市保護司候補者検討協議会＞

＜豊中市障害者自立支援協議会＞

＜豊中市明るい選挙推進協議会＞

＜豊中市安全なまちづくり推進協議会＞

＜豊中市すこやかプラザ運営協議会＞

＜豊中企業人権啓発推進員協議会＞

＜豊中市子ども読書活動連絡会＞

＜大阪府社会福祉施設人権活動推進協議会＞

＜池田公共職業安定所地域生活保護受給者等就労自立促進事業協議会＞

＜豊中市民生委員推薦会＞

＜豊中市地域包括ケアシステム推進総合会議＞

＜豊中市ＤＶ防止ネットワーク会議・実務担当者会議＞

＜豊中市子どもを守る地域ネットワーク＞

＜豊中市こども施策推進連絡会議・実務担当者会議＞

＜豊中市子ども・若者支援協議会＞

＜豊中市こどもの相談支援ネットワーク会議＞

＜豊中まつり 推進会・実行委員会＞

＜健康づくり計画推進会議・実務担当者会議＞

＜豊中市自殺対策ネットワーク会議＞

＜豊中市くらし再建パーソナルサポート事業連絡会議＞

＜安否確認実施機関関係部局会議＞
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＜市立青少年自然の家「わっぱる」管理運営検討会議＞

＜豊中市食育推進計画連絡会議・実務担当者会議＞

＜豊中市地域就労支援事業推進会議＞

＜多重債務問題連絡会・実務担当者会議＞

＜豊中市情報公開・個人情報保護運営委員会＞

＜とよなか市民環境会議＞

＜社会を明るくする運動豊中地区実施委員会＞

＜豊中市生涯現役促進地域連携事業推進協議会＞

＜豊中市障害者差別解消支援地域協議会＞

＜豊中市地域福祉推進連携協議会＞

＜豊中市消費者教育推進計画検討連絡会議・実務担当者会議＞

＜豊中市社会福祉法人地域貢献活動推進地域協議会＞

＜豊中市メンタルヘルス対策推進会議ネットワーク会議＞

＜豊中市居住支援協議会＞

＜（仮称）南部コラボセンター基本構想推進会議＞

＜大阪府北摂ブロック福祉有償運送運営協議会＞
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．災害支援の取り組みについて

（ ）東日本大震災復興支援関連

①豊中市ボランティアバス事業（市受託）

別掲

②陸前高田市・大槌町からの豊中まつり への出店

月 日（土）・ 日（日）、ボランティアバスで交流のある陸前高田市・大槌町と、今後も相互に交流

する機会のひとつとして、陸前高田市・大槌町から豊中まつりに出店していただいた。当日は、ボランテ

ィアバス参加者や、関係者、社協職員有志など、 日間でのべ約 名がボランティアとして参加し、交

流した。

③豊中市内の避難者への支援

避難者のネットワーク作り

避難情報（連絡先・メール等）の提供依頼をし、避難者同士のつながり作り

避難者への情報提供

・被災地からの情報紙・定期便の案内

避難者の個別支援（生活相談 など）

④物産展の開催

各校区福祉委員会活動・とよなか産業フェア・ボランティアフェスティバルなどで東北復興支援物産展

を開催（延べ 回実施）

仕入れ総額 円

※平成 年度より物産展開催時の商品は各団体での買い取りとして対応

※施設で被災地物産販売物品の斡旋も実施

⑤大阪府下避難者支援団体等連絡協議会「ホッとネットおおさか」の定例会への参加

東日本大震災や東京電力福島第一原発事故を受けて、大阪府内で避難生活を送る方々を支援する民間

の 団体が設立し、豊中市社協も加盟。民間・社協・弁護士会などが連携して情報共有し、自治体

とも連携してサポートを推進。

⑥ 復興支援イベント「支援のつどい」

各種団体とともに、広く市民に対して継続的な支援を誓うイベントとして開催。

年月日 参加者数 会場 内容

名
豊中市すこやかプラザ

階並びに中庭

・市社協の取り組み報告

・ろうそく点灯

・黙とう

・当日、被災地支援物産展、支援金募金を実施。

支援金募金額： 円

メッセージ寄せ書き（ぐるぐるアート）の送付 岩手県陸前高田市、大槌町
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（ ）後援について

後援

事業名 団体名

第 回よい歯の集い 一般社団法人 豊中市歯科医師会

豊中市学校歯科医会

親の介護を担うとき

～息子・娘 それぞれの問題と未来を考える～

一般財団法人とよなか男女共同参画推進財団

第 回シルバーグラウンドゴルフチャンピオン大会 豊中市老人クラブ連合会

第 回シルバーゲートボールチャンピオン大会 豊中市老人クラブ連合会

第 回豊中市老人クラブ大会 豊中市老人クラブ連合会

地域里親シンポジウム 大阪府池田子ども家庭センター

大阪里親連合会池田支部（わかば会）

災害時帰宅困難者体験訓練 災害時帰宅困難者体験訓練実行委員会

平成 年度（ 年度）「人権教育をすすめる市民の

集い」

豊中市人権教育推進委員協議会

大阪府北部コミュニティカレッジ 年度制講座事業 ＮＰＯ法人 大阪府北部コミュニティカレッジ

第 回大阪保育子育て人権研究集会 第 回大阪保育子育て人権研究集会実行委員会

第 回豊中市高齢者文化祭 豊中市老人クラブ連合会

障害児・者ボウリング大会 公益財団法人大阪ＹＭＣＡ 体育事業部

公益財団法人大阪認知症研究会主催 認知症講演会 公益財団法人 大阪認知症研究会

人形芝居ぬくぬく座＆デフパペットシアターひとみ

コラボステージ

社会福祉法人 育夢

大阪認知症研究会主催認知症講演会 公益財団法人 大阪認知症研究会

北摂地域合同研修＆介護の魅力発信プロジェクト 社会福祉法人 大阪府社会福祉協議会・大阪福祉

人材支援センター

豊中市社会福祉施設連絡会 第 回 人権研修会 豊中市社会福祉施設連絡会

コープこうべ 平和のつどい 生活協同組合コープこうべ 大阪北地区活動本部

豊中精神保健福祉協議会 創立 周年記念事業 豊中精神保健福祉協議会

視覚障がい者移動支援の為の介助養成講座 ＮＰＯ法人 大阪府北部コミュニティカレッジ

第 回インクルーシブ教育を考えるシンポジウム 豊中市教職員組合

協賛

事業名 団体名

市民活動ジャンプフェスタ 豊中市市民協働部コミュニティ政策課
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．災害支援の取り組みについて

（ ）東日本大震災復興支援関連

①豊中市ボランティアバス事業（市受託）

別掲

②陸前高田市・大槌町からの豊中まつり への出店

月 日（土）・ 日（日）、ボランティアバスで交流のある陸前高田市・大槌町と、今後も相互に交流

する機会のひとつとして、陸前高田市・大槌町から豊中まつりに出店していただいた。当日は、ボランテ

ィアバス参加者や、関係者、社協職員有志など、 日間でのべ約 名がボランティアとして参加し、交

流した。

③豊中市内の避難者への支援

避難者のネットワーク作り

避難情報（連絡先・メール等）の提供依頼をし、避難者同士のつながり作り

避難者への情報提供

・被災地からの情報紙・定期便の案内

避難者の個別支援（生活相談 など）

④物産展の開催

各校区福祉委員会活動・とよなか産業フェア・ボランティアフェスティバルなどで東北復興支援物産展

を開催（延べ 回実施）

仕入れ総額 円

※平成 年度より物産展開催時の商品は各団体での買い取りとして対応

※施設で被災地物産販売物品の斡旋も実施

⑤大阪府下避難者支援団体等連絡協議会「ホッとネットおおさか」の定例会への参加

東日本大震災や東京電力福島第一原発事故を受けて、大阪府内で避難生活を送る方々を支援する民間

の 団体が設立し、豊中市社協も加盟。民間・社協・弁護士会などが連携して情報共有し、自治体

とも連携してサポートを推進。

⑥ 復興支援イベント「支援のつどい」

各種団体とともに、広く市民に対して継続的な支援を誓うイベントとして開催。

年月日 参加者数 会場 内容

名
豊中市すこやかプラザ

階並びに中庭

・市社協の取り組み報告

・ろうそく点灯

・黙とう

・当日、被災地支援物産展、支援金募金を実施。

支援金募金額： 円

メッセージ寄せ書き（ぐるぐるアート）の送付 岩手県陸前高田市、大槌町
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．その他 市受託事業について

（ ）安心生活創造事業

①抜け漏れのない実態把握事業（ひとり暮らし高齢者アンケート調査）

）調査目的

「安心・見守り事業」の対象者の把握や、また、困りごとがある人々を様々な福祉施策に結び付けて

いくことができるよう調査することを目的とする。

調査対象

平成 年 月 日現在、住民基本台帳において 歳で、在宅で生活されているひとり暮らしの

方（※介護保険の申請をしている人を除く）

調査方法

市・市社会福祉協議会・学識経験者で協議し作成した調査票を、ひとり暮らしの高齢者宅へ民生・

児童委員が届けて、郵送にて返送いただく方式

調査期間

平成 年 月中旬～ 月 日

対象者数 名

②とよなか安心キットの配布

）配布目的

ひとり暮らし高齢者の安全・安心を確保し、市へのひとり暮らし登録を推進するため、平成 年

度より緊急時の連絡先を記入して保管してもらう救急医療情報キットを登録者に配布し、見守り体

制を強化していくことを目的とする。

配布対象

市のひとり暮らし高齢者登録をしている 歳以上のひとり暮らし高齢者

）配布方法

安心キットとひとり暮らし応援買い物・福祉便利帳を、対象者宅へ民生・児童委員が届ける方式

配布本数 本

有効事例回数（救急搬送時に情報収集のため活用した事例） 件
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（ ）熊本地震復興支援関連

平成 年 月 日、 日、熊本県で震度 を観測する地震が発生し益城町など甚大な被害を受けた。

市社協として下記の支援活動を実施した。

①募金箱設置

別掲

②物産展の開催

各校区福祉委員会活動・とよなか産業フェア・ボランティアフェスティバルなどで熊本復興支援物産展

を開催（延べ 回実施）

仕入れ総額 円

※物産展開催時の商品は各団体での買い取りとして対応

※施設で被災地物産販売物品の斡旋も実施

（ ）平成 年 月豪雨支援関連

平成 年 月 日から降り続いた「平成 年 月豪雨」により、西日本を中心に多くの地域で河川の

氾濫や浸水害・土砂災害が発生する甚大な災害となった。市社協では「近畿ブロック府県・指定都市社会

福祉協議会 災害時の相互支援に関する協定」に基づき、被災地の岡山県に職員を派遣し支援活動を行う

とともに、ニーズ把握のため現地調査を行った。

①職員派遣

派遣先：倉敷市社会福祉協議会

役 割：災害ボランティアセンターの運営支援

期 間：平成 年 月 日～ 日

職 員： 名

②現地調査

視察先：岡山県倉敷市

目 的：発災後 か月経過した被災地のニーズ把握調査

日 程：平成 年 月 日

職 員： 名
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．その他 市受託事業について

（ ）安心生活創造事業

①抜け漏れのない実態把握事業（ひとり暮らし高齢者アンケート調査）

）調査目的

「安心・見守り事業」の対象者の把握や、また、困りごとがある人々を様々な福祉施策に結び付けて

いくことができるよう調査することを目的とする。

調査対象

平成 年 月 日現在、住民基本台帳において 歳で、在宅で生活されているひとり暮らしの

方（※介護保険の申請をしている人を除く）

調査方法

市・市社会福祉協議会・学識経験者で協議し作成した調査票を、ひとり暮らしの高齢者宅へ民生・

児童委員が届けて、郵送にて返送いただく方式

調査期間

平成 年 月中旬～ 月 日

対象者数 名

②とよなか安心キットの配布

）配布目的

ひとり暮らし高齢者の安全・安心を確保し、市へのひとり暮らし登録を推進するため、平成 年

度より緊急時の連絡先を記入して保管してもらう救急医療情報キットを登録者に配布し、見守り体

制を強化していくことを目的とする。

配布対象

市のひとり暮らし高齢者登録をしている 歳以上のひとり暮らし高齢者

）配布方法

安心キットとひとり暮らし応援買い物・福祉便利帳を、対象者宅へ民生・児童委員が届ける方式

配布本数 本

有効事例回数（救急搬送時に情報収集のため活用した事例） 件
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③社会参加支援事業（豊中びーのびーのプロジェクト）

「社会参加してみたいがどうすればいいのかわからない」「なかなか仕事が続かない」などこれまで一

歩が踏み出しにくかった発達障害者等 診断がついていない人やいわゆる「引きこもりがちな人」も含む

を対象に、昼間の居場所づくり、さらに社会関係づくりなどをめざし、さまざまなプログラムを実施し、

オーダーメイド型の支援を行った。また、就労支援の一環として、プログラム参加については コマ

円（就労体験については 円）の活動費を支払った。

・メンバー登録、プログラム（ミーティング含む）参加状況

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

メンバー

実登録者数

プログラム延べ参加人数 合計

居場所

仕事請負

就労体験

※参考 新規登録者 名／累計登録者数 名

園芸プログラム

東豊中地域活動支援センター 階の庭園及び、利倉の畑で実施

ボランティアの協力で、なす、ゴーヤ、ミニトマト、さつまいも、大根、人参、小松菜、ジャガイモ、

ネギ、玉ねぎ、きゅうり、ししとうなどを栽培

手作りプログラム

スイーツストラップ、エコクラフトによるカゴ、華バッチ、絵はがき、羊毛ストラップ、 レジン

アクセサリー、ボランちゃんグッズ、一筆箋、ミニ便箋、バラマグネットなどの作成

パソコンプログラム

サポーターの協力により、メンバーの希望に合わせて実施

タッチタイピング、チラシ作り、表計算、市販のテキストによるステップアップ、ホームページ作成、

活動アルバム作りなど

）カフェプログラム

毎月第 水曜日以外の水曜日に東豊中校区社会福祉委員会主催のカフェ「ゆう♡ゆう」や庄本、高川、

野田ブランチ地域福祉活動支援センターでのカフェの手伝い（各センター 月 回）

）販売プログラム

園芸プログラムや手作りプログラムで作成した商品を販売

地域の夏祭りやイベントにおいて販売

・依頼に応じた商品の作成、販売 校区福祉委員会：ぐんぐん元気塾参加者への記念品等

市社協：ポスター展出品者への参加賞、行事参加者への景品

）スポーツレクリエーション

月 回、近隣の公園等で実施。
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）音楽プログラム…毎日のプログラムの終わりに合唱を練習しイベントで披露

）就労体験プログラム

・夕刊配達：毎月曜日～金曜日に実施⇒岡上の町 軒を配布

・買い物支援：小売市場連合会の出前市場に参加、販売に協力

府営桜塚住宅の出前市場に参加、販売、商品運搬に協力

・草引き：府営桜塚住宅での草引き、団地自治会の依頼により草引きを実施

）仕事請負

・靴下の仕分け、梱包

・チラシ配布（稲荷神社朝市、新聞店、福祉施設広報紙、くらしかん等イベント、校区福祉委員会

、公民分館広報紙）

）その他の活動

・社会貢献活動…週に 度東豊中地域福祉活動支援センターの近辺を清掃、野田ブランチの清掃

・厨房を活用して年 回クッキングを実施

・ 週間に 回メンバーミーティングを実施

・野球交流試合…障害者福祉作業所のみなさんとスポーツを通じて交流

・びーのニュースを か月に１回発行し、情報提供、交流を行った。

・ 会の開催…就職したメンバー同士の交流を目的に月 回 会を開催

・冊子 社会資源開発シリーズ① 豊中びーのびーの発行 部

出版お披露目会開催

）豊中びーのびーのプロジェクト運営委員会

年月日 参加者数 内 容

名
・びーの×マルシェの運営状況について

・意見交換

（ ）健康づくりグループ支援事業（健康ステップアップ倶楽部）

生活保護受給者で稼働年齢層の内、就労不能でかつ症状の軽い方を対象に、外出頻度を上げ、日常生活

のリズムを整える目的で、東豊中地域福祉活動支援センターにおいて、プログラムによる日中生活の場を

提供する。

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合 計

メンバー

実登録者数

実登録者計

プログラム

延べ参加人数

・累計登録者数 名

・実施プログラム：園芸・手作り・パソコン・ウォーキング・クッキングなど

※プログラムの前後に、血圧・体重測定、カルテ記入を実施
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（ ）子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業

子どもの生活習慣づくり、孤食の予防と居場所づくりなど、食事の提供により健やかな子どもの成長と

地域のセーフティネットの体制づくりを行うことを目的として、子どもの居場所づくりと校区福祉委員会

を主体とした子ども食堂の設置のための検討委員会を設置。校区福祉委員会による事業としては、月

回の定例開催型、長期休暇中のイベント開催型を実施した。また、圏域単位の取り組みとしては施設・民

間団体が社会貢献として実施するトワイライトステイを共催で実施した。

居場所づくりの担い手となるサポーター養成のための研修や啓発のためのフォーラムを開催。市内で居

場所づくりに取り組む団体同士のネットワークづくりを行い、参画団体を掲載した子ども食堂ＭＡＰと、

サポーターのためのハンドブックを作成・配布した。

① 検討委員会

年月日 出席者数 内 容

名

・平成 年度事業報告

・イオンの幸せの黄色いレシート活動について

・今後の進め方について ・意見交換

名

・「子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業」

年間の総括について

・意見交換 ・今後の予定について

② 豊中子ども食堂ネットワーク

・加盟団体

さくら食堂（桜塚校区福祉会） 庄内南みんなの食堂（庄内南校区社会福祉協議会）

みんなの食堂（野畑校区福祉委員会） たかがわ★みんなのひろば（高川校区福祉委員会）

どんぐり（北丘校区福祉委員会） ローズコミュニティ・緑地子ども広場

（社会福祉法人 愛和会）

楽八みんなの食堂毎日子ども食堂（有限会社 楽八） ぐーてん子ども食堂（ 法人 ）

蛍池こども食堂（蛍池こども食堂実行委員会） 千里中央子ども食堂

（千里中央子ども食堂をはじめようの会）

まんぷくほ～む（まんぷくほ～む実行委員会） おかまち子ども食堂（ 法人大阪府北部コミュニ

ティカレッジ居場所づくりプロジェクト「ループ」）

団欒子ども食堂（団欒長屋プロジェクト） 豊中子ども食堂（多世代ネットワーク ）

かるがも食堂（豊中地区更生保護女性会） 豊中みらい広場（豊中みらい広場）

ココカラ食堂

（大阪府社会福祉事業団 庄内介護予防センター）
計 団体 （ ）は主催団体名
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（ ）老人憩の家の管理運営

高齢者のレクリエーション、交流、教養の向上及び社会参加の場として設置された東豊中老人憩の家、

庄本老人憩の家の管理運営を実施。

① 東豊中老人憩の家

総数 団体利用（回数） 入浴（人数）

会合数 利用者人数 教養講座 健康 レクリエーション 地域活動 その他 男性 女性

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

合計

②庄本老人憩の家

総数 団体利用（回数） 入浴（人数）

会合数 利用者人数 教養講座 健康 レクリエーション 地域活動 男性 女性

月

月

月

月

月

月

月

月

合計
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（ ）子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業

子どもの生活習慣づくり、孤食の予防と居場所づくりなど、食事の提供により健やかな子どもの成長と

地域のセーフティネットの体制づくりを行うことを目的として、子どもの居場所づくりと校区福祉委員会

を主体とした子ども食堂の設置のための検討委員会を設置。校区福祉委員会による事業としては、月

回の定例開催型、長期休暇中のイベント開催型を実施した。また、圏域単位の取り組みとしては施設・民

間団体が社会貢献として実施するトワイライトステイを共催で実施した。

居場所づくりの担い手となるサポーター養成のための研修や啓発のためのフォーラムを開催。市内で居

場所づくりに取り組む団体同士のネットワークづくりを行い、参画団体を掲載した子ども食堂ＭＡＰと、

サポーターのためのハンドブックを作成・配布した。

① 検討委員会

年月日 出席者数 内 容

名

・平成 年度事業報告

・イオンの幸せの黄色いレシート活動について

・今後の進め方について ・意見交換

名

・「子どもの居場所づくり地域福祉モデル事業」

年間の総括について

・意見交換 ・今後の予定について

② 豊中子ども食堂ネットワーク

・加盟団体

さくら食堂（桜塚校区福祉会） 庄内南みんなの食堂（庄内南校区社会福祉協議会）

みんなの食堂（野畑校区福祉委員会） たかがわ★みんなのひろば（高川校区福祉委員会）

どんぐり（北丘校区福祉委員会） ローズコミュニティ・緑地子ども広場

（社会福祉法人 愛和会）

楽八みんなの食堂毎日子ども食堂（有限会社 楽八） ぐーてん子ども食堂（ 法人 ）

蛍池こども食堂（蛍池こども食堂実行委員会） 千里中央子ども食堂

（千里中央子ども食堂をはじめようの会）

まんぷくほ～む（まんぷくほ～む実行委員会） おかまち子ども食堂（ 法人大阪府北部コミュニ

ティカレッジ居場所づくりプロジェクト「ループ」）

団欒子ども食堂（団欒長屋プロジェクト） 豊中子ども食堂（多世代ネットワーク ）

かるがも食堂（豊中地区更生保護女性会） 豊中みらい広場（豊中みらい広場）

ココカラ食堂

（大阪府社会福祉事業団 庄内介護予防センター）
計 団体 （ ）は主催団体名
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③校区福祉委員会における子ども食堂の取り組み

【定例開催型】

・北丘校区福祉委員会

名称：子供食堂「どんぐり」

対象：放課後こどもクラブの延長保育の希望する子どもと保護者

実施頻度：月 回水曜日 ： ～

開催場所：北丘小学校 家庭科室

年月日 子ども参加人数 その他参加人数（内訳）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、市社協

名 名（保護者 、学校関係者 、校区

名 名（保護者 、学校関係者 、校区

名 名（保護者 、学校関係者 、校区

名 名（保護者 、学校関係者 、校区

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区

・野畑校区福祉委員会

名称：みんなの食堂

対象：放課後こどもクラブの延長保育の子どものうちの希望者（保護者を含む）

実施頻度：月１回水曜日 ： ～

開催場所：野畑小学校はぐくみ小屋

年月日 子ども参加人数 その他参加人数（内訳）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区

名
名（高齢者 、保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、

その他

名 名（高齢者 、保護者 、学校関係者 、校区

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、その他

名
名（高齢者 、保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、

その他

名 名（高齢者 、保護者 、学校関係者 、校区 、その他

名
名（高齢者 、保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、

市社協 、その他

名 名（高齢者 、保護者 、学校関係者 、校区 、学生

名
名（高齢者 、保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、

市社協 、その他

名 名（学校関係者 、校区 、学生 、その他
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・桜塚校区福祉会

名称：さくら食堂

対象：放課後こどもクラブの延長保育の子どものうちの希望者

※地域の高齢者の夕食会とあわせて実施

実施頻度：月１回水曜日 ～

開催場所：桜塚小学校コミュニティルーム

年月日 子ども参加人数 その他参加人数（内訳）

名 名（高齢者 、学校関係者 、校区 ）

名 名（高齢者 、学校関係者 、校区 ）

名 名（高齢者 、学校関係者 、校区 ）

名 名（高齢者 、学校関係者 、校区 、学生 ）

名 名（高齢者 、学校関係者 、校区 ）

名 名（学校関係者 、校区 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 ）

名 名（学校関係者 、校区 、その他 ）

名 名（学校関係者 、校区 ）

名 名（学校関係者 、校区 、その他 ）

・高川校区福祉委員会

名称：たかがわ★みんなのひろば

対象：高川小学校児童の希望者

開催場所：高川複合施設 階 会議室

年月日 子ども参加人数 その他参加人数（内訳）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、市社協 、その他 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、その他 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、その他 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、市社協 、その他 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、その他 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、その他 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、その他 ）

名 名（保護者 、校区 、その他 ）

名 名（学校関係者 、校区 、学生 、その他 ）

名 名（保護者 、学校関係者 、校区 、その他 ）

名 名（保護者 者、学校関係者 件、校区 、その他 ）
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・庄内南校区社会福祉協議会

名称：みんなの食堂

対象：全校児童のうちの希望者

※参加者は放課後こどもクラブの土曜日参加者が多い

実施頻度：月１回土曜日 ： ～

開催場所：庄内南小学校コミュニティルーム

年月日 子ども参加人数 その他参加人数（内訳）

名 名 保護者 、学校関係者 、校区 、学生

名 名 保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、その他

名 名 保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、その他

名 名 保護者 、学校関係者 、校区

名 名 保護者 、学校関係者 、校区 、市社協 、その他

名 名 保護者 、校区 、学生

名 名 保護者 、学校関係者 、校区 、学生

名 名 保護者 、学校関係者 、校区 、学生

名 名 保護者 、校区 、学生 、その他

名 名 保護者 、学校関係者 、校区 、学生 、その他

【イベント開催型】

校区 名称 対象 開催場所 年月日
子ども

参加人数
その他参加人数（内訳）

刀根山
とねっ子

子ども食堂

刀根山小学校

児童
刀根山小学校 名 名（保護者 、校区 ）

泉 丘

泉丘子ども

の居場所づ

くり

泉丘小学校 放課後こ

どもクラブ参加児童

泉丘小学校

コミュニティルーム 名
名（学校関係者 、校

区 ）

緑 地
サマー給食

サービス

緑地小学校放

課後こどもク

ラブ参加児童

長興寺会館 名
名（高齢者 、学校関

係者 、校区 ）

庄内西
庄西っこ食

堂

庄内西小学校

児童
庄内西小学校

名
名（保護者 、学校関

係者 、校区 、学生 ）

名
名（保護者 、学校関

係者 、校区 ）
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④福祉施設・民間組織における子ども食堂の取り組み（共催）

・社会福祉法人による社会貢献の一環としての実施

高齢者のデイサービスセンターの営業終了後の時間に実施

場所提供・食事、送迎の協力を施設で行い、参加者の呼びかけを市社協が中心に行った

名称：ローズコミュニティ・緑地子ども広場

対象：スクールソーシャルワーカーやコミュニティソーシャルワーカー、生活困窮の相談者に案内

実施頻度：月１回 ： ～

開催場所：ローズコミュニティ・緑地

年月日 子ども参加人数 その他参加人数（内訳）

名 名 保護者 、学校関係者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協

名 名 保護者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協 、その他

名 名 保護者 、学校関係者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協

名 名 保護者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協

名 名（学校関係者 、施設 、市社協

名 名 保護者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協 、その他

名 名 保護者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協

名 名 保護者 、学校関係者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協

名 名 保護者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協

名 名 保護者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協 、その他

名
名 保護者 、学校関係者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協 、そ

の他

名 名 保護者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協 、その他

名 名 保護者 、学校関係者 、学生 、市社協登録 、施設 、市社協

・ボランティアグループによる事業として実施（更生保護女性会：市社協ボランティア団体連絡会参画）

市社協が運営する地域交流スペースにおいて実施

食事の提供をボランティアグループで行い、場所提供、参加者の呼びかけを市社協が中心に行った

名称：かるがも食堂

対象：近隣住民に案内するとともにスクールソーシャルワーカーやコミュニティソーシャルワーカー、

生活困窮の相談者に案内

実施頻度：月１回 ： ～ ：

開催場所：びーの×マルシェ

年月日 子ども参加人数 その他参加人数（内訳）

名 名 高齢者 、保護者 、スタッフ 、市社協 、その他

名 名 高齢者 、保護者 、スタッフ 、市社協

名 名 高齢者 、保護者 、スタッフ 、市社協 Ｖ 、市社協 、その他

名 名 高齢者 、保護者 、スタッフ 、市社協

名 名 高齢者 、スタッフ 、市社協

名 名 高齢者 、保護者 、スタッフ 、市社協 、その他

名 名 保護者 、スタッフ 、市社協 、その他
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名 名 保護者 、スタッフ 、市社協 、その他

名 名 保護者 、スタッフ 、市社協

名 名 保護者 、スタッフ 、市社協 、その他

名 名 保護者 、スタッフ 、市社協 、その他

名 名 高齢者 、保護者 、スタッフ 、市社協 Ｖ 、市社協

④ 研修会・フォーラムの開催

年月日 内容 出席者数

子どもの居場所サポーター研修会

①講演：「子どもへの接し方について」

講師：豊中市少年文化館 館長 堤 昌子さん

②豊中市社会福祉協議会の取り組みについて

名

子ども食堂フォーラム（Ｖネットとよなかと共催）

①講演：「子ども食堂で地域を変える 子どもが変わる 未来を変える」

講師：ＮＰＯ法人 豊島子ども ネットワーク

理事長 栗林 知絵子さん

②豊中市内の子ども食堂（居場所）の取り組みについて（事例発表）

・北丘校区福祉委員会 会長 滝下 勇次さん

・千里中央子ども食堂 向井 奈緒子さん

名

⑥学習支援の取り組み（名称：ステップアップ学習室）

実施頻度：月１回 ： ～ ：

開催場所：ローズコミュニティ・緑地 階

年月日 子ども参加人数 年月日 子ども参加人数

名 名

名 名

名 名

⑦広報・啓発

・豊中市子ども食堂 、ハンドブック作成

配布先：公民館、図書館、情報サロン、少年文化館、人権まちづくりセンターなどに設置。

フォーラム、サポーター研修会などでも配布

発行月 印刷部数

各 部

・活動報告書 部作成

・漫画「セーフティネット 」作成

⑧調査研究

・参加者アンケート調査の実施

対象：子ども食堂ネットワーク加盟団体実施事業参加者 各 名程度

調査期間：平成 年 月 日～ 日の間で子ども食堂の開催日に実施

団体 人より回答
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【参考】 事務局について

平成 年 月 日現在

平成 年度事務局職員数

常務理事 事務局長 常勤職員 非常勤職員 合計

名 名（兼務） 名 名 名

平成30年度　豊中市社会福祉協議会事務局組織図

庄本介護予防センター

認定調査係

ケアプランセンターほほえみ桜井谷
訪問看護ステーション

ケアプランセンターほほえみ
ヘルパーステーション

デイサービスセンターふれあい高川

地域福祉課

地域支援係

生活支援係

デイサービスセンターふれあい庄本

会　　長

常務理事

事務局長

福祉推進室

総務課

地域福祉権利
擁護センター

中央地域包括
支援センター

事業経営室 福祉サービス課

桜井谷介護サービス
センター

中豊島介護サービス
センター

高川介護予防センター

ファミリー・サポート・センターボランティアセンター

地域福祉活動支援センター 

老人憩いの家（東豊中・庄本）

豊中市民生・児童委員協議会連合会

豊中市赤十字奉仕団
豊中地区募金会
豊中市献血推進協議会
豊中市社会福祉施設連絡会

豊中市老人クラブ連合会

総務係

団体支援係
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